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I 一般 概要



1. 沿革

年月日 概 要 備 考

昭和24年 6月 1日|庶務係，細菌検査系，化学試験係，病理臨床試験係，

食品検査係の 5係制で発足
事務取扱
昭和25年 2月10日

山本耕一所長
昭和29年 7月 1日 血液銀行係を加え 6係制となる

昭和31年 1月25日 青森県衛生研究所弘前出張所を設置する

昭和32年 6月 1日 青森県血液銀行設置に伴し衛生研究所弘前出張所及 l昭和32年12月 1日

び血液銀行係を廃止する 木下嘉一所長

昭和33年 5月 1日|処務規程の全面改正により 庶務係，試験検査係と

なる

昭和問月 3日|試験検査係を細菌病理臨床試験係化学食品検査係|昭和叩月20日

に改め 3係制となる 秋山有所長

昭和39年 4月 1日 庶務室，微生物科，理化学科の 1室 2科となる

昭和43年 3月25日 青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転 |青森市大字造道宇沢田

(現庁舎〉

昭和昨 4月 1日|公害科が新設され 1室 3科となる |昭和岬 4月 1日

山上豊日所長

昭和48年 4月 1日l室及び科制を課制に改める l昭和昨9月 1日

山本耕一所長

昭和49年 4月 1日 公害調査事務所設置に伴い公害課は廃止される

昭和54年 5月 1日 1昭和54年 5月 1日

秋山有所長



2. 組織及び分掌事務

f十1一戸総務課卜→
1 ・2. 統計報告に関すること

L 3 公害調査事務所の庶務(兼務)に関すること

1. 病原となる細菌，原虫及び真菌の調査研究に関する

2. 病原となるウイルス及びリケッチャの調査研究に関
すること

3. 血清学的調査研究に関すること

4. 環境衛生に係る微生物学的調査研究に関すること

5. 食品衛生に係る徴生物学的調査研究に関すること

6. 寄生虫及び衛生動物の調査研究に関すること

7. 臨床病理の調査研究に関すること

8. 微生物学的試験の技術指導に関すること

9. 微生物検出情報の解析提供に関すること

10. 実験動物の飼育に関すること

11 先天性代謝異常検査等に関すること

12. 神経芽細胞腫マス・スクリーニングに関すること

2. 飲食物及び添加物の調査研究に関すること

3. 食品器具器材の調査研究に関すること

4. 温泉及び鉱泉の調査研究に関すること

5. 飲料水の調査研究に関すること

6. その他化学的調査研究に関すること

7. 理化学的試験の技術指導に関すること

8. 生活労働環境に関する調査研究に関すること

9. 下水，し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関

すること

円
/
U】
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5. 微生物課業務概要 A (H3 N2) 型には有意上昇は認められなかったo ¥，、ず

れのベア血清も Aソ連 (H1 N 1) 型に対しては有意上昇

徴生物課の主な業務はウイルス，細菌，代謝異常症等 がみられなかった。

のマス・スクリーニング等に関する一般依頼検査，行政 昭和62年度のインフルエンザ分離状況についてはノー

検査および調査研究である O トの項に掲載した。

また，実験動物の飼育管理，保健所の検査担当職員に c. 青森県における基虫病の血清疫学

対する技術研修等もおこなっている 6地区病院由来の血清を用い，墓虫病リケッチァに対

(1) 調査研究 する抗体保有調査を免疫ベルオキシダーゼ法により実施

a. 日本脳炎感染源調査 した。抗体保有率は鯵ケ沢町のA病院由来21.3弘黒石

昭和62年 7月から 9月までに青森食肉センターの屠殺 市K病院24.6%，青森市C病院 4%，むつ市M病院1.3

豚を対象に調査をおこなった。検査法は，赤血球凝集抑 %，十和田市T病院16%，三戸町S病院16.7%で津軽地

制試験法によった(抗原:市販の JaGAr#Ol株を使用)。 区が相対的に高かった。

総数140検体中， HI抗体陽性の 1: 10以上は17例で陽 新鮮感染の指標となる IgM抗体の検出率は3.3%であ

性率は12.1%であったo 1: 40以上の抗体価を示す16検体 った。

について 2ME処理をおこなった。その結果， 9例が陽 詳細は調査研究の項に掲載した。

性で， 2 ME感受性抗体保有率は56.3%であった。 d. 下痢性貝毒に関する細菌学的調査

b. 昭和62年度インフルエンザ流行予測感染源調査 ホタテ貝の下痢性員毒の毒化予知と毒化機構の解明を

昭和62年度の全国におけるインフルエンザは， 11月か 目的とし昭和62年度から 3ヶ年の継続調査を行ってい

ら翌年の 3月にかけて流行しその病原ウイルスはA/香 る。初年度はむつ湾内の貝毒調査 2定点から採取された

港 (H3N2) 型と B型であった。 ホタテ貝171検体について細菌数，大腸菌群，腸炎ビブ

本県においては，全国の初発にくらべ 2ヶ月半遅れの リオ，ならびに貝毒の原因と考えられているプランクト

1月27日から流行しその病原ウイルスも全国と同様に ンの分布を調査した。その結果，ホタテ胃内の低温菌数

A/香港 (H3N2) 型と B型であった。 は年聞を通じて 103/g~ 1(j6 /g台，中温菌数は101/g~ 105 

調査期間中(昭和62年 4 月 ~6 月， 10月 ~12月，昭和 /g台で、あり，中腸腺では低温菌，中温菌とも 101/g~ 1Q3 

63年 1 月 ~3 月)に採取した， うがし、液・咽頭ぬぐし、液 /g台の菌数が認められた。大腸菌群は夏期にlOZ/g台，

145件より， 32株のインフルエンザウイルスを分離し， 冬期には認められなかった。また，腸炎ビブリオは年間

赤血球凝集抑制試験で同定した結果， A/香港 (H3N2) を通して検出されなかった。また，海洋細菌として481

型18株， B型14株であった。 株を分離した。一方，プランクトンの調査ではDinophy-

血清診断のために 3集団発生より 25件のベア血清が得 SLS 属 5 種が認められた。このうち D.fortii は 4~ 1O月

られた。 1集団のベア血清では， 10例中 2例がA/福岡/ に， D.rudgeiは 6~12月に ， D.mitrαはD.fortiiが

C -29/85 (H3 N 2) 型に対して有意抗体上昇を示し， B 減少する 8~ 1O月に ， D.αccuminαteは 1~ 3月に認

型には有意上昇は認められなかった口また， 2集団の15例 められた。

ではB/茨城/2/85に対して10例が有意抗体上昇を示し

表 1 昭和62年度食中毒事例

発生月日 発生場所 摂食者患者死者原因食品 病因菌 原因施設 検 体

62. 7. 18 下北郡大間町 2 0 不 明ノζ ラチフス B 家 庭

10. 11 南津軽郡大鰐町 550毒キノコ植物性自然、毒家 庭

黄色ブドウ球菌 糞便15，ふきとり8
0 おにぎり 飲食庖

(VII型， EntA.B型) 食品38
11. 1青森市 593 61 
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以上初年度の概要を述べたが，次年度においても上述 ブドウ球菌(コァグラーゼ四型，エンテロトキシンA，

と同様な調査を行うと共に分離海洋菌の同定及び毒性試 B)が検出された。

験を検討する予定である f.青森県内の 5医療機関における病原菌検出状況

e. 食中毒事例 昭和59年度から始められた本県の病原微生物検出情報

昭和62年度で青森県内で発生した食中毒は表 1に示す の収集は，昨年に引き続き県内の医療機関，保健所の協

とおり 3件で，患者数は67名と例年よりも非常に少なか 力を得て行われた。

った。このうち昭和62年11月 1日に青森市で発生した食 昭和62年の医療機関の集計を本報の資料の項に掲載し

中毒事例について細菌学的調査を行った。検体は，発症 た。

者糞便11.調理従業者糞便 4，調理器具等のふきとり 8， (2) 試 験 検 査

食品38(折詰弁当16，おにぎり 17，調理パン 3，もち 2) 試験検査の件数及びその成績は表 2のとおりである。

であった。このうち，おにぎりと発症者糞便中から黄色

表 2 昭和62年度微生物試験検査

)内は検体数

依頼検体数
検査種別

一般 行政
検体の内訳等と成績

糞 便 検 査 14 
海外旅行者のコレラ菌検査(8)C陰性〉
調理従事者の腸炎ビブリオ検査(6)C陰性〕

細菌同定検査 26 腸炎ビブリオ(12)，サルモネラ(1)， ウェルシ破ュ傷菌風(1)， 
黄色ブドウ球菌(1)， NAGビブリオ菌(1)， 菌(10X:陰性〕

一般依頼 魚介類加加工品(23)，製食品肉(加工品魚介(3)類，食1)肉(2)，液卵(2)，

食 口I二口1 検 査 34 171 
穀類工品(2)，乳 1)， ~jH~( 

行政依頼 乳および乳製品(103)，卵加工品(42)，魚介類(25)，
食肉(1)

水 質 検 査 6 一般依頼上水(6)

食 中 官三全ま三 検 査 61 
受付事例数l

糞便(15)，ふきとり (8)，食品(38)

トキソプラズマ 検 査 22 と畜検査員ら(22)

風 疹 検 査 4 459 行政依頼教職員(219)，保健所(240)

ニ工 イ ス 検 査 177 

感染症サー 検査定点 41 
下痢症，便膜(1) Cエルシニア エンテロコリチカ03J 
無菌性髄 炎，髄液(20)，ベア血清(4)，同定中インフルエンザ様患

者の咽頭ぬぐし、液(16工A型香港(H3N2)型(1)J 
ベイランス

インフルエンザ様患者の咽頭ぬぐし、液(15)
関係検査 患者定点 15 B型インフルエンザ、ウイルス(4)

A香港 (H3N 2) 型インフルエンザウイノレス(1)

先天性代謝異常検査 18，721 

クレチン症検査(委託) 18， 839 

神経芽細胞腫 検 査 15， 433 

そ の 他 2 無菌試験，血液(1)，血柴(1)

- 5 



6. 理化学課業務概要

理化学課が62年度に行った業務は食品衛生，栄養分析，

医薬品，家庭用品，飲料水，温泉その他広範囲に亘る試

験および調査研究で，その概要は次のとおりである O

(1 ) 調査研究

a. 青森県における温泉の経年変化調査

温泉の泉源保護と適正利用を図る目的で¥昭和55年度

より県内の温泉について経年変化調査を実施している O

62年度は平賀町，碇ケ関村および黒石市に所在する10

源水について，泉温， pH，陽イオン，陰イオン，遊離成

分および微量成分を調査した。その結果 2源泉に泉質の

変化が認められた。

b. 赤潮予察，貝毒関連調査

ほたて貝に蓄積する下痢性貝毒及び麻ひ性貝毒の発生

を予察し，計画的な出荷，処理等を行うことにより漁業

経営の安定に資することを目的として実施したものであ

る。調査はむつ湾(青森，野辺地)， 日本海(大戸瀬，

風合瀬)，津軽海峡西部(今別)，津軽海峡東部(野牛，

石持)，太平洋(三沢)，の 5水域より採取したほたて貝

について，下痢性貝毒 057件)と麻ひ性貝毒 (100件)

の毒力を測定した。

c. 新貝毒検出法による遊離脂肪酸と下痢性貝毒の

分離定量

ほたて貝の中腸腺に存在する遊離脂肪酸が下痢性貝毒

の現行定量法においては，毒力の誤差要因とされているO

このため，脂肪酸を除去する方法として，東北大学で開

発された液・液分配法を用いて，昨年にひき続きむつ湾

産ほたて貝の毒力調査を行った。

その結果，遊離脂肪酸区分については，現行法による

毒力がかなり高い時期にo.3~0. 5MU / gが検出された

が，これは下痢性貝毒の毒力の一部が脂肪酸区分に移行

したものと考えられるO しかしその他はすべて不検出

であった。また，下痢性貝毒区分と現行法による毒力と

には大きな差は見られなかった。

d. 健康食品の衛生学的調査

高齢化社会を迎え，心身ともに健やかに老いたし、とい

う国民の健康志向から，いわゆる健康食品の消費が増大

してきた。しかしこれにともなう問題点も少くなし、。こ

のことから日本健康食品協会は「健康食品の規格基準」

を設けた。今回，最も消費量の多いクロレラ食品を選び，

自主規格に合致しているか，また栄養的な面，その他に

ついて衛生学的調査を行った。調査項目は，外観，性状，

水分，灰分，脂肪，蛋白質，繊維，糖質，ビタミンBl'

ビタミンB2' ビタミンC，ビタミン E，クロロフィノレ b，

フェオホルパイド，葉緑素，ソルピン酸，安息香酸，銅

グロロフィーノレ，ナトリウム， カリウム， カノレシウム，

マグネシウム，マンガン，鉄，銅，亜鉛，総水銀，ヒ素，

カドミウム，鉛，一般生菌数，大腸菌群であった。

e. 表示栄養成分の分析方法と摂取量に関する研究

栄養成分の中で，食物繊維については最近種々の生理

活性が注目されているにもかかわらず，その分析方法は確

立されているとは言い難し、。このため食品中の含量およ

び摂取量については十分把握されておらず，食品成分表

示制度そのものの実施に支障を生じている。このため，昨

年度から地研協議会の共同研究により， Prosky-AOAC 

法による食物繊維の含有量調査を行っている O 今年度は

オートミール，こんにゃく，鮭等10品目の食品について

調査を実施した。この結果，従来広く用いられている

ぐ四訂〉日本食品成分表の繊維量より 2~ 16倍高い値が

得られた。

(2) 試験検査

a. 行政依頼検査

1. 食品および食品添加物等の検査

県環境衛生課および保健所の依頼によるもので，食品

中の有害物質調査，夏季および年末年始収去食品の検査

が主なものであるO これらの検査項目，件数は表 lのと

おりである O

ii. I有害物質を含有する家庭用品の規制に関す

る法律」に基づく家庭用品の試買検査(環境

衛生課)

ホルムアルデビド 10件，有機水銀化合物 9件，デ

イルドリン 10件，計29件。

111.医薬品等一斉取締締りの収去検体の試験(医

務薬務課)

局方外品(下剤) 9件。

lV. 水質広域管理計画に係る水質検査(土地改良

第一課)

河川水 70件 (427項目)

b. その他の依頼検査

市町村および事業所等からの依頼によるものである口

1. 食品および食品添加物等の検査

検査の内容は表 2のとおりである O

11. 水質検査

検査の内容は表 3のとおりである O

c. 精度管理

タール色素の確認試験および純度試験の方法について

検討した。 3件

- 6 -



表 l 食品等検査(行政依頼)

検 査 種 ~Ij 件 数 項 目 検 体

食品添加物 122 

保 存 キヰ (3心 ソルビン酸， 安息香酸
清涼飲料水，みそ

たくあん漬辛，かまぼこ
酸化防止剤 (10) BHA 煮干，塩 . ¥.. 、かくんせい

殺 菌 来ヰ (14) 過酸化水素 かまぼこ，ゆでめん

漂 白 剤 (16) りん酸，亜硫酸 長芋，たけのこ，れんこん

着 色 fヰ (13) タール色素，銅クロロフィル 菓子，たらこ，すじこ，たらの芽

品質保持剤 (9) プロピレングリコーノレ 生めん，ギョーザ皮

甘 味 来ヰ (6) サッカリンナトリウム 漬物

防ばい剤 (10) Opp かんきつ類

糊 料 (10) アルギン酸. CMC アイスクリーム

タール色素製剤 2 確認試験，純度試験

残 留 農 薬 25 
BHC.DDT. ドリン弗U. りんご，さくらんぼ，ぶどう，
ジコホール，キャブタン他 きゅうり，じゃがし、も，大根他

P C B 8 
牛乳，すずめがれい，まがれ
い，たい，さけ，ほたて貝

残 留 抗 菌 期j 23 クロピドール，ラサロシド他 牛肉，鶏肉，鶏卵

有 機 錫 9 TBTO さけ，ほたて貝

ク ロ ルデン 類 4 ほたて貝

水 銀 5 総水銀
たい，まがれい，すずめがれ
い，さけ，ほたて貝

カ ド 、、 ウ ム 5 玄米

貝 f三金E三E 32 下痢性貝毒，麻ひ性貝毒 ほたて貝

容 器 包 装 10 溶出試験(鉛，カドミウム) 陶器(皿，中鉢〉

表 2 食品検査(一般依頼)

検 査 種 ~Ij 
件 数

項 目 検 体
(項目数)

食品保添加物 19 
存料 (6) ソルビン酸 こんぶ巻，ねぶた漬他

酸甘発 色 剤
(2) 亜硝酸ナトリウム すじこ

化防味止剤料 (1) BHT みりん干
(2) サ酸ッカリンナトリウム みりん干，ねぶた漬

漂着 色白 剤料
(6) かずのこ
(2) 過ター化ル色水素素

赤かぶ，ねぶた漬

酸価・過酸化物価 2 食用油

残 留 農 薬 2 
BHC. DDT. ドリン剤，

りんご果汁
ダイアジノン他

重 f耳¥ 属 2 カドミウム，鉛，銅他 魚(あいなめ).果汁

栄 養 分 析
9 蛋白質，脂肪，無機質，

昆布，納豆他
(64) ビタミン類他

牛乳規格検査
比重，無他脂乳固形分
乳脂肪

牛乳
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表 3 水質検査(一般依頼)

検 査 種 ，'51j 
件 数

備 考
( 項 目 数)

全項目原水 31 ( 852) 
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素，塩素イオン，

全項目浄水 22 ( 582) 

銅有機物， シアンイオン，水銀，有機リン，
，鉄，亜鉛他

トリノ、ロメタン 13 ( 52) 
クロロホルム，ブロモジクロロメタン，

k 7Jc ジブロモグロロメタン，ブロモホルム

トリクロロエチレン 23 ( 69) 
トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン
1.1.1一トリグロロエタン

そ の 他 11 ( 48) 鉄，マンガン他

河 ) 11 7Jc 37 ( 540) pH， DO， SS， COD， BOD他

下 水 52 ( 149) PCB他

地 下 水 5 ( 21) 
ナトリウムイオン，カリウムイオン，
カルシウムイオン，マグネシウムイオン他

し尿放流水 8 ( 190) pH， COD， DO， SS， BOD 

埋立地排水 6 ( 192) pH， COD， BOD 

廃 棄 物

汚泥溶出試験 12 ( 33) 
PCB，水銀，カドミウム，鉛，有機りん，

六価クロム，ひ素，シアン他

鉱さい溶出試験 8) 同 上

鉱 泉 分 ザf 26 ( 904) 陽イオン，陰イオン，遊離成分，微量成分他

温 泉 分 析 2 ( 32) 陽イオン，陰イオン，遊離成分

そ 。〕 他 5) ナトリウムイオン，カルシウムイオン他

8 -



7. 研修・教育

(1)研 修

a. 施設栄養士研修会(青森市 青森市文化会館

62. 7. 2) 

「最近の食中毒とその原因」 豊川研究管理員

b. 保健所検査技師研究会(八戸市 八戸保健所

63. 3. 3 ~ 4) 

「パイオハザードについて」 佐藤研究管理員

- 9 

「水分析の精度管理について」 木村技師

「最近の県内における病原菌検出状況について」

佐藤技師

(2) 教 育

非常勤講師(青森県立高等看護学院)

公衆衛生学，成人保健

公衆衛生行政，疫学

微生物学

微生物学

秋山所長

豊川研究管理員

佐藤研究管理員

大友主任研究員



8. 職員の学会，研修会等への出席
昭.62年度

年 月 日 メヱEミh の 名 称 開催地 出 席 者

昭.62. 6. 18~ 19 第28回日本臨床ウイルス学会 仙 i口ミ 市 佐藤允武

6. 25~26 第 8回衛生微生物技術協議会 東 尽 都 野呂キョウ，佐藤真理子

6.26 地研試験担当者講習会 東 尽 都 高橋政教

7. 25 第 7回青森県感染症研究会 弘 日Ij 市 小鹿 晋，佐藤允武

野呂キョウ，三上稔之

佐藤真理子

7. 21~22 第41回日本細菌学会東北支部総会 秋 田 市 豊 川 安 延 ， 佐 藤 允 武

8. 27~29 第36回東北公衆衛生学会 仙 ぷ仁1、 市 秋山 有

9. 4~ 6 第15団代謝異常スクリーニング研究会，第10回 大 阪 市 工藤久美子

技術者懇談会

9. 30~ 
第24回全国衛生化学技術協議会 東 尽 都 小林繁樹，野村真美

10. 1 
10. 18 第26回日本薬学会東北支部大会 仙 i口A、 市 小林英一，秋山由美子

木村淳子

10. 29~30 食品衛生徴生物研究会，第 8回学術研究会 大 阪 市 豊川安廷

11. 25~27 食品化学講習会 東 思 都 秋山由美子

昭.63. 1. 28 環境保健部職員研究発表会 青 森 市 小林英一，秋山由美子

古川章子，村上淳子

小林繁樹，木村淳子

野村真美，小鹿 玉日区

豊 川 安 廷 ， 佐 藤 允 武

野目キョウ，三上稔之

佐藤真理子

2. 5~ 6 地研北海道，新潟，東北支部微生物研究部会総 札 幌 市 小鹿 晋，豊川安廷

之Z三』 佐藤允武

2. 9 昭和62年度赤潮防止対策事業及び重要貝類毒化 浅 虫 古川章子，野村真美

対策事業報告会

. 2. 15 地研北海道，新潟，東北支部理化学研究部会総 仙 ぷ口二、 市 高橋政教

之ヱミ込

3. 3 保健所技師研修会 八 戸 市 佐藤允武，佐藤真理子

高橋政教

3. 23~25 先天性副腎過形成検査技術者研修会 東 尽 都 工藤久美子

3. 29~31 昭和62年度重要貝類毒化対策事業研究検討会出 東 京 都 古川章子，野村真美

席

ハU
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下痢性貝毒のマウス試験に及ぼす遊離脂肪酸の

影響と毒成分の定量について

古川章子 野村真美 村上淳子 小林英一

はじめに

公定法1)による下痢性貝毒検査では，ホタテガイ中腸

腺に存在する遊離脂肪酸(以下， FFAとする)が，貝

毒と同様なマウス毒性を示すと報告されている2) した

がって，低毒力期には，測定の誤差要因になる可能性が

ある O

これまで， FFAを除く方法としては，ケイ酸カラム

法3)が試みられてきたが，再現性等の点で問題があった。

最近，東北大学の安元教授は，液・液分配を行い， F 

FAを除去する簡易な方法を報告した4) 

そこで，著者らは，公定法，液-液分配法により毒力

の測定を行って， FFAの影響を評価するとともに， F 

FA濃度並びに毒成分5)のオカダ酸 (OA)，ディノフ

ィシストキシン 1 (DTX1) およびディノフィシス

トキシン 3 (DTX 3)濃度についても測定を行った

ので併せて報告する口

日本海

野辺地町

青森巾

調 査方法 図 1 調査地点

1.試料

陸奥湾海域，野辺地定点の垂下20mより採取した，養 また， 90~ぢメタノール層は，乾固後，エーテル・ 10%

殖ホタテガイ中腸腺を用いた。 塩化ナトリウムによる分配を行い，エーテル層は乾固後，

2. 調査地点 マウス試験を行って下痢性貝毒区分の毒力とした。

図 lに調査地点を示した。 (3) 遊離脂肪酸濃度の測定方法4，6)

3. 調査期間 測定方法を図 3に示した。

昭和62年 3月~昭和63年 3月 中腸腺を公定法に準じて処理しエーテル層を定容と

4. 方 法 した後，その一部をとり，ジアゾメタンでメチル化し

測定に用いた中腸腺は， リパーゼ等の酵素活性を抑え ガスクロマトグラフ法により測定した。但し，定量は，

るため，電子レンジによる加熱処理を行った後，ホモジ へプタデカン酸メチルエステル (C17)を標準物質とし

ナイズし試料とした。 て， 10種類の脂肪酸 (C14:0，C16:0， C16:1， C18:0， 

(1) 下痢性貝毒公定法 C18:1， C18:2， C18・3，C 20: 4， C 20: 5， C 22 : 6) の

厚生省の定めた「下痢性貝毒検査法」に準じ，中腸腺 ピーク面積の合計量により行った。

をアセトン抽出し乾固後，エーテル・水による分配を ガスクロマトグラフィ一条件

行い，エーテル層は乾国後，マウス試験に用いた。 装置:ガスグロマトグラフ(島津 GC-9 A) 

(2) 下痢性貝毒の液・液分配法 検出器 FID

測定方法を図 2に示した。 カラム:内径 3mm. 長さ 2m (ガラス製)

中腸腺をアセトン抽出し，乾国後，へブタンと l労酢 充填剤 DiasolidZF (80-100メッシュ)

酸含有90%メタノールによる分配を行い，へブタン層は カラム温度:1900C 

乾国後，マウス試験を行い FFA区分の毒力とした。 検出器温度:250
0C 

-sa--
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中腸腺40g

アセトン抽出(3回) 3 minホモジナイズ

溶媒除去

1決 よ五二

へブタン・ 1~ぢ酢酸90% メタノール分配 2 min振とう

へブタン層 酢酸合水メタノーノレ層

去除媒溶

1
1
1
1「
|
|
|

溶媒除去

※ ※  
エーテノレ・ 10%塩化ナトリウム分配マウス試験

(遊離脂肪酸灰分)

塩化ナトリウム層 エーテノし層

ソ〆

/ι¥ 

エーテノレ

塩化ナトリウム層 エーテル層

※中腸腺量の 3倍容量

水洗い

層水

去

除媒溶

層レ一円

1
1
1
」
l
i
-
-

マウス試験

〔下痢性貝毒区分〕

図 2 下痢性貝毒の液・液分配法

中腸腺20g

アセトン抽出(3回) 3 minホモンナイズ

溶媒除去

エーテノレ・水分配

エーテノL層 水層t 溶媒除去

エーテノLて、50mlにメスアップ

中腸腺O.5g相当のヱーテノL

溶媒除去

ンアゾメタン・エ←テル溶液
m
 

ハリ

宅温 30 min 

溶媒除去

アセトン 2mlに溶解

G.C (1 ~ 2μ1) 

図 3 遊離脂肪酸濃度の測定方法

行った。次いで，セプパックカラム(シリカ)でクリーン

アップし，高速液体クロマトグラフ法により測定した。

但し定量は，安元教授より分与された OA， DTXl 

を標準物質としエステル化後，ピーク面積により行った。

高速液体クロマトグラフィ一条件

装置.高速液体クロマトグラフ(目立638型)

検出器:蛍光検出器(目立650-10s) 

カラム LiChrospherRP-18 ， 5μm， 4 mm  X 

250 mm  (パックドカラム， メルク社)

移動相・アセトニトリル・メタノール・水 (8: 1 

1) 

流速 1mllmin 

励起波長:365 nm 

蛍光波長:412 nm 

(5) DTX 3濃度の測定方法4，7-9) 

測定方法を図 5に示した。

FFA測定用のエーテル溶液の一部を， 0.5N水酸化ナ

(4) OA， DTXl濃度の測定方法4，7-9) トリウム含有90%メタノールを用いて加水分解を行い，

測定方法を図 4に示した。 DTX1および DTX3をすべて DTX1にした後，酢酸

中腸腺を80%メタノールで、抽出し石油エーテノレで、分 で中和しエーテノレ抽出を行った。エーテル層を定容とし

配後，メタノール層をとり，グロロホルムで抽出，定容 た後，その半分をとってエーテルを除去し以下 DTXl

とした後，その一部をとり，アダム試薬でエステノレ化を と同様の操作を行い， DTX1十 DTX3として測定した。

つ白



中腸腺 1g l --4mlでホモジナイズ

遠心分離 3000 rpm. 10 min 

2 min 

上澄 (2.5ml)

石油エーテル2.5mlで分配 1min振とう

遠心分離 10秒

含水メタノール層 石油エーテル層

卜石油エー 5mlで分配 l叩 う

含水メタノール層

水 1ml +クロロホルム 4ml. 2 min振とう

遠心分離 3000 rpm. 5 min 

クロロホルム層 含水メタノール層

卜クロロー 4ml. 2 min 

クロロホルム層

10mlにメスアップ

クロロホルム溶液の0.5ml

溶媒除去 (N2気流下)

0.1%アダム・メタノーノレ0.1ml

1 hr暗所に窒温で放置

セプパックシリカにヘキサンークロロホルム (1 : 1) 

1 mlでのせる

ヘキサン クロロホルム (1 : 1) 5 ml. ついでクロ

ロロホルム 5mlで洗う

クロロホルム メタノール (95:5) 5 mlで溶出

クロロホルムーメタノール (95:5)フラクション

解溶m
 

レ

去

一

除

ノ

媒

タ
溶

メ

ー
ド
|
|
ト
l

HPLC (20μ1) 

図4 OA. DTX 1濃度の測定方法

中腸腺20g

アセトン抽出(3回) 3 minホモジナイズ

溶媒除去

エーテル・水分配

※ 
エーテル層

※遊離脂肪酸濃度測定用

のエーテル溶液水層

中腺腺 1g相当のエーテル(反応管)

溶媒除去

0.5N水酸化ナトリウム・ 90%メタノール 2ml 

80"C. 30 min 

アルカリ分解液(共栓遠沈管)

O.lN酢酸 (pH-5) 

水10ml

エーテル抽出 (]Oml x 3回) 2 min振とう

30mlにメスアップ

中腸腺0.5g相当のエーテル

以後. DTX1と同じ操作

HPLC (20μ1) 

(DTX 1十 DTX3) 

図 5 DTX 3濃度の測定方法

結果及び考察

1. 公定法，液・液分配法による毒力および FFA濃度

公定法および液・液分配法による毒力値を表1.図 6

に示した。また. FFA濃度については，表1.図 7に

示した。
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表 l 公定法，液・液分配法による毒力及び遊離脂肪酸濃度

ーマ ウ ス 試 験 (MU/g) G.C法による試験

採取年月日

-1ム1、 定 法 遊離脂肪酸区分 下痢性貝毒区分 遊離脂肪酸濃度 (mg/g)

62. 3.17 0.3 く 0.3 0.3 11.60 

23 < 0.3 < 0.3 く 0.3 6.88 

30 く 0.3 ぐ 0.3 < 0.3 10.72 

4. 6 0.4 く 0.3 0.3 5.15 

14 0.4 < 0.3 0.3 9.23 

20 0.4 < 0.3 0.3 5.80 

27 0.3 く 0.3 く 0.3 10.25 

5. 6 0.5 く 0.3 0.3 4.87 

11 < 0.3 < 0.3 く 0.3 5.94 

19 0.3 く 0.3 く 0.3 2.93 

25 0.4 く 0.3 0.4 2.28 

6. 1 0.6 < 0.3 0.5 4.70 

15 1.5 < 0.3 2.0 0.33 

7. 6 4.0 0.5 5.0 0.57 

20 5.0 0.3 5.0 0.09 

8.10 1.5 く 0.3 2.0 0.66 

31 2.0 く 0.3 1.0 0.27 

9. 14 3.0 < 0.3 3.0 0.46 

28 0.75 < 0.3 0.6 0.80 

10.12 0.5 < 0.3 0.6 3.29 

29 0.3 ぐ 0.3 0.4 1.19 

11. 5 0.4 く 0.3 0.3 2.07 

16 0.3 く 0.3 0.3 0.39 

12.21 ぐ 0.3 < 0.3 < 0.3 0.64 

63. 1. 13 く 0.3 < 0.3 く 0.3 1.39 

2.18 < 0.3 ぐ 0.3 0.3 0.93 

3. 7 く 0.3 < 0.3 く 0.3 3.18 

14 0.4 ぐ 0.3 0.4 2.99 

23 0.4 く 0.3 0.3 3.35 

28 0.5 く 0.3 0.3 3.87 

-14 -



中腸腺毒力

(MU/，広)

一 一 公 定 法

一- rffl)性只毒灰分

一一遊離脂肪酸区分

3/17 23 30 4/6 11 20 "7 ，，/6 11 19 日 6/1 15 7/6 20 K/10 ，31 9/1，1 28 10/12 29 1115 16 12/21 1/13 2/18 3パ 14 23 28 

(印有 (63年)
採取年月日

図 6 公定法及び液・液分配法による毒力値

遊離目白肋椴
(lIlK/に)

20 

ほ取年月 Ecl

15 

10 

3/17 23 301/6 1'1 20 S/日 11 19 25 6/1 15 7/日 己口伝/1(J 31 9/14 三8 10m 29111'， 161212111132/18 :1!7 1，1 23 28 

(62'j) (63年)

図 7 遊離脂肪酸濃度

公定法による毒力は， 3月から 5月にかけて0.5MU

/g以下の低毒力で推移した後， 6月に入って本格的に毒

化が始まり， 7月20日 (7/20とする。以下同じ)には，

最高値の5.0MU/gとなった。 8月に入ると1.5MU  /g 

と急激に低下したが，9114には3.0MU/gと再び上昇を

示した。しかし 10月以降は徐々に減少し 12， 1， 2 

月は検出限界の0.3MU/g未満が続いた後， 3月中旬か

ら，また毒化し始めている。

液-液分配法による下痢性貝毒区分の毒力は， 7/6， 

8/31は，公定法に比べ多少の差がみられるが，そのほか

は，類似した値を示した。公定法との差は，マウス試験

の誤差によるものと考えられる 10)口

FFA区分の毒力は， 7/6， 7/20に各々0.5，0.3MU/ 

gが検出されたほかは，すべて0.3MU/ε 未満で， 62年

の 3， 4， 10， 11月および63年 3月の低毒力期において

も，マウス毒性は認められなかった。

7/6， 7/20のFFA区分の毒力は，凶 7の FFA濃度

から明らかなように，かなり低濃度であることから， F 

FAによるものとは考えられなし、。しかし公定法によ

る毒力は， 4.0および5.0MU/gとかなり高いことから

液・液分配の際に，下痢性貝毒の一部が FFA区分に移

行したものと推定される。

因に，安元は，液-液分配法のマウス試験において，

DTX3の毒力の約10%がFFA[)<~分に移行すると報告

している4) 

なお，液・液分配法による FFAの除去率は，ガスク

ロマトグラフィーによる分析の結果，約70郊であったり

FFA 濃度は， 3， 4 月は約 5~10mg/g の範囲で上ド

した後， 5月に入ってからは徐々に減少し 7， 8， 9月

は l未満で推移した。 63年の 3月からは 3~ 4 mg/宮の

測定値を示している口つまり，経時的には，春季は高く，

夏季は低L、という，毒力とは逆の傾向を示している。

また， 62年と63年の 3月では， FFA濃度に差がみら

れた。
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ガスクロマトグラフィ一分析による FFAの組成は 1MUが DTX14μgに相当するとし、う安元の報告7) 

C14:0， C16・0，C 16: 1， C 18 : 1， C 20・5，C22:6が主 をもとに，公定法による毒力を DTX1濃度に換算した

要な成分であり，なかでも C20 : 5， C 16: 0の組成比率が ものである O

高かった。 総 DTX1濃度は， 62年の 3， 4月は不検出， 6月は

東北大学の李による実験結果11)では， 3種類の FFA 0.52μg/g， 7/6には21.43μg乍を示した 8月に入

標準品 (C16:0，C18:1， C22:6)の等量混合物を調整 り急激に低下したが， 9月には5.18μg/gとわずかに

しその10，20， 30， 40 mgをマウスに腹腔内投与した 上昇している。 10月以降は減少し 63年 3月は不検出で

結果， 24時間以内に死亡したのは， 30mg， 40 mgとも あった。

に3匹中 l匹であった。 経時的には，公定法による濃度と類似した傾向を示し

したがって， 3匹中 2匹以上を死亡させる量は， 40mg ているD

以上であろうと推定される。 DTX1濃度は， 62年の 3， 4， 6月は不検出， 7/6に

今回の調査における FFA の濃度は， 0.09~1 1. 60 mg 2.36μg/gが検出された後は，徐々に減少し 10/12に

/g (マウス 1ml投与時の FFA量は0.3"'-'38.6mg ) は約半分の1.21μg/gとなった。 63年の 3月は不検出

であったが，この濃度では， FFAの毒力値に及ぼす影 であった。経時的には，総 DTX1濃度に比べ，低濃度

響は，ほとんど認められなかった。 で緩慢な変化を示している。

2. OA， DTX 1， DTX 3濃度 総 DTX1濃度を，公定法による濃度と比較すると，

現在，下痢性貝毒成分としては， 3群11成分の毒，す 春季，秋季は低く，夏季は類似した値を示しているO

なわち， OA， DTX1.3 ベクテノトキシンー 1~ 7 また，総 DTX1濃度に占める DTX1濃度の割合は，

(PTX 1-7)，イエソトキシン (YTX)が検出されて 7月から 8月上旬にかけては11"'-'26%， 9， 10月は約30

おり 5)，OA， DTX 1， DTX 3については， HPLC法 "'-'45%であった。

による定量が可能である OAについては，不検出であった。

そこで，先に毒力を測定した試料の中から13検体を選 以上のことから，夏季の毒力は，ほとんど DTX1， 

び， OA， DTX 1， DTX 3濃度の測定を行った O 結果 DTX3，特に DTX3に起因するものと考えられ，また，

を表 2および図 8に示す。但し，公定法による濃度は， 春季，秋季の毒力は， DTX 1， DTX 3のほかに，他の

表 2 DTX 1， DTX 3濃度の測定結果

単位 :μg/ε

公定法による 公定法による 総 DTX1濃度
DTX1 

採 取年月日 DTX1濃度 x 100 

毒力(MU/g) 濃度(毒力x4) ( DTX 1 + DTX 3) 
総 DTX1

(労)

62. 3.17 0.3 1.2 ND ND 

3.23 く 0.3 ND ND 

4.20 0.4 1.6 ND ND  

6. 1 0.6 2.4 ND  0.52 

7. 6 4.0 16.0 2.36 21.43 11.0 

7. 20 5.0 20.0 2.54 16.52 15.4 

8. lO 1.5 6.0 2.17 8.34 26.0 

8.31 2.0 8.0 1.49 2.37 62.9 

9. 14 3.0 12.0 1.51 5.18 29.2 

10.12 0.5 2.0 1. 21 2.64 45.8 

63. 3. 14 0.4 1.6 ND ND 

3. 23 0.4 1.6 ND ND 

3.28 0.5 2.0 ND ND 

ハ
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DTXl 
(μ日Ig) 

25 

20 

15 

ハUl
 

J/'/ 
3/17 23 4/20 6/1 7/6 

( 62年)

ー-- DTXl濃度

一ーー総DTXl濃度 (DTX1+DTX3 ) 

一一一公定法による濃度

/ヘ
¥ 

、代

¥
 

¥ふ一一一ー一一ー-

20 8/10 31 9/14 10/12 3114 23 28 
( 63年)

採取年月日

図8 DTX}， DTX 3濃度

毒成分 PTX，YTX等も関与しているものと推測され

る。

ま とめ
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青森県衛生研究所報 25， 19-22， 1988 

煮干に含まれる酸化防止剤(BHA、 BHT)の

測定方法の検討

村上淳子 小林英一

はじめに 2. 試 薬

煮干等魚介乾製品に使用される酸化防止剤として， 試薬はすべて和光純薬特級を用いた。

Butylated Hydroxytoluene (以下 BHTと略)及び 3. 装 置

Butylated Hydroxyanisole (以下 BHAと略)があ (1) ガスクロマトグラフ装置:島津製作所GC-9A

げられる O 測定条件を表 lに示した。

最近 BHAについては発癌性の疑いがあることから (2) ロータリーエパポレーター:ヤマト RE -51 

油脂の製造に用いるパーム原料油及び、パーム核原料油以 (3) 精油定量器:日本薬局方規格の精油定量器

外の食品には使用規制の指導がなされている。又 BHT (4) マントルヒーター:大科電器

は魚介乾製品では0.2g/kg以下に使用制限されてLる。 (5) 超音波発生器:BRANSON B -8200 

BHT及び BHAの測定方法は，公定法1)として，べ 4. 分析方法

ンタン，アセトニトリルで、抽出し溶媒留去後，ヘキサ 試料を均一にした後，一定量を採取し図 1に示した

ン溶液とし 5%シリコンOV-17カラム充てん剤によ 各方法に従って分析した。

るガスクロマトグラフィーで測定する方法がある。 添加回収試験は， BHT， BHAの添加量を各50μgと

しかし煮干中の BHT，BHAをガスクロマトグラ して実施した。

フィーで測定する場合，溶媒のテーリングが大きく，

BHAピークの付近に妨害ピークが出現する等，本法は 結果及び考察

定量には適当な方法とはいえない。1 . 分析方法の検討

そこで煮干中の BHT， BHAの測定に適した改良法 (1) カムラ充てん剤の検討

を検討したので報告する。 BHT，BHAの分離の良いカラム充てん剤を検討す

又煮干に移行すると思われる包装材中の BHTについ るため， 5%シリコン SE -30， 5%シリコンOV-17， 

て，改良法を応用して測定したのでその結果も併せて報 2%シリコンoV -330， 5 % PEG 20M， 5労 DEGS

告する。 十 1% H3P04の5種類の充てん剤を用い，比較検討し

た。

方 法 内部標準液として nーヘキサデカン及びアントラセ

1.試料 ンを用いた。

県内の小売庖から購入した煮干13検体及び焼干 2検体 はじめに BHT及び BHAの標準物質で検討したとこ

を用いた。 ろ，いずれのカラム充てん剤も， BHT， BHAの分離

表 l ガスクロマトグラフィ一条件

5%シリモコゾン、ルSブEW 30 5%シリモコゾンルOブVW-17 2 ;ぢシリコンOフV -330 20% P E G20M 

5労1間9モD6/EHゾD80ルG2MPプCS(S )W + ‘ クロ クロ クロモゾル W クロモゾ、ルブW
充てん剤 A クWロAW-DMCS AW-DMCS AW D/8M0 CS A W 60/D8M0 CS 60/80 60/80 60 

カラム o 3 mm  X 3 m 。3m m  X 2 m o 3 mm  X 2 m O3mmx2m φ3 mm  X 2 m 

カラム温度 150'C 160'C 165'C lWC 180
0

C 

検出器温度 2500C 250
0

C 250
0

C 250
0

C 2500C 

N2流量 mll分 40 40 40 70 40 

注入量 μl 2 2 2 2 2 

n
y
 



は良好であった。しかし 5% DEGS + 1労 H3P04， (3)のヘキサン，アセトニトリル抽出法は，短時間で操

5 % PEG 20Mは， リテンションタイムが長く，感度が 作できるが，抽出の際アセトニトリル層とヘキサン層の

低くなり，又内部標準のピークが溶媒ピークと重なる等 分離が悪く BHTの回収率が68.3%と低値であった。

不適当な点があるので除外することとした。 (4)のヘキサン浸出法は試料 5g vこヘキサン50mlを加

次に試験溶液をGCvこ注入して検討したところ， 5% え一夜浸出するだけの簡易な前処理で BHTは88.2%と

シリコン SE-30では BHTの付近に，又 5%シリコン 良好な回収率が得られたが， BHAは46.8%と低い回収

OV-17では， BHAの近くに妨害ピークが出現するこ 率しか得られなかった。

とがある。これらの妨害ピークはいわしに含まれる炭化 そこで，このヘキサン浸出法で， BHAの回収率を高

水素に由来するとし、う報告2) もあり，定量の際には極性 めるため，試料量とヘキサン量を変えて検討した結果を

の異なる 2種類の充てん剤で確認する必要があった。 表 3に示した。試料2gに対してヘキサン30mlを加えた

2%シリコンoV -330では妨害ピークは現われない 場合 BHAの回収率が66.7%まで上り， BHTは試料 2

が， BHAの感度が少し悪いので， 5箔シリコン SE← gにヘキサン50mlで94.5%の回収率が得られた。

30と組み合わせて確認するのが有効であったので，以後 5 gでは BHA，BHTともに回収率の向上は認めら

は，この 2種類の充てん剤を用いて実験を行った。 れなかった。

(2) 前処理方法の検討

酸化防止剤 BHT， BHAの前処理方法には，(1)公定 表 3 試料量及び浸出液量の違いによる回収率

法のベンタン，アセトニトリル抽出法， (2)精油定量器を

用いて蒸留する方法3，4) (3)ヘキサン浸出法5)(4)アセトニ

トリル，ヘキサン抽出法6)等が報告されている。

そこで，公定法を除く 3法について添加回収試験を行

ったところ表 2に示すような結果が得られた。

表 2 抽出方法と回収率
(劣)

精油定量器 精油定量器 ヘキサンアセ ヘキサン

項目 酢酸nフチノレ トニトリノレ抽

へブタン1.5hr 6 hr 出 一夜浸出

69.4 90.2 81.6 46.0 

71.4 71.9 91.9 91.0 76.1 80.9 47.4 46.8 

BHA 74.9 90.9 85.0 47.0 

(76.5) 002.8) (94.7) (93.1) 

70.1 83.9 70.0 88.1 

70.2 72.6 84.1 84.0 63.3 68.3 87.3 88.2 

BHT 77.6 84.0 71.7 89.3 

(100.8) (J00.9) ( 100.5) (98.3) 

( )蒸留水への添加回収率

(ヘキサン)
(%) 

試料量 浸出液量 BHA BHT 

46.0 79.6 

15 ml 49.1 47.9 81.3 80.5 

48.6 80.6 

64.5 94.9 

2 g 30 ml 67.0 66.7 93.5 94.2 

68.6 94.2 

70.0 94.5 

50ml 65.9 

62.4 94.1 

36.4 64.2 

39.9 38.0 69.5 65.5 

37.7 62.9 

36.2 74.0 

5 g 30 ml 37.5 35.3 72.5 73.2 

32.3 73.1 

47.8 91.6 

50 ml 46.8 46.3 84.1 87.5 

44.8 86.8 

精油定量器を用いる方法は，図 lに示したフローシー

トのうち(1)のへプタンを捕集液として1.5時間蒸留する

方法と(2)酢酸nフ、、チルを捕集液として 6時間蒸留する方

法の 2法を試みたが， (1)のへプタンによる方法では，回

収率が， BHT， BHAとも約70%しカ手早られなかった口 一方酢酸nブチルを用いた精油定量器による蒸留法で

酢酸nブチルを用いた場合は， BHA 91% BHT 84~づ は， BHAの方が BHTより回収率が良好であることか

と良好な結果が得られたが分析に長時間を要した。 ら，浸出液として酢酸nフーチルを用いて同様の操作を行
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なったところ表 4に示す結果が得られた。この方法によ を一斉分析するには，この超音波浸出法は有用な方法と

り， BHA， BHTともに各条件で回収率の向上が認め 考えられる。

られ，特に試料 5g ~こ 50 mlの酢酸nブチルを加えた場

合 BHAで94.5%，BHTで91.3%の値が得られた。 表 5 超音波浸出時間による回収率

表 4 試料量及び浸出液量の違いによる回収率

(酢酸 nブチル)
(%) 

試料量 浸出液量 BHA BHT 

92.0 72.3 

15 ml 92.3 92.0 71.9 71.4 

91.8 70.0 

93.4 74.5 

2 g 93.2 76.6 75.5 

93.3 74.6 

91.0 73.2 

50 ml 90.6 90.9 75.7 74.6 

91.2 74.9 

86.3 91.0 

90.5 90.7 

84.0 90.6 

85.9 82.6 

5 g 30 ml 81.4 I 84.8 84.3 84.0 

87.1 85.1 

94.9 90.6 

50ml 93.9 94.5 90.1 91.3 

94.8 93.2 

(%) 

浸出時間(分) BHA BHT 

84.9 79.4 。 84.2 84.8 78.7 78.6 
85.3 77.8 

89.0 84.5 
5 90.5 89.8 79.3 80.0 

89.9 76.2 

90.0 85.9 

10 91.0 90.5 85.6 86.1 
90.5 86.7 

94.8 87.5 
15 89.8 91.0 86.6 87.1 

88.4 87.2 

88.7 85.9 
20 87.8 88.4 87.1 86.0 

88.7 84.9 

90.2 77.3 
30 91.0 90.3 76.0 76.4 

89.7 75.8 

86.3 74.5 
45 85.1 85.7 75.4 73.4 

85.6 70.4 

84.5 69.5 
60 83.5 84.0 66.3 68.3 

84.1 69.1 

2. 市販品中の BHT及び BHA含量

上記の超音波浸出法で市販されている煮干及び焼干中

そこで，この条件で更に迅速性と回収率の向上を目的 のBHT， BHAを測定した結果を表 6に示した。

として，超音波発生器を用いる方法を検討した。 BHAは15検体中 5検体の煮干に6.1 ~ 74.5 ppm検

回収率の最も良好だった試料 5g に酢酸nブ、チル50 出され， BHTは 9検体に微量(うち l検体には7.5

ml を加えた条件で，浸出時間を 0~60分に変化させて ppm)検出された。

測定した結果を表 5に示した。 BHTは包装材にも使用されており，それが検体に移

浸出時間15分で BHA，BHTとも回収率が最大 (91.0 行して徴量検出されるとの報告5)もあるので，市販品の

箔， 87.1%) となり，それ以上の時間ではむしろ減少傾 包装材についても BHTを測定しその結果を表 6に示

向を示した。この超音波浸出法よりも一夜浸出法の方が， した。

回収率が高いことも考えあわせると，長時間超音波をか BHTは，ヘキサンの方が回収率が良好であったので

けることにより，再吸着されるためではないかと推察さ 包装材 2g に対しヘキサン50mlを加え15分間超音波浸

れる。 出を行なった。その結果 15検体中 13検体に7.4~168.2

クリーンアナリシスという点では，溶媒も少量ですむ ppmのBHTが検出された口

精油定量器法が，ベターであるが，短時間で多数の検体 煮干中の微量の BHTは，包装材中の BHTが移行 L
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たので、はないかと考えられる。

まとめ

1. BHT， BHAの測定には， 5%シリコン SE -30， 

の含量

表 6 市販品及び包装材中の BHA， BHT 

、、，ノm
 

nr 
nr 

/
t

、、

BHA BHT 
包装材中

製造年月日
のBHT

煮干 41.3 不明

2 煮干 10.8 62. 8.28 

3 煮干 tr 88.0 62. 7. 29 

4 煮干 6.1 tr 168.2 不 明

5 煮干 53.7 7.5 30.7 62. 1α23 

6 煮干 62. 8. 18 

7 煮干 11.7 tr 160.1 62. 9.22 

8 煮干 43.9 tr 114.8 62. 9. 25 

9 煮干 7.4 62. 7. 4 

10 煮干 11.1 62. 9. 16 

11 煮干 tr 27.9 不 明

12 煮干 74.5 tr 130.1 不 明

13 煮干 tr 78.6 62. 10. 2 

14 焼干 tr 81.8 62. 9.21 

15 焼干 不 明

(1)精油定量法(司

Sampl 2.5g 

一夜放置

出0100ml 

NaCl20g 

シリコン oil

精油定量器

ロヘプ ml 1. 5 hr蒸留

留液エ テノレ洗浄

脱 水(無水 Na，SO.)

濃縮

GC 

5%シリコンOV-17の充てん剤を用いた場合に分離，

感度とも良好であったが煮干を測定する場合には妨害ピ

ーグが出現することがあるので 2%シリコンoV -330 

と5%シリコン SE -30の2轡頁の充てん剤で確認した。

2. 煮干等の BHT，BHAの測定時における前処理法

を検討したところ，試料 5g~，こ 50ml の酢酸 n ブチルを

加え15分間超音波発生器で浸出する簡易な方法で良好な

結果が得られた。

3. 市販の煮干及び焼干中の BHT，BHAを上記の方

法で測定した結果， 15検体中 5 検体に6.1~74.5 ppm 

のBHAが検出され， 9検体に微量の BHTが検出され

た。

4. 包装材には 15検体中 13検体に7 .4~168.2 ppmの B

HTが検出された。
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(2)精油定量法制 (3)ヘキサンアセトニトリノレ抽出法 (4)ヘキサン浸出法 (5)超音波浸出法

1混1アH合2セ01} k 

H，O 200 ml ノレ 1 ml サン50ml

脱

Sa

日
mp

超

i

水音く自波無民一浸

』

1 

NaCl50g 10ml 20 hr浸出 出15分

、ノリコン oil ニトリル 5ml 脱 水(無水Na，SO.) 無水 Na，SO，)

精油定量器

捕集液酢酸nブチノレ4ml ヘキサン抽出 3回20ml ろ過 No.5A ろ過 No.5A 

6 hr蒸留

留液エーテノレ洗浄 脱 水(無水 Na，SO.) 濃 縮 濃 縮

脱 水(無ノ，]¥.Na，SO.) 

濃 縮 GC GC 

濃 縮 rメムヒ7-<;;;全';':
ヲ

l 定存 GC 

GC 

図 1 分析方法フローシート
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健康食品の衛生学的調査(1 ) 

秋山由美子

村上淳子

野村真 美

高橋政教

木村淳子

小林英一

はじめに 4. 栄養成分

近年，国民の健康志向にともない，いわゆる健康食品 水分，灰分，脂肪，繊維，糖質，カルシウム，マグネ

の需要が増大してきた。しかしこの新しい形態の食品 シウム

には有害物質，内容成分，含有量等の規格基準もなく，

また衛生学的検討もあまりなされておらず，効用や過剰 5. ビタミン類

摂取障害等トラブ、ルが多数発生しているO このことから， ビタミン B 1 • ビタミン B 2 • ビタミン C. ビタミンE

日本健康食品協会では健康食品の自主規制の規制基準1) ( 4種トコフェロール)

を設けた。

今回，我々は最も需要の多いクロレラについて，規格 試験方法

基準，栄養成分および有害物質等の多角的面から調査し 水分，灰分，脂肪，蛋白質，繊維，糖質，ヒ素，総水

たので，その結果を報告する O 銀，銅，マンガン，鉄，鉛，カドミウム，亜鉛，マグネ

シウム，カルシウムは衛生試験法注解2) ビタミン B 1 •

調査方法 ビタミン B 2 • ビタミン C. 安息香酸，ソルビン酸は衛

日本健康食品協会によるクロレラの規格基準には「ク 生検査指針3) ビタミンE.銅クロロフィルは食品添加

ロレラ食品J Iクロレラ加工食品J Iクロレラ加工複合 物分析法指針4) 葉緑素，クロロフィルbは健康食品規

食品 Jの三種類があり，外観，性状が紛末状，粒状また 格基準1)フェオホルパイドは環食第99号5)そしてー

は果粒状等をなしているものに適合される O そこで，我 般生菌数，大腸菌群は食品衛生法6)にそれぞれ準じて行

々はこれら三種類のうち，クロレラ食品 8検体，クロレ った。

ラ加工食品 l検体の計 9検体を青森市内で購入し，以下

の試験を行った。 結果および考察

試験項目

1.製品規格

(1) 外観，性状

(2) 規格成分の含有量

蛋白質，葉緑素，クロロフィル b. ビタミン B2. 鉄

(3) フェオホノレノミイド

既存フェオホルパイド，総フェオホルパイド

(4) ヒ素

(5) 鉛

(6) 一般生菌数

(7) 大腸菌群

(8) 水分

2. 添加物

ソルビン酸，安息香酸，銅クロロフィル

3. 重金属

総水銀，カドミウム，銅，亜鉛，マンガン

1.製品規格

表 lに製品規格の測定結果を示した。

外観，性状は特に問題はなく，蛋白質，葉緑素の含有

量は規格値以上あり適合した。 1も 9は規格値の 3倍近く

の2920mg 郊であったO しかし，鉄は製品により差が

大きく. Nu 5の15mg%からNu6の276mg %の範囲で

あったO この値は他の食品と比較7-8) してみると，多い

ほうで，まっ茶(17.0mg %).紅茶 07.4mg %). 

乾燥ひじき (55.0mg %).乾燥水前寺のりはOO.Omg

労)に匹敵するO また，クロロフィル bも9検体すべて

から検出された。フェオホルパイドは，総フェオホルバ

イド量13--61mg %.既存フェオホルパイド量 8--34 

mg 箔検出されたが，いずれも基準に適合した O これ

は昭和57年当所で調査9)した際の総フェオホルパイド量

21 --369 mg労，既存フェオホルパイド量 7--29mg労に

比較し既存フェオホルバイド量では差が認められなか

ったが，総フェオホルパイド量は今回はかなり低くなっ

ており，製造方法の改善の成果が見られた。規格検査の

中で唯一規格外であったのが. Nu 5の水分10.2労であっ

q
u
 

つ白



N 
4与

汁とご
外観 性状

異味・異臭・

異物なし

蛋 白 質(%) 57.9 

葉緑素 (mg%) 2420 

クロロフィル b 検出

水 分(勿) 4.1 

フノて 総 (mg%) 21 
3二

オイ
ホ
JVト 既存(mg 勿) 14 

ビタミンBz(mg劣) 3.0 

鉄 (mg 5ぢ) 226 

鉛 ( ppm) 0.5 

ヒ素(ppm) 0.2 

一両足主菌数 (ケIg) 50 

大 腸 菌 群 陰性

※ カルシウム配合

2 3 

異味・異臭・ 異味・異臭・

異物なし 異物なし

55.2 60.0 

2280 2400 

検出 検出

4.9 3.9 

13 61 

8 34 

トー

3.0 4.4 

114 119 

o .3 0.4 

0.3 0.5 

180 360 

陰性 陰性

表 l 調査結果(規格基準)

※ 規 格 値

4 5 6 7 8 9 

クロレラ食品 クロレラ加工食品

異味・異臭・ 異味・異臭・ 異味・異臭・ 異味・異臭・ 異味・異臭・ 異味・異臭・ 異味・異臭・ 異味・異臭・

異物なし 異物なし 異物なし 異物なし 異物なし 異物なし 異物なし 異物なし

58.4 31.7 55.6 62 .7 52.5 50.3 50勿以上 25%以上

2170 1360 2380 2160 2510 2920 1000 mg勿以上 500 mg %以上

検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出されること 検出されること

3.5 10.2 4.0 4.8 3.8 5.7 791づ以下 7%以下

22 20 20 59 15 47 150 mg 勉未満 150 mg %未満

20 13 18 11 14 21 90mg 勉未満 90mg%未満

3.7 2.1 4.5 3 .6 2.4 2.5 2mg%以上 1mg%以上

107 15 276 162 105 86 lOmg%以上 5mg%以上

o .9 0.1 0.7 0.3 0.9 0.1 20 ppm以下 20 ppm以下

o .3 0.2 0.1 0.2 0.2 1.7 2ppm以下 2 ppm以下

170 480 160 20 25 130 5x1Q4/g以下 5x1Q4/g以下

陰 性 陰 性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰 性 陰 性



た。水分の規格は 7%以下となっている O

2. 添加物

表 2に添加物の測定結果を示した。

表 2 調査結果(添加物)
¥
}
ノm

 
p
 

ny 

/
t
¥
 

FI¥¥とご 2 3 4 5 6 7 8 9 

ソ ノレ ヒ ン 酸 ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

'1よζー・
J息 香 酸 ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

銅 ク ロ ロ フ イ ノレ ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

ソルビン酸 ND (0.05 ppm未満)

安 息香 酸 ND (0.1 ppm未満)

調査した項目，ソルビン酸，安息香酸，銅クロロフィ 野菜類は0.1ppm以下，果実類は0.01ppmである O 今

ル，いずれも検出されなかった。 回調査したクロレラ中のカドミウムは野菜，果実に近い

値であった。

3. 重金属 銅は N.D.~O. 01 ppmのものが多く， Nu 4が4.0

表 3に重金属の測定結果を示した。 ppmそしてNu9が10.1ppmと非常に高しイ直であった。

総水銀は 2検体から微量であるが， 0.02~0.03 ppm ， 銅含有量が比較的高い食品は，ナッツ，肉類とくに内臓，

カドミウムは 5 検体から0.01~0.05 ppm検出された。 および甲殻類とし、う報告10ー13) もあるo Nu 9の銅含有量

食品中のカドミウム濃度については多くの報告10-11)が の多いのは原料由来によるものか，または製造工程の際

あるが，特にカドミウムの合有量の高いのは，魚介類の の汚染によるものかは確定できないが，この検体は他の

肝臓で，イカやパイガイでは100ppmをこえるものが 重金属類も高い数値を示しているD

ある O 肉類では内臓が高く 0.1ppmオーダーである O 亜鉛は8.9~ 36.9 ppm ，またマンガンはNu9が113

表 3 調査結果(重金属類)

、1
aノm

 

nr 
nr 

/
l
¥
 

「7¥¥とど 2 3 4 5 6 7 8 9 

総 水 銀 0.03 ND ND ND ND 0.02 ND ND ND 

カ ド 、、 ウ ム ND ND ND 0.01 ND 0.01 0.03 0.05 0.02 

銅 ND 4.0 ND ND ND ND 0.01 0.01 10 .1 

亜 鉛 12.3 8.9 22.8 25.8 10.0 16.4 10 .5 36.9 35.8 

ーマ ン ガ ン 41.4 15.6 30.1 19.3 12.2 29.9 55.6 18.2 131 

総水銀 ND (0.01 ppm未満) カドミウム ND (0.05 ppm未満)

銅 ND (0.01 ppm未満)

ppm と高い数値を示したほかは 12.2~55. 6 ppmの範 いとし、う報告がある 12-17) 

固にあった。 鉛は0.1~0.9 ppmの範囲であった。一部の野菜およ

ヒ素，鉛は 9検体すべてから検出されたO ヒ素につい び果実について，鉛の農薬の残留基準18)が設定されて

てはぬ 9の1.7 ppm をのぞいて0.1~0.5 ppmの範囲で いるが残留基準の 1ppmをこえるものはなかった。

あった。ヒ素の含有量の多い食品は海産食品で，その中 他の検体と比較して，銅，マンガン，ヒ素が高い数値

でも特にかれい，たこ，いか，かき，あさり，海藻が高 を示したNu9は原料がブルカ九リア原産地のものである O
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クロレラはチッ素源などの無機塩類の存在のもと培養池 水分，灰分，脂肪，蛋白質，繊維，糖質，カルシウム，

や室内のクンクで培養し乾燥させて製品としている O マグネシウムを栄養成分とした。栄養成分の中では蛋白

このことから， Nu 9の高い数値は原料のクロレラの原産 質が多し、口繊維はNo.5が9.3%，Nu 3が4.6~ぢと多く，他

地の違いか，製造工程から由来するものかは確認できな の 7検体は HぢオーダーであったO 脂肪はNo.5が5.5%，

か った。No .6が4.1%と少ないほかは10%前後であった O カルシ

ウム，マグネシウムはNo.9がカルシウム配合のNu5より

4. 栄養成分 多く，カルシウムは1120mg/ 100 g ，マグネシウムは

表 4に栄養成分の測定結果を示した。 632mg/ 100gであった口

表 4 調査結果(栄養成分)

(g 1100 g) 

項干一一一一一竺 2 3 4 5 6 7 8 9 

7]( 分 4.1 4.9 3.9 3.5 10.2 4.0 4.8 3.8 5.7 

灰 5¥ J 5.8 6.0 7.3 7.6 4.1 6.0 7.4 8.2 6.8 

日旨 肪 10.2 12.0 9.2 9.8 5.5 4.1 10.6 11.8 10.2 

蛋 白 質 57.9 55.2 60.0 58.4 31.7 55.6 62.6 52.6 50.3 

繊 維 1.0 1.2 4.6 1.7 9.3 1.2 1.4 1.8 1.3 

糖 質 21.0 20.7 15.0 19.0 39.2 29.1 13.2 21.9 25.7 

※ Ca 236 153 527 291 939 417 832 210 1120 

※ Mg 358 338 440 485 275 411 297 482 632 
---'---

※印の単位は (mg1100g) 

企 Nu5はカルシウム配合

5. ビタミン類

表 5にビタミン類の測定結果を示したO

表 5 調査結果(ビタミン類)

(mg 1100g) 

JI¥ーとど 2 3 4 5 6 7 8 9 

ヒ タ 、、 ン B1 1.88 1.38 1. 56 2.35 0.81 1.88 1.02 1.65 1.44 

ヒ タ 、、 ン B2 3.01 2.99 4.38 3.67 2.10 4.50 3.63 2.39 2.48 

ヒ タ 、、、 ン C 57.4 17.9 18.9 11.9 14.9 8.0 10.0 8.0 41.4 

ヒ α 5.89 7.10 12.30 11.90 9.58 4.13 5.47 15.78 8.04 

タ β 0.08 0.41 0.44 0.20 tr 0.06 0.70 1.09 tr 
、、 r 0.27 0.38 0.76 0.54 tr 0.21 0.42 0.76 tr 

ン 。 0.34 0.63 0.55 0.71 0.17 0.27 0.55 1. 71 tr 

E 計 6.58 8.52 14.05 13.35 9.75 4.67 7.14 19.34 8.04 

ビタミン B 1 は0.8~2.4 mg/ 100 g，ビタミン B2は 聞に大きな違いが見られたものもあった。ビタミンEの

2 . 1"""" 4 . 5 mg / 100 gの値で，製品による大きな差は見 項目は，蛍光々度計による高速液体クロマトグラフでト

られなかった。ビタミン C は8.0~57.4 mg/ 100 gで製 コフェローノレ量を測定した。総トコフェロールは4.7~ 

品による差が見られ，またNu6のように表示と実測値の 19.3 mg/ 100 gと製品による差が見られたが， 1検体
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をのぞき α トコフェロールが80%以上で、あった。この 7)科学技術庁:日本食品標準成分表，大蔵省印刷局，

数値は北海道産の野生植物の αトコフェロール量19) よ 1980 

りは多し、。 8)佐々木理喜子訳:食品中の無機質含有量表，第一

今回の調査では，特に問題になるような数値を示した 出版株式会社，東京. 1981 

ものはなかったO しかし一部の健康食品では，高濃度 9)古川章子，他:クロレラ加工品中のフェオホルパ

の有害性金属や残留農薬の検出が報告20-2 2)されている イド量等について，青森衛研究所報. 19. 25-27. 1982 

ことから，今後種々の健康食品についても調査する必要 10)細貝祐太郎，他:有害元素マニュアル，中央法規，

がある 1978

11)山県 登:微量元素，産業図書株式会社. 1977 

まとめ

(1) 9検体のうち，自主規格に適合しなかったものは l

検体で，不適項目は水分であった。

(2) ビタミン B 1 は0.8~2.4 mg %.ビタミンB2は2.1

~4.5mg %.ビタミンCは8.O~ 57 . 4 mg %.ビタミ

ンEは4.7~ 19.3 mg %.亜鉛は0.8~3.7 mg 労，マン

ガンは 1.2~ 13.2 mg %.カルシウムは 114~1120mg

%.マグネシウムは275~633 mg %であった。

(3) カドミウムは N.D.~o. 06 ppm.総水銀は 2検体

から0.02と0.03ppm検出された。ソノレビン酸，安息香

酸，銅クロロフィルは検出されなかった。
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森 県の 温泉 経年変化(第

黒石地域および碇ヶ関地区の温泉群一一

----.l.-
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青森県衛生研究所報
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円
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L 調査地域の概要

黒石地域は図 lに示すように，弘前盆地南東縁から八

甲田火山地西麗部にかけての区域であり，西側30%は黒

石台地および台地中心部を流れる浅瀬石川，北側は大釈

迦丘陵地，東側は八甲田火山地，南側は平賀丘陵地・矢

捨山山地とから成る。八甲田火山地は黒森山，田代山，

雷山など高度800m以下が大部分を占め，又，浅瀬石川

は十和田カルデラ外輪山および南八甲田西麗に源を発し

本地域南部の東方から流入し沖浦ダムを経て板留付近

から再び東西性の流路に変じ，弘前盆地北方で平川に合

流する l級河川である。

本地域に分布する新第三系および第四系の地層は9)下

位より沖浦玄武岩類・板留層，温湯層，松木平・大川原

層，青荷層，竹館層，安山岩類および第四系の浮石流堆

積物，段丘扇状堆積物，沖積低地堆積物等に区分される。

一方，本地域最南部の青秋県境に位置する碇ケ関地区

法方

小林

査

政教仁=t r .. 斗、
同JT向子ム惇

はじめに

本県は全国でも有数の温泉県であり，現在源泉総数は

841で全国第 5位，ゅう出量は118，64911minで全国第 4

位となっている1)。これは堀さく技術の進歩或は水中ポ

ンプの開発等に伴レ，地下深層部に開発された温泉が，

本県では昭和47年頃から急激な増加傾向を示し2) 現在

も続いていることによる。

しかしながら，温泉はその複雑な湧出機構等により経

年変化する可能性があり，特に近年，温泉開発に伴う乱

堀，温泉水の過剰揚湯による温泉の衰退現象が問題とな

っている3)。

このため，当所では温泉の適正利用および泉源保護の

目的で，昭和55年度より県内温泉の経年変化調査を実施

しており，その結果についてはすでに当所報4-8)に報告

している O 今回は昭和62年度に実施した黒石および碇ケ

関地域の調査結果について検討を行った。

木村繁樹小林
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表 1 主要化学成分の経年変化

(単位:mg/l) 

温群泉 源泉
調査年月 PH 泉温tc)蒸発残留物

K+ 日 IMg'+ I Cl 卜O:-JH∞
!も (g/l) 

43. 6 6.8 57.0 1.585 197.0 14.6 260.0 4.0 194.5 724.5 79.3 
13 

Al 
56 6 7.4 58.5 1.661 215.0 12.6 223.3 4.6 174.8 775.3 73.2 

36. 5 6.8 51.0 1.480 170.0 11.5 151.0 64.8 284.4539.1 90.7 
14 

6 O. 11 7.6 40.0 1.115 205.0 8.7 166.0 3.0 214.5 436.0 60.0 

41. 7 7.9 61.0 1.981 391.0 33.5 250.5 0.0 662.6 490.7 91.5 
5 

62. 9 7.7 60.2 1.963 414.2 15.4 215.4 1.5 662.6 500.0 27.5 

5 O. 2 7.2 35.0 1.136 234.4 10.9 99.9 4.9 331.2 275.5 42.6 
6 

62. 9 8.0 I 43.6 1.756 366.3 21.7 163.6 0.2 552.1 421.4 27.5 

Az 46. 1 2 7.4 65.5 0.757 187.5 8.9 61.9 0.1 201.4 240.9 67.0 
12 

57. 6 7.6 56.5 0.923 236.0 12.0 74.8 0.4 300.6 265.0 42.7 

51. 5 7.9 59.5 0.849 206.7 6.6 68.7 1.2 219.6 282.8 48.8 
7 

62. 9 8.0 62.0 0.717 168.2 7.2 52.1 0.2 178.3 207.0 42.7 

24 62. 1 0 7.6 56.8 1.338 318.5 12.1 127.4 1.1 403.0 407.0 15.3 

49 7 7.4 43.5 0.317 78.2 2.4 14.4 1.0 72.0 74.7 52.5 
15 

A3 59. 9 7.4 41.7 0.264 62.0 2.2 12.5 0.5 53.1 58.0 48.8 

23 62. 7 7.6 48.2 0.325 75.7 2.6 13.4 0.4 64.7 66.4 42.7 

8 
46. 10 8.0 50.0 1.262 440.0 6.8 25.0 0.6 425.5 284.8 160.9 

A4 62. 9 8.6 49.3 1.180 355.5 2.7 22.8 0.1 391.2 245.0 18.3 

22 62. 6 8.2 45.7 0.372 106.2 2.3 12.7 0.0 120.2 64.4 4.9 

A5 
5 O. 1 0 7.6 60.0 1.176 382.7 2.9 24.8 1.5 404.0 223.3 121.6 

2 
62. 9 8.1 54.1 0.886 269.3 5.5 17.4 1.3 294.3 123.5 97.6 

3 
51. 10 7.4 46.0 0.905 293.0 13.7 3.2 1.9 357.9 8.6 188.5 

62. 9 7.8 46.2 0.798 241.3 13.9 3.1 1.6 308.7 2.0 149.5 

5 O. 9 7.6 45.0 2.522 883.2 37.5 14.4 2.4 1312 11.5 197.7 
B 4 

62. 9 8.0 48.9 3.033 1041 47.6 13.8 1.0 1572 2.8 189.2 

46. 1 2 8.5 51.0 1. 231 430.0 24.5 3.0 0.5 545.4 11.9 234.6 
11 

55 9 8.4 49.5 1.796 580.0 33.0 8.8 8.4 876.9 3.8 213.5 

21 62. 5 8.4 52.3 1.083 342.0 18.8 8.4 0.3 459.8 3.2 103.7 

39. 1 0 6.5 59.1 1.326 369.0 72.0 15.7 9.4 613.9 50.4 71.1 
9 

62. 8 7.2 61.6 1.285 335.7 19.7 71.8 0.9 603.8 56.1 45.8 

33. 11 6.6 64.0 1.500 346.1 19.7 79.4 0.4 617.3 52.7 54.7 
16 

58. 1 0 ! 7.1 54.5 1.809 270.0 14.6 65.6 0.8 527.7 52.0 48.8 

46. 7 7.0 46.0 3.800 1360 92.2 128.9 51.8 2127 43.5 654.8 
17 

C 
59. 7.2 48.9 3.762 1120 118.3 107.6 48.0 2000 42.5 726.1 

46. 7 7.0 51.0 13.05 3920 375.0 589.3 33.1 7090 12.0 734.9 
18 

59. 7.0 51.0 14.28 4133 330.0 622.0 237.6 8450 21. 0 835.9 

36. 8 7.6 47.0 12.20 2000 8.0 720.0 1050 6880 46.5 1110 
19 

59 1 I 6.4 43.7 8.274 2110 164.0 500.6 1え7.2 4740 56.0 823.8 

10 4 O. 8 I 7.5 I 41.5 6.064 860.0 105.0 522.6 98.5 1674 688.9 1347 

62. 8 I 6.6 42.1 4.420 809.4 53.7 527，5 104.0 1241 724.0 1419 
一一一一一一一

52. 3 8.6 43.5 0.236 37.7 1.3 5.2 1.0 12.4 17.3 79.0 

62. 9 8.4 43.2 0.227 33.7 1.6 5.1 0.9 11.6 8.5 42.7 
D 

51. 6 7.9 42.5 0.443 141.0 1.4 19.2 4.1 84.9 88.3 200.3 
20 

130.7 59. 8.0 42.0 L__9____~1 1.4 18.6 3.4 102.5 51.0 207.5 

Q
d
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の地質は10)平川の支流である津刈)11の上流および鍋倉

沢に先第三系が地窓状にわずかに露出しているのみで，

殆ど大部分が新第三系の火山砕屑岩類によって構成され

ており，下位より 5位の遠部層は津刈川・遠部沢等に広

く分布し 8位の碇ヶ関層は碇ヶ関温泉・古懸等を中心

に分布する地層である。

2. 調査対象泉源および調査時期

対象泉源は図1.表 1のNo.1からNulOに示す黒石市，

平賀町および碇ヶ関村にある概ね10年以上を経過した10

泉源を選び，調査は昭和62年 8 月 ~9 月に実施した。

なお，経年変化の比較資料はすべて過去に当所で行っ

た成績を用いた。

資料として，この他に高橋4'5) 野村6)秋山7)らの報

文から図 1，表 1のNu11""'20に示す10泉源を，又，昭和

62年度に当所に依頼された鉱泉分析の成績から図1.哀

lのNo.21""'24に示す 4泉源を採用した。

3. 調査項目および分析方法

調査項目は泉温， pH，蒸発残留物，陽イオンとして

Na +， K¥Ca2七 Mg2+， Al3+， Mn2+， Total-

Fe，陰イオンとして Cl-，8042-， HCO 3-' F-，溶

存ガス成分として CO2' 出 S，徴量成分として Pb，

Cd， CU， Zn， T -Hg， AsであるO

分析方法は「鉱泉分析法指針(改訂)Jによった。

調査結果および考察

1. 温泉の分布と湧出状況

1) pHおよび泉温

pHの範囲は板留・落合温泉 (A1群〉および青荷温

泉 (A3群)で、 pH7.4""'7.6，唐竹温泉等 (A2群)で pH

7 .6~8.0，鷹の羽温泉等 (B群)で pH 7.8""'8.4，温湯

温泉 (A5群〉で pH8.1.山下・井戸沢温泉 (A4.群)で

pH 8.2~8.6，碇ケ関温泉 (C群)で pH 6.4~7.2，二

の渡・袋井温泉 (D群)で pH8.0~8.4となっているO

このうち， c群(泉源No.20を除く)は pH6.4~7.2で

最も低く，一方，浅瀬石川流域周辺の温泉群については

A1・A3群→A2群→A5・B群→A4・D1群の順に中性

から弱アルカリ性へと高くなってし、く傾向が認められる口

泉温については図 2に示すようにA2群， (Nu 6を除く)

で56.5~62.00C とやや高く， c群ではパラツキがあるも

のの42. 1""' 61 . 6
0
Cの高温泉となっているO

2 )蒸発残留物および泉質

図 2 は昭和55年 9 月 ~62年 10月現在における各泉源の

主要イオンの化学組成(mval労)と泉温 CC)を示し

たものである。又，対照として東北地方および全国の河

川平均水質11)の主要イオンの化学組成を示した。

これによると Ca2+および 8042←がA1群からA5群ま

で順次減少していく傾向が認められ，隣接する B群とで

は明らかに泉質の違いが認められる。一方， C群とでは，

804
2
-或は陽イオンの化学組成に相違が認められる O

蒸発残留物についてはA群で264""'1. 963 mgl1， B群

で798~3， 033 mg/l. C群で1.285~ 14， 280 mg/l. D群

で227~434 mg/lとなっており， C群を除いて比較的溶

出成分量の少い温泉群となっている。

A1群一蒸発残留物が 1.115~ 1. 661 mgl1の範囲に

あり泉質は CaミNa-804> Cl型の温泉である。

泉源No.14は蒸発残留物および泉温から判断して，冷地

下水の混入割合の多い温泉と推察される。

A2群一蒸発残留物が717~ 1. 963 mgllの範囲にあ

り，泉質は Na > Ca -Cl > 80 4型の温泉で、あるO

泉源No.6は泉温から判断して冷地下水の混入が予想さ

れるが， A2群全体としては HC03ーの mval%から判断

して，流動地下水の混入割合の少い温泉群と推察される。

A3群一蒸発残留物が264~325 mg 11の範囲にあり，

泉質はNa> Ca -Cl > 804> HCO 3型の単純泉で、流

動地下水の混入割合の多い温泉と推察される。

A4群一蒸発残留物が372"-'1. 180mg/lの範囲にあ

り，泉質は Na-Cl > 80 4型となっている。

A5群一蒸発残留物が 886mgl1で， 泉質が Na-

Cl> 80 4> HCO 3型の単純泉で、あり，流動地下水の混

入割合の比較的多い温泉と推察される O

B群ー蒸発残留物が798"-'3， 033 mg/lの範囲にあ

り，泉質は Na-Cl > HCO 3型の温泉で、あり，泉源No.

3が流動地下水の混入割合の比較的多い温泉と推察され

るO

C群一蒸発残留物が1.285""' 14， 280 mgllの範囲に

あり，泉質は泉源地 9および陥16でNa> Ca -Cl型，

泉源lも17""'19でNa>(Ca十Mg) -Cl型，泉源地10

でNa>Ca >Mg-Cl > HCO 3> 80 4型の温泉とな

っており，泉源No.lOおよび、Nu17が流動地下水の混入割合

の比較的多い温泉と推察される口

D群一蒸発残留物が227""'434mg/lの範囲にあり，

流動地下水の混入割合の多い温泉と推察されるD

2. 湧出状況および泉質の経年変化

表 2は主要化学成分の経年変化を示したものである O

pHおよび泉温についてはその値の増加(十)或は減少

(一)を，蒸発残留物についてはその増減量 (mgl1) 

および割合(箔)を，主要イオンについては各イオンの

組成割合(mval労)の増減をそれぞれ示している O

pH については泉源地10およびNu19を除いて-O. 2"-' 

+0.8の範囲にあり，殆ど変化しないかやや高くなる傾向

が認められる。又，値の変化の大小にかかわらず，経年

的には同一温泉群の pH値に近づく傾向が認められる。

A1群 - pH の変化は6.8→7.4~7.6で0.6~0.8の範

囲で高くなっているO

nu 
q
ペ
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が認められる。

A2群 - pH の変化は7.2~7.9→7 .6~8.0で士 0.2の

範囲(Nu6を除く〉となっており，平均値でやや高くな

っている。

泉源Nu5およびNu6については最近動力揚湯の変更を

(アップ)しており，経年的には参考値にとどめる O

泉源Nu12は蒸発残留物が166mg/l 08.0箔)増加して

おり， HC03が4.56mva1 %減少しているO これは温

泉包蔵体における流動地下水の混入が少ないことによる

温泉の濃縮傾向と推察される。

地域全体としては陰イオンで主成分 Clーが 2~ 10 

mval%増加し， HCO 3- で、 O~4.56mval %減少してい

泉源地13は泉温および蒸発残留物に殆ど変化は認めら

れなし、。主要イオンについては陽イオンで Ca2+→ Na十

+K+の5~ 6 mva1 %の内部置換12)が認められ，陰イ

オンで 804
2←が2.99mval %増加しているO

泉源陥14は泉温が11.0
0C下降し蒸発残留物が365mg 

/1 (24.7銘)減少しているが， HC03の減少も認めら

れる。これは温泉包蔵体(地層)における流動地下水の

混入とは別に，湧出経路の途中において希釈水的な表層

冷地下水の混入が推察される。主要イオンについては陽

イオンで Mg2+→ Ca2+→ Na ++ K+の内部置換が認め

られ，陰イオンで 8042
-iJ;2.24mva1 労増加している。

両泉源とも主成分804
2ーおよびNa++K+の増加傾向
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ることから，温泉包蔵体(地層)における流動地下水の

混入が少なし、温泉群と推察される。

A3群 pHについては7.4→7.4で変化は認められ

ず，泉源No.23の pH7.6に近し値となっている O

泉温および蒸発残留物はやや減少傾向を示し陰イオ

ンで HCOどが3.46mval箔増加していることから，本

地域は流動地下水の混入がやや盛んな温泉と推察され

るO

A4群-pHの変化は8.0→8.6で0.6の増加となって

おり，泉源No.24の pH8.2に近い値となっているO

泉温および蒸発残留物には殆ど変化は認められないが，

陰イオンで主成分 Clーが8.79mval %増加し， HC03ー

が11.0mval %減少しているO これは温泉包蔵体(地層)

における流動地下水の混入の少ない地域と推察される O

A5群-pHの変化は7.6→8.1で0.5の増加となって

おり，泉温が5.9
0
C降下している O 又，蒸発残留物が290

mg/l (24.5%)減少しており， HCO 3ーで'1.8mval箔

増加している O これは湧出経路における希釈水的な表層

冷地下水の混入，或は温泉包蔵体(地層)における流動

地下水の混入がやや盛んな温泉と推察される。泉質につ

いては Na. Ca -Cl . 804泉から単純泉への経年変

化が認められる。

B群 - pHについては7.4~8.5→7 .6~8.4で-0.1 

~十0.4の変化でありやや高くなっている。

泉温については泉源No.4で4.9
0
C上昇している他は殆

ど変化は認められない。

蒸発残留物については泉源地 3でやや減少が認められ

るが，他は511~569 mg/l C1 6.8~3 1. 7%)の増加とな

っており，特に泉源地1UこつL、ては主成分 Cl←が8.36

mval %増加し HCO3-が7.36mval %減少しており，

温泉の濃縮傾向が強く認められるD

地域全体としては蒸発残留物および主成分 Cl の増

加， HC03の減少が認められ，温泉包蔵体(地層)に

おける流動地下水の混入が少ない温泉群と推察される。

C群 -pHについては泉源No.9 およびNo. 16~ 18で

6.5~7 .0→7 .0~7.2へ変化し， 0~0.7の範囲で高くな

っている。一方，泉源No.lOおよびNo.19では pH7.5~7.6 

→6 .4~6.6へ変化し 0.9~1.2の範囲で酸性側に近づく

傾向が認められる口

泉源地 9では Ca2+が15mval %増加し泉源No.18で

Mg2+が6.91mval %増加している O しかし図 2に示

した現状の化学組成からみて，両泉源とも同一地域の温

泉群の化学組成に近づく傾向が認められる。これは温水

或は地下水の流動又は停滞において，包蔵体内部(地層)

と物理的化学的平衡に達しようとする傾向がある 13)た

めによるものと推察される O

泉源No.17はNo.18に比較して流動地下水の混入がやや多

L 、温泉と推察される口

泉源地 19は泉温が3.3
0
C下降し，蒸発残留物が3，926 

mg/l (32. 0労)減少しているが， HC03ーの変化は認め

られない。これは湧出経路の途中における希釈水的な表

層冷地下水の混入が推察される。又 Mg2+で29.95

mval %の減少が認められるが，これは Mg2+→Nピ十

K+への内部置換，或は溶存塩分濃度の減少に伴う溶解

度の減少12)によるものと推察される。

泉源地10は蒸発残留物が1.644 mg/l (27.0%)減少し

HC03が5.32mval箔増加しているが，泉温に殆ど変

化は認められず，又， 8042ーが3.41mval %増加してい

る。これは温泉包蔵体における流動地下水の混入が盛ん

であり，水質的進化の途中にある温泉と推察される。

D群一両泉源とも単純泉であり， pH，泉温，蒸発

残留物および陽イオンの化学組成には殆ど変化は認めら

れなし、。一方，陰イオンの化学組成には著しい変化が認

められ，地域的に離れている両泉源の間で主要イオンの

化学組成 (mval%)の近似傾向が認められる O

図 2に河川の平均水質の化学組成を示したが，明確な

関係は認められなかった。河川水と地下水(温水)の関

係，或は地下水の混入と地層(地質)の関係，又，同一

地域における地下水(温水)の物理的化学平衡傾向等に

ついては，今後更に調査検討が必要であると考える O

まとめ

1. 本地域の温泉は大別すると次の 4群に分けられる O

A群-pH 7 .4~8.6，泉温40~620Cの弱アルカリ性

からアルカリ性のほぼ高温泉で，蒸発残留物が264~ 1. 963 

mg/lの単純泉を含む比較的溶出成分量の少ない温泉群

となっている口

主要イオンの化学組成から， A1群で CaとNa-804 

> Cl型， A2
群で、 Na > Ca -Cl > 80 4型， A3群で

Na > Ca -Cl > 804> HCO 3型， A4群で、 Na-Cl 

>804型，A5群で、 Na -Cl > 80 4> HCO 3型の温

泉となっている。

陰イオンで 8042←がA1→A5群へ順次減少しており，

A1群を中心に南西へ緩やかに，南東へ漸次，西側へ急

激な減少傾向が認められる。

B群 - pH 7 .8~8 .4，泉温46.2~52.30Cの弱アルカ

リ性高温泉で，蒸発残留物が798~3， 033 mg/lで Na

Cl > HCO 3型の温泉となっている O

C群一一 pH6.4~7.2，泉温42.1~61.60Cの中性高温

泉で，蒸発残留物が1， 285~ 14，280 mg/lでパラツキが

あるものの溶出成分量の多い温泉群となっている。

主要イオンの化学組成から，泉源No.9およびNo.16で

Na>Ca -Cl 型，泉源No目 17~19で Na> (Ca十 Mg)

-Cl型，泉源地10で Na> Ca > Mg -Cl > HCO 3 

つ山qu
 



表 2 主要化学成分の経年変化

温群泉 泉源 pH 泉CC温) m蒸g/発1)残l留物
N+a + K+ C a 2+ Mg2+ cr 

(ITS IvOali%-〉
HC 03" 

No. Cmg/1)! C労) Cmval %) (m val %) Cmval %) Cmval %) Cmval %) 

13 + 0.6 + 1.5 十 76 十 4.6 + 5.43 - 5.75 一 2.53 + 2.99 
Al 

14 + 0.8 -11.0 - 365:-24.7 + 14.34 十 10.20 -24.54 - 1.14 + 2.24 - 1.11 

5 0.2 - 0.8 18 ¥- 0.9 十 4.04 - 4.45 十1.79 + 1.62 - 3.41 

6 十 0.8 + 8.6 十 6201+ 35.3 + 1.65 - 2.44 十 3.69 - 1.00 - 2.62 
A2 7 + 0.1 + 2.5 - 132:-15.5 + 1.93 - 1.34 + 2.04 - 2.80 一

12 + 0.2 - 9.0 + 166 Iート 18.0 十 9.55 - 4.99 - 4.56 

A3 士O ー1.8 + 1.23 -2.88 十 3.4615 53 i -16.7 一
A4 8 + 0.6 - 0.7 82;- 6.5 一 一 十 8.79 + 2.21 -11.00 

A5 2 + 0.5 - 5.9 290 : -24.5 一 一 一一 + 3.37 - 5.17 + 1.80 

+ 0.2 - 107: -11.8 一 + 2.23 一 - 1.23 

B 4 [ + 0.4 十 4.9 + 511 :+ 16.8 一 + 1.94 一 - 1.47 

11 [-0.1 - 0.5 + 569:+ 31.7 3.18 一 + 2.34 + 8.36 - 1.00 - 7.36 

9 + 0.7 + 2.5 41 ¥- 3.1 -11.50 + 15.08 ! - 3.59 + 1.23 一 - 2.03 

+0.51- 9.5 16 + 309 ¥十 17.1 1.20 一 一
17 + 0.2 + 2.9 38 ¥ - 1.0 一 -2.22 + 2.22 

C 
6.04 18 ::!:: 0 土 O + 1230 I十 8.6 + 6.91 

+ 28.77 -29.95 19 ー1.2 - 3.3 -3926 : -32.0 + 1.17 

10 0.9 + 0.6 -1644 : -27.0 - 2.79 + 1.72 + 1.06 + 5.32 
1 I - 0.2 - 0.3 9 ¥- 3.8 +9.77 [- 3.12 - 6.65 

D 
- 0.5 9 ¥- 2.0 + 7 .50 [ -10.08 十 2.58

※ 一一一ーについては士 1.0mval %未満

> 80.型の温泉となっている。 2)青森県環境保健部自然保護課:青森県における温

D群-pH 8.2~8.4，泉温43.2~45.TCの弱アルカ 泉の概況， 1981 

リ性高温泉で，蒸発残留物が227~372 mg/lの単純泉と 3)益子 安，他:温泉水の過剰採取と枯渇現象につ

なっている O いて(その 2) 湯ケ島温泉および周辺地域の温泉につ

2. 経年変化について いて，温泉工学会誌 11， 1← 22， 1976 

At， A2' A.， B群では主成分 8042或は主成分 Cl- 4)高橋政教，他:青森県の温泉経年変化について

が増加し HCO 3-に減少が認められ，温泉包蔵体にお (第一報)青森県衛生研究所報 lR， 33-37， 1981 

ける流動地ド水の混入の少ない温泉群と推察される口 5 )高橋政教，他:青森県の温泉経年変化について

A3' As， C群 (Nu10，Nu17)では泉温の低下および (第二報)青森県衛生研究所報 19， 28-32， 1982 

蒸発残留物の減少が認められ， HCO 3が増加しており 6)野村真美，他:青森県の温泉経年変化について

流動地下水の混入が盛んな温泉群と推察される。(第三報)青森県衛生研究所報 21. 28-33， 1984 

泉源Nu14およびNu19では泉温の低下および蒸発残留物 7 )秋山由美子，他:青森県の温泉経年変化について

の減少にもかかわらず， HCO 3-の減少も認められるこ (第四報)青森県衛生研究所報 23，22-26， 1986 

とから，湧出経路における希釈水的表層冷地下水の混入 8)小林繁樹，他:青森県の温泉経年変化について

が推察される第五報)一百沢地域温泉の現状と経年変化，青森県衛

泉源Nu12およびNu1では HC03-が減少し蒸発残留 生研究所報 24，18-23， 1987 

物の増加および泉温の上昇傾向が認められることから 9)青森県環境保健部:温泉ゅう出地基礎調査委託業

温泉の濃縮傾向が推察される。 務(黒石市地域)報告書， 1986 

10)岩井武彦，他:青森県弘前盆地地域における温泉

本調査にあたり種々のご協力をいただいた県自然保護 群の研究，青森県環境保健部， 1980 

課，黒石保健所の皆様に厚く謝意を表します。 11)北野康:地球環境の化学， p 121~ 122，裳華房，

文 献

1984 

12)酒井軍治郎:地下水学， p 355~360，朝倉書庖，

1 )環境庁自然保護局施設整備課:都道府県別温泉利 1965 
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青森県衛生研究所報 25， 34 -38， 1988 

青森県における惹虫病の血清疫学

十一病院由来血清による地医別抗体保有状況一一

佐藤允武 里子呂キョウ 三 上 稔 之

緒 巨ヨ 陽性と判定された血清はあらためて 2倍階段希釈し

IgG抗体および IgM抗体を同時点で測定した。芯虫病は古くから秋田県の雄物川，山形県の最上川，

新潟県の信濃川等流域に限局して発生する風土病として

恐れられていたが，昭和40年代に至り，届出患者は 1桁

までに減少した。

ところが，昭和50年代に入るや否や今まで発生報告の

なかった全国各地からの届出が相次ぎ，昭和60年12月現

在の発生都府県は35に及んでいる1)。これに伴って，患

者が急増し昭和59，60年には 4桁に迫る900名前後の

患者が届出されるようになった口一方，本県における昭

和55年から昭和62年の届出患者はそれぞれ 5，4， 5， 

0， 4， 13， 19， 15名を数え，全国と全く同様な傾向で

増加してきている O 特にここ 3ヶ年における10数例の発

生は注目される。/A病院

以上のような背景から，我々は本県における本リケッ

チァの浸注実態を把握し，ひいては今後の患者発生の可

能性を検討するため，県内 6地区病院の協力を得て本調

査を実施した。

材料と方法

1. 被検血清:県内の 6病院で採取した血清を検査に供

した(図1)。すなわち，青森市のC病院，むつ市のM

病院，鯵ケ沢町のA病院，黒石市のK病院，十和田市の

T病院，三戸町のS病院を訪れた一般外来及ひ、入院患者

の臨床検査で使用した残余血清を分与されたもので，各

病院それぞれ150を目標に合計899を対象とした。採取時

期は1987年 4月中旬から 5月中旬にかけての青森地域の

C病院を除いて，他はすべて1987年の 4月初旬から下旬

である O また，それらの年令分布は 2才から91才である

が， 50才から70才までの範囲のものが最も多かった。

2. 抗体測定方法:抗体の測定は須藤3)の方法による間

接免疫ベルオキシダーゼ CIP)法でおこなった D 抗原

にはL細胞で増殖させた Rt.Gilliam，Karp，Kato株を

使用した。二次血清には DAKO社製のベルオキシダー

ゼ標識抗ヒト IgG(抗 r鎖)ウサギ血清，および同酵素

標識抗ヒト IgM(抗 μ鎖)ウサギ血清を用いた。 IgG，

IgM抗体ともに 1: 20でスクリーニングをおこない前記

の3抗原いずれかlつにでも反応したものを陽性とした口

150 

(津軒地域〕
K病院

150 TJ内院

150 

SMi院
149 

図 l 被検血清の採集病院

結 果

1. 病院別抗体陽性率と抗体価分布

899血清の検査結果を表 uこ示した。病院別の IgG抗

体陽性率は津軽地域K病院の22.0箔をトップに同地域A

病院20.7%，南部地域のT及びS病院のそれぞれ16%，

次いで青森地域C病院の 4弘下北地域M病院の 1.3%

の順で平均13.3%，IgM抗体保有率では津軽地域A病

院の6.6%を最高として，平均3.4%であった。

2. 病院別抗体保有率

図 2にIgGとIgM抗体の両方が，及びどちらか一方が

陽性と判定された抗体保有率を病院別に示した。最も保

有率が高い病院はK病院で24.6%，次いでA病院の21.3

%， S病院の16.7%，T病院の16%，C 病院の 4~ぢ， M

病院の1.3%の順で，平均14労であった。保有率の地域

別分布からみると津軽地域が最も高く，次いで南部地

域で青森，下北地域は 4%以下と低く地域差が認められ

A
斗
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表 1 病院別抗体価分布

o IgG 

・IgM

病 院 別 T病院 S病院 K病院 A病院 C病院 M病院 メ口L 計

被 検 数 1 5 0 149 150 1 5 0 1 5 0 150 IgG IgM 

5120 • O 

2560 O 。
抗 1280 O 。

1 640 00  2 O 

体 320 O ・ • O 2 2 

1 160 00  000  ・・ 000  ・ O ・ 9 4 

価 80 O O O O O O O O O O O O O O O -O O O O ・O・O O O -O O O -O -O - O O O 31 7 

401O O O O O O O ・O・OO O O O ・O・O・OO O O O O O O O O O O O O ・・OO O O ・O O O O O ・00  ・ O 41 10 

20 - O O O ・・ 33 O -O ・OO O O O O O O O O -O ・OO O O O O O O O O O O O O O O O 7 

陽 IgG 24 24 33 31 6 2 120 
性 (%) 06.0) 06.0) (22.0) (20.7) (4.0) ( 1.3) 03.3) 

17U IgM 5 6 8 10 2 O 31 

数 (%) (3.3) (4.0) (5.3) (6.6) 0.3) (0.0) (3.4) 
」

※ IgG， IgMとも 3株 (Gi11 i am， Ka r p ， Ka t 0)のうち最も強い反応の価をプロットした。

平均

じA

A!j内院

Kij村院

5病院

図 2 病院別悲虫病の抗体保有率(と 1: 20) 

TこO

3. IgM抗体陽性例 CIgG抗体陰性)における株別抗

体価

IgG抗体が陰性で IgM抗体陽性例の株別抗体価を表

2に示した。 K-67，K-113， K-118血清は各株に対

して 1: 40~ 1 : 320の範囲で反応したがS-129， K 

133， A -70血清はそれぞれ 1株に対しての反応であっ

た。

4. IgM抗体陽性例(ミ 1: 160， IgG抗体陽性)に

おける株別抗体価

表 3にIgG抗体を保有し且つ，比較的高い IgM抗体

を保有する株別抗体価を示した。 T-17は IgGが IgM

より各株とも高く反応し， K-44はIεMがIgGより各

株とも高かったoA-77の株間では IgG，Mともに l

40~ 1 : 160で反応し同値であった。

5. 地区別，年度別基虫病患者の届出数

図 3に本県を推定感染地とする届出数を年度別に示し

た(届出のうち，推定感染地が不明な場合や県外は除外)。

55年から59年における数は16例で推定感染地からの地域
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表 2 IgM抗体陽性例(IgG抗体陰性)における株別抗体価

血 清 年 性 Gilliam Karp Kato 

code No βTl 、 別 IgG IgM IgG IgM IgG IgM 

S-129 46 女 < 2 0 4 0 く20 く20 < 2 0 < 2 0 

K- 67 2 女 く20 40 < 20 160 く20 80 

K-113 62 男 く20 4 0 < 2 0 160 く20 160 

K-118 48 男 < 2 0 40 く20 320 く20 160 

K-133 73 男 く20 く20 く20 40 く20 80 

A- 70 61 男 く20 80 く20 < 2 0 < 20 < 2 0 

表 3 IgM抗体陽性例(と 1・ 160， IgG抗体陽性〕における株別抗体価

血 清 性年 Gilliam Karp Ka to 

code No 令別 IgG 

640 T-17 5 5 女

3 6 男

7 5 女 40 

K-44 40 

A-77 

ß!j和55~59年

*昭和60"1
昭和61年

・昭和62年

卜北地域

レJij

* 
肯

*:) 
*， )c♂ • |何日j; 地域(1"軒地域

ノ.
* ••• 

図 3 推定感染地からみた年度別届出志虫病患者の分布

IgM 

2 0 

IgG IgM 

640 320 

IgG IgM 

640 160 

1 6 0 160 5120 160 2560 

4 0 160 160 80 80 

別分布は青森地域 2例，津軽地域 9例，南部地域 5例で，

津軽地域が最も多かった。また， 60年， 61年とも同様に

津軽地域が多い傾向を示したが， 62年度は逆に津軽地域

がゼロであるのに対し南部地域 5例，下北地域 3例で

太平洋での発生が圧倒的に多かった。

考 察

県内 4地域の志虫病抗体保有率はK，A病院のある津

軽地域が平均23%で最も高く，次いでT，S病院の南部

地域 06.4%)，C病院の青森地域 (4%)の順で， M病

院の下北地域 0.3%)が最も低く地域差がみられた。保

有率は一般に患者の発生と高い相関があると言われる。

このことを本調査結果にあてはめてみると，患者の発生

が多い地域の保有率は低い地域のそれに比較し明らか

に高い傾向を示Lていた。ところが，最近患者発生数と

保有率は必ずしも相関しないとしづ報告5，6)が散見され

るようになった。それは，保有率は過去から現在に至る

までのリケッチァの浸淫を示すのであって，現時点のそ

れを指すのではないこと，また，浸淫リケッチァの病原

性の強弱によって，地域の患者発生がかなり異ることな

どが知られるようになったためで、ある。今回の調査おい

ても年度別にみた場合，このことを裏付けるような結
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果を得た。すなわち，津軽地域と南部地域との保有率に大

きな差異が認められないにもかかわらず， 61年度は津軽

地域で， 62年度は南部地域で多くの患者が発生，また， 61

年度の青森地域は保有率の割には多くの患者が発生し，

発生数と保有率とは比例した関係で、はなかった。

以上のように保有率と患者発生の関係を Iっとってみ

ても不明な点が少なくなし、。ましてや，本調査結果から

今後の県内における芯虫病の動向について言及すること

は，各地域でのリケッチァの分布状況及び病原性等の調

査も実施していない現在，極めて難しし、。強いて推察す

れば，今後，県内どの地域においても患者が発生し得る

状況と考える O

主虫病に感染した際の血中 IgM抗体は発病後 3~ 5 

日位で出現し，以降急上昇，約 2週間で最高値に達し，

以後，比較的速やかに下降しながら l年でほとんど消失

すると言われる3)つまり， IgM抗体の検出は新鮮感

表 4 IgM抗体陽性例の臨床症状診断

血 清 年メ入 性
臨床症状診断 特 日己 事 項

code No. 5JU 

K 4 4 3 6 男 肝 障 主仁主コ主 62. 8 ~ 6. 21 入院

K 6 7 2 女 発 場L 発 疹 62. 4. 27 ~ 5. 16 入院

K-113 6 2 男 外傷性脳出血

K-118 4 8 男 脳卒中後遺症 62. 4. 22 ~63. 2. 10 

K-1 3 3 7 3 男 鉄欠乏性貧血 62. 4. 27 ~ 5. 16 入院

染を示唆するもので，特に須藤の言われる IP法の IgM

> IgGは発病初期の段階を指し早期診断には非常に

有用と考える O 本調査でこの基準に合致した検体は表 2

左表 3の l例を加え合計12あった。検体が病院由来であ

ることやツツガムシの活動期が例年に比して 1ヶ月ほど

早かったこと(血清採取と同時期の 4月上旬に第 l号患

者が発生)などから考えると IP法 IgM> IgG例は志

虫病が疑われる O しかしながら，追跡調査が可能であっ

たK病院由来の 5例(表 4)中，病状から疑われたのは

K-67の l例だけで，他はいずれも否定的であった。最

近の一般住民を対象とした各地の抗体保有調査でも，本

県と同様に IgM 抗体保有者が 2~ 591づ程度で認められ

るとの報告6，7) も散見される。これらのことから考える

と，今回のように単血清から IgM抗体が検出されたか

らといって直ちに惹虫病を云々することは極めて性急過

ぎるように思う。

なお，本論文の要旨は第42回日本細菌学会東北支部総

会(盛岡市)で発表した。

まとめ

県内 6地医病院の検査科で採取した計899の血清を対

象に志虫リケッチァの抗体保有調査をおこない，次の成

績を得た。

1. 最も高い保有率を示した病院は黒石市iK病院(保有

率24.6労)で，次いで鯵ケ沢町のA病院 (21.3%)，

戸町の S病院 (]6.7箔)，十和田市のT病院(16.0%)， 

青森市のC病院(4お)の順で，むつ市のM病院 cl.3 

-37 

労)が最も低かった。

2. 保有率と患者の推定感染地から考えて，今後，県内

のどの地域においても患者が発生し得る状況にあると推

察された口

3. 発病初期に出現する IgM抗体が31例 (3.4箔)から

検出された。しかし追跡調査がほとんど不可能であっ

たため，真の新鮮感染か否か判断できなかった。
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青森県衛生研究所報 25， 39-45， 1988 

青森県における貝毒調査結果(昭和62年)

古 川章子 野村真美 村上淳子 小林英一

はじめに 3. 調査期間

昭和51年に，宮城県でムラサキイガイによる食中毒が 昭和62年 1月~昭和62年12月

発生し下痢性貝毒が原因であることが確認されて以来 4. 貝毒検査方法

北海道から関東に至る各地の二枚貝が，春季から夏季に 下痢性および麻痔性貝毒検査は，厚生省の定めた公定

かけて毒化することが判明し，昭和53年以降，各地で毒 法6，7)に準じて行った。

化監視体制がとられてきた。

本県においても，ホタテガイの毒化状況の把握，毒化 調査結果

機構の解明等を目的として，昭和53年度から，水産部を 1. 陸奥湾定点毒化状況

中心に「赤潮調査事業」および「重要貝類毒化対策事業J (1) 下痢性貝毒

を実施しており，その一環として，当所では，昭和53年 a. 青森定点

から継続して，下痢性および麻癖性貝毒の毒力調査を行 青森定点の毒化状況は，表 lおよび図 2に示した。垂

ってきた1-5)。今回は，昭和62年の調査結果について報 下養殖貝(以下，養殖貝とする)は， 3月 9日 (3/9と

告するO

調査方法

する。以下同じ)に初めて毒力が検出され， 0.3MU/g 

であった。その後， ND ~O .4 MU/g の範囲で推移し，

4/27に規制値(可食部あたり 0.05MU/g)を超えた O

1.試 料 本格的な毒化は 6月からで， 611には，青森定点で今年

陸奥湾，津軽海峡西部，津軽海峡東部，日本海，太平 最高の2.0MU/gが検出された。 しかしその後は徐々

洋 5海域の定点から採取したホタテガイを試料とした。 に低下し， 9/14の0.75MU/gを最後に規制値以下とな

2. 調査定点 り， 11月以降は NDとなった。

図 lに各海域の調査定点を示した。 地まき貝は，養殖貝と同じく， 319に初めて毒力が検

(11'軒;毎峡東;百:海域)

図 1 調査定点
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図2 青森定点における毒力の推移(下痢性)
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図3 野辺地定点における毒力の推移(下痢性)

出され， 0.4 MU/gであった。その後，716まで NDが

続いたが，7/20から毒化し始め， 9/14には1.5MU/gと

なって最高値を示した。しかしその後は急減し， 10/12 

からは ND~0.4MUIξ で推移した後， 12/22には ND

となった。

b. 野辺地定点

野辺地定点の毒化状況は，表 lおよび図 3に示した。

養殖貝は2/18に初めて毒化がみられ (0.3MU/g)，

3/9には0.5MU/gとなって規制値を超えた口 3月下旬

には NDとなったが，416から再び毒化し始め， 5/25ま

では ND~0.5MU/g で推移した。 6 月に入って本格

的に毒化が始まり ，7/21には，陸奥湾で今年最高の5.0

MUIεが検出された。 8月に入り，毒力は 1.5MU/g 

と急激に低下したが， 9/14には3.0MU/gと再び上昇を

示した。しかし 10月以降は，徐々に減少し 12/21に

は NDとなった口

地主き貝は，養殖貝とかなり類似した傾向を示したが，

6月中旬から 9月中旬にかけての毒力は，養殖貝に比べ

て低く，最高値は1.5MU/g (7/6， 7121. 9114)であ

った。 11月以降は NDであった。

(2) 麻痔性貝毒

陸奥湾 2定点の，養殖貝，地まき貝については，麻痔

ハU
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表 1 陸奥湾定点における下痢性貝毒調査結果

(MU/g) 

三円主三 森 定 占 野 辺 地 定 占

調査年月日 垂下 20m貝 地まき貝 調査年月日 垂下 20m貝 地まき貝

62. 1. 16 N D (N D) N D (N D) 62. 1. 16 N D (N D) N D (N D) 

2. 18 N D (N D) N D (N D) 2. 18 0.3 (0.03) 0.3 (0.02) 

3. 5 N D (N D) N D (N D) 3. 5 N D (N D) N D (N D) 

3. 9 0.3 (0.03) 0.4 (0.04) 3. 9 0.5 (0.052) 0.4 (0.04) 

3. 17 N D (N D) N D (N D) 3. 18 0.3 (0.03) N D (N D) 

3. 23 N D (N D) N D (N D) 3. 23 N D (N D) N D (N D) 

3. 29 0.4 (0.046) N D (N D) 3. 30 N D (N D) N D (N D) 

4. 6 N D (N D) N D (N D) 4. 6 0.4 (0.051) N D (N D) 

4. 14 0.3 (0.04) N D (N D) 4. 14 0.4 (0.052) 0.4 (0.047) 

4. 20 0.3 (0.04) N D (N D) 4. 20 0.4 (0.049) 0.3 (0.04) 

4. 27 0.4 (0.052) N D (N D) 4. 27 0.3 (0.04) 0.3 (0.04) 

5. 6 0.3 (0.04) N D (N D) 5 6 0.5 (0.06) 0.4 (0.050) 

5. 11 N D (N D) N D (N D) 5. 11 N D (N D) N D (N D) 

5. 19 0.4 (0.047) N D (N D) 5. 19 0.3 (0.03) ND  (ND) 

5. 25 0.5 (0.06) N D (N D) 5. 25 0.4 (0.04) N D (N D) 

6. 1 2.0 (0.24) N D (N D) 6. 1 0.6 (0.06) 0.3 (0.04) 

6. 15 1.0 (0.11) N D (N D) 6. 16 1.5 (0.15) N D (N D) 

7. 6 1.0 (0.10) N D (N D) 7. 6 4.0 (0.39) 1.5 (0.15) 

0.75 (0.07) 0.6 (0.048) 5.0 (0.46) 1.5 (0.15) 7. 20 7. 21 

8. 10 0.75 (0.06) 1. 0 (0.07) 8. 10 1.5 (0.13) 0.5 (0.04) 

8. 31 0.6 (0.045) 0.75(0.052) 8. 31 2.0 (0.16) 0.6 (0.048) 

9. 14 0.75 (0.053) 1，5 (0..09i 9. 14 3.0 (0.23) 1.5 (0.11) 

9. 27 0.4 (0.03) 0.5 (0.03) 9. 28 0.75 (0.06) 0.6 (0.048) 

10. 12 N D (N D) N D (N D) 10. 12 0.5 (0.04) ND  (ND) 

10. 19 0.3 (0.02) 0.4 (0.03) 10. 19 

10. 26 0.3 (0.02) 0.4 (0.03) 10. 29 0.3 (0，02) 0.5 (0.04) 

11. 5 N D (N D) 11. 5 0.4 (0.03) N D (N D) 

11. 16 N D (N D) 0.4 (0.03) 11. 16 0.3 (0.02) N D (N D) 

12. 22 N D (N D) N D (N D) 12. 21 N D (N D) N D (N D) 

ND: O，3MU/g未満

( ):可食部
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性貝毒はすべて NDであった。b.津軽海域西部海域

2. 外海定点毒化状況 3月から 8月まで， 8回の調査を行ったが， 5/21に0.3

外海定点毒イじ伏況は表 2に示した。 MU/gが検出されたほかは，すべて NDであった。

(1) 下痢性貝毒 c. 津軽海峡東部海域

a. 日本海海域 4回の調査を行ったが，すべて NDであった。

3，5，7月の 3回調査を行ったが， 7/2に， 2.0MU/g d. 太平洋海域

と規制値を超える毒力が検出された。 4月から 9月まで， 5回の調査を行ったが， 5/21に0.3

表 2 外海における貝毒調査結果

(MU/g) 

下痢性 貝 毒 麻薄性貝毒

海域 調査定点 調査年月日

中腸腺 可食部 中腸腺 可食部

日 61. 3. 24 ND ND 
大 戸 瀬

本 (地まき貝〉 5. 29 0.3 0.04 1.86 ND 

海
風(地ま合き貝瀬) 

7. 2 2.0 0.18 1.95 ND  

62 3. 19 ND ND  ND  

津 4. 26 ND ND  1.75 ND  

軽 5. 21 0.3 0.04 1.97 ND 

海 今 男Ij 6. 16 ND ND 1.86 ND 

峡 (垂下養殖貝) 6. 24 ND ND ND ND  

西 7. 14 ND ND  2.23 ND 

部 7. 27 ND  ND  ND  ND  

8. 26 ND ND ND ND 

津 62. 3. 16 ND ND ND  

軽

野(地まき貝牛〉海
4. 16 ND ND ND  ND 

峡
石(地まき貝持) 7. 13 ND ND 

東

部 8. 18 ND ND 1.92 ND 

62. 4. 16 ND ND 2.24 ND 

太 5. 13 ND ND 1.86 ND 
沢

平 5. 21 0.3 0.04 2.40 ND 
(地まき貝)

洋 5. 29 ND ND 2.62 ND 

9. 14 ND  ND  3.11 ND  

ND:下痢性貝毒は0.3MU/g未満

麻痔性貝毒は0.875MU/g未満

つU
A
せ



MU/gが検出されたほかは，すべて NDであった。 3. 出荷自主規制解除のための貝毒調査結果

(2) 麻痔性貝毒 陸奥湾海域のホタテガイ出荷自主規制解除のための，

3. 日本海海域 下痢性貝毒調査結果を表 3に示した。

5， 7月の 2回調査を行ったが，各々1.86， 1. 95 MU  / 陸奥湾における出荷自主規制解除は，養殖貝と地まき

gであり，可食部では N Dであった。(規制値:可食部 貝に区分し，湾内 5定点において， 3週連続規制値以下

あたり 4MU/g) であることと定められている8)

b.津軽海峡西部海域 昭和62年は，養殖貝，地まき貝ともに，規制解除体制

8回の調査を行い， 4月から 7月にかけて1.75----2.23 に入って 3週目で解除できた。しかし地まき貝につい

MU/gが検出された。可食部ではすべて N Dであった。 ては，野辺地定点で， 3週目に中腸腺あたり 0.5MU/g

c. 津軽海峡東部海域 が検出されたため，監視体制の強化が必要となり 8)さ

3回の調査を行い， 8/18に1.92 MU/gが検出された らに調査を続けたところ， 5週目で湾内 5定点がすべて

が，可食部ではすべて N Dであった。 0.5MU/g未満となった。

d. 太平洋海域 4. ホタテガイの出荷自主規制期間

4月から 9月まで 5回の調査を行ったが，すべての検 各海域でのホタテガイの出荷自主規制期間を表 4に示

体から検出され，その値は1.86----3. 11 MU  / gであった。 した。

可食部では NDであった。 陸奥湾海域養殖貝の規制期間は， 3月12日から10月30

日までの233日間であった。これは， 53年の調査開始以

(1) 垂下養殖貝

表 3 出荷自主規制解除のための下痢性貝毒調査結果

(MU/g) 

採 取 採 取 月 日

地点 10.11 10.12 10.18 10.19 10.20 10.21 10.26 10.27 10.29 

青 森 ND  
0.3 0.3 

(0.02) (0.02) 

野辺地
0.5 0.3 

(0.04) (0002) 

湊
0.3 

(0.02) 

)11 内
0.5 0.3 0.3 

の.048) (0.02) (0.03) 

協 野 沢
0.3 0.3 0.3 

(0.02) (0.02) (0.02) 

奥 内 ND  

後 潟 ND  ND  

(2) 地まき貝 (MU/g) 

採取 採 取 月 日

地点 10.11 10.12 10.18 10.19 10.20 10.21 10.26 10.27 10.29 11. 4 11. 5 11.16 11. 23 

青 森 ND 
0.4 0.4 ND 

0.4 
(0.03) (0.03) (0.03) 

野辺地 ND 
0.5 

ND ND (0004) 

湊
0.3 

(0.02) 

) 11 内
0.3 ND 

0.3 0.5 0.3 
(0.02) (0.02) (0.04) (0.02) 

横 浜 ND ND 
0.3 

ND ND (0.03) 

蟹 田 ND ND 
0.4 

ND (0.03) 

後 潟 ND 

ND:0.3MU/g未満

( ):可食部

q
J
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表 4 ホタテガイ出荷自主規制期間(下痢性貝毒)

海 域 貝の種類 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (月)

日 本 海 地主き貝

津軽海峡西部 垂下養殖貝

垂下養殖貝 3/12 一10一fJO(233日間

陸 奥 、湾
51・9一ー ーーーー ー一一 ー一一10一一!o30(175 日 ï~守)地まき貝

津軽海峡東部 地主き貝

太 平 洋 地まき貝

-規制 o解除

表 5 流通貝(ホタテガイ)の貝毒調査結果

(MU/g) 

ホタテガイ 不 痢 性 貝 毒
No. 収 去 先 収去年月日 備 考

の種類 中腸腺 可食部

生 平 内 町 62. 7. 4.0 0.42 いけす

2 生 平 内 町 62. 7. 3.0 0.31 いけす

3 生 平 内 町 62. 7. 4.0 0.41 いけす

4 生 平 内 町 62. 7. 0.75 0.07 いけす

5 生 平 内 町 62. 7. 0.5 未満 0.05未満 いけす

6 生 平 内 町 62. 7. 1.0 0.09 いけす

7 生 内 町 62. 7. 1.0 0.10 いけす

8 生 内 町 62. 7. 4.0 0.40 いけす

9 生 内 町 62. 7. 0.6 0.05 いけす

10 生 平 内 町 62. 7. 1.0 0.10 いけす

11 生 平 内 町 62困 7. 0.5 未満 0.05未満 いけす

12 生 三円主 森 市 62. 7. 0.75 0.07 いけす

13 生 青 森 市 62困 7. 0.5 未満 0.05未満 いけす

14 生 青 森 市 62. 7. 0.5 未満 0.05未満 魚介類販売

15 生 青 森 市 62. 7. 0.5 未満 0.05未満 魚介類販売

16 生 三円主 森 市 62. 7. I 0.5 未満 0.05未満 魚介類販売

17 生 三円主三 森 市 62. 7. 0.5 未満 0.05未満 魚介類販売

18 生 三円主 森 市 62困 7. 0.5 未満 0.05未満 いけす

19 生 む イコ 市 62. 7. 0.5 未満 0.05未満 いけず

20 生 横 浜 町 62. 7. 2 0.75 0.06 海魚プール

21 生 横 1兵 町 62. 7. 2 1.0 0.09 

22 生 横 1兵 町 62. 7. 2 0.5 未満 0.05未満

23 生 野辺 地町 62. 7. 2 0.6 0.05 

24 生 野辺 地町 62困 7. 2 0.5 未満 0.05未満

25 生 天間林村 62. 7. 2 0.5 未満 0.05未満

26 生 野辺 地 町 62. 7. 2 2.0 0.20 

27 ボイ ノレ 八 戸 市 62. 1 2. 7 0.5 未満 0.05未満

28 ボイ ノレ 八、 戸 市 62. 12. 7 0.5 未満 0.05未満

29 ボ イ ノレ 青 森 市 0.5 0.05未満

30 ボイ ノレ 青 森 市 62. 1 2. 7 0.6 0.05未満

31 ボイ ノレ 青 森 市 62. 1 2. 6 0.5 0.05未満
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来，最長の期間であり，昨年に比べ15日間長かった1-5) 新たな視点から，毒化機構を解明する必要があると考え

陸奥湾海域地まき貝の規制期間は. 5月 9日から10月 られる O

30日までの175日間であり，地まき貝では過去 3番目に 6. 津軽海峡西部海域の今別沖では，昨年5)にひき続き

長い期間であった1-5)。 今年も麻痔性貝毒が検出されたが，原因プランクトンの

規制期間は，年々長期化する傾向にある P.tαmαrenSLSは確認されなかった。

5. 流通貝の貝毒調査結果 当地区は，陸奥湾に流入する津軽暖流の流路にあり，

夏期一斉取締り等に伴う流通貝の貝毒調査結果を表 5 早急にプランクトンの確認や，毒成分を究明する必要が

に示した。 あると考えられる9) 

31検体について調査を行ったが. 14検体が規制値を超 7. 流通貝の調査結果では，規制値を超えたものの大半

えており，その値は. 0.6~4.0 MU/g (可食部あたり が，いけす養殖であることから，これについての監視，

o .05~0 .42 MU/g)であった。また. 14検体中 10検体 指導を徹底する必要があると考えられる O

は，いけすにおける養殖貝であった。

文 献

まとめと考察 1)秋山由美子，他:陸奥湾における下痢性貝毒調査

1. 昭和62年は，陸奥湾海域において，前年よりも約 l 結果について，青森県衛生研究所報. 18. 26-32. 1981 

ヶ月早く毒化が始まり，約半月遅く毒化が終了した。 2)秋山由美子，他:青森県における下痢性貝毒調査

また，前年よりも約10日早く規制値を超え，養殖貝で 結果について，青森県衛生研究所報.21. 42-47. 1984 

は，調査開始以来の最長規制期間となった。 3)高橋政教，他:青森県における貝毒調査結果，青

2. 陸奥湾海域の養殖貝における毒力の最高値は，青森 森県衛生研究所報.22. 44-50. 1985 

定点2.0MU/g，野辺地定点5.0MU/gであった。 4)野村真美，他:青森県における貝毒調査結果(昭

3. 陸奥湾海域の地主き貝における毒力の最高値は，青 和60年度).青森県衛生研究所報. 23. 46-50. 1986 

森定点1.5MU/g. 野辺地定点1.5MU/gであった。 5)古川章子，他:青森県における貝毒調査結果(昭

4. 養殖貝の毒力と，プランクトンの出現状況をみると， 和61年).青森県衛生研究所報.24， 43-50. 1987 

青森定点での毒力の変化は，概ね D.fortiiの出現数と 6)厚生省環境衛生局乳肉衛生課:下痢性貝毒検査法，

対応した。野辺地定点では，毒力上昇期は D.fortiiとほ 昭和56年 5月

ぼ対応するが，春先の低毒力期では. D.fortii. D.αc- 7)厚生省環境衛生局乳肉衛生課:麻算性貝毒検査法，

umLnαtαで説明できない部分もあった9)口この時期の 昭和55年 5月

毒化原因を検討する必要がある 8)青森県漁業協同組合連合会及び青森県ほたて流通

5. 野辺地定点の 8~9 月の毒力上昇は ， D.mitrαと 振興協会:ほたて貝の貝毒取扱方針，昭和61年 4月 l日

ほぼ対応するが，青森定点では D.mitraが多数出現 9)青森県:昭和62年度赤潮防止対策事業最終報告書，

しても毒力の上昇はみられなかった9)このことから， 昭和63年 2月

毒化については，プラングトンの数だけで説明つかず，

「
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水道水中の鉄および塩素イオンの

精度管理について

木村淳子 小林英一

はじめに 結果及び考察

飲料水等の水質分析業務担当者は，日常，分析技術の 測定結果を表 1.解析結果を表-2に示す。

向上に努めているが，分析精度の高い分析結果が得られ 1. Fe 

ているかを確認する機会に必ずしもめぐまれていなし、。 各測定機関の平均値は0.23........0.32mgll. 範囲 Rは

環境庁では，分析技術水準の実態を把握しさらに 0.01........0.12mgll. 標準偏差 Sは0.0045........0.058mgll. 

分析精度の一層の向上をはかる目的で，都道府県，市及 変動係数 C.vは1.97""'23.4%であった。測定機関 Bを

び民間の分析機関の参加による「環境測定分析統一精度 除いて，バラツキも少し精度の良い結果が得られた。

管理調査1)Jを行なっている。 又，室内繰返し精度は0.0150mg/l .室間精度は0.160

そこで，今回，県内の保健所の水質分析担当者を対象 mgllであった。

に，測定技術の向上をはかることを目的に，当所で調製 さらに. 6測定機関の平均値のパラツキを検定した結

した共通試料を用いて，精度管理調査を実施しその結 果，各測定機関の聞には有意差がなかった。

果について，若干の解析を行ったので報告する 2. Cl 

1.参加機関

Fe : 6保健所

Cl : 8保健所

2. 測定項目

Fe. Cl 

方

3. 試料の調製方法

(1) Fe 

法

水道水に，和光純薬製鉄標準液 (1000ppnVを 5ml 

添加し，塩酸酸性 (pH約 2) とし. 201とした後，均

一化した。

(2) Cl 

水道水に，和光純薬製標準試薬塩化ナトリウムを用い

て調製した 1N溶液を20ml添加し 201とした後，均

一化したO

4. 試験方法

(1) 測定方法

a. Fe 

1・10ーフェナントロリン法(比色法)

b. Cl 

硝酸銀法(滴定法)

(2) 測定回数

5回平行測定を行う。

5. 測定結果の解析方法

JIS Z 8402一分析・試験の許容差通則2)に準じた。

各測定機関の平均値は52.3""'54.8mgll.範囲R: 0.3 

........9.4mg/l. 標準偏差 s: 0.157........3.546 mg/l .変動

係数 C.v: 0.35........6.48~ぢであった。測定機関 B が標準

偏差:3.546 mg/l. 変動係数:6.48%とややバラツキ

がみられたものの，他の測定機関では精度の良い結果が

得られた。

又，室内繰返し精度は0.903mgll.室間精度は4.533

mgllであった。

さらに. 8測定機関の平均値のバラツキを検定した結

果，有意差が認められなかった。

まとめ

県内保健所の水質分析担当者を対象に，測定技術の向

上をはかることを目的に精度管理調査を行い，その結果

について，若干の解析を試みたところ以下のとおりであ

っTこ。

1. Fe 

測定機関Bに少しバラツキがみられたが，他の測定機

関はバラツキも少なく，精度の良い結果が得られた。

又. 6測定機関の測定値の平均値のバラツキを検定し

たところ，有意差がなく精度の良い結果が得られた。

2. Cl 

測定機関Bにわずかながらバラツキがみられたものの

他の測定機関は概ね，精度の良い結果が得られた。

又，各測定機関の測定値の平均値のバラツキを検定し

たところ，有意、差が認められなかった。
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文献

1)環境庁企画調整局環境研究技術課:昭和62年度環

境測定分析統一精度管理調査結果，昭和63年 3月

2) JIS Z 8402分析・試験の許容差通則， 1947 

制定

表 1 測定結果

測定項目 Fe Cl 

測定機関 A B C D E F A B C D E F G H 

0.33 0.18 0.24 0.26 0.23 0.26 53.2 56.5 54.2 52.1 54.2 52.3 53.2 56.0 

平

2 0.31 0.30 0.25 0.24 0.22 0.25 53.5 58.4 54.9 53.9 54.6 52.1 52.8 ら3.5

行

3 0.31 0.28 0.24 0.24 0.23 0.27 53.2 55.4 55.3 53.9 54.6 52.4 52.8 53.5 

演目

4 0.33 0.29 0.26 0.22 0.23 0.25 53.2 54.0 54.9 53.9 54.2 52.4 52.8 53.2 

定

5 0.31 0.19 0.24 0.23 0.23 0.27 53.6 49.0 55.3 53.9 54.2 52.4 52.5 53.2 

C mg/l) 

表 2 解析結果

測定項目 F、e Cl 

測定機関 A B C D E F A B C D E F G H 

平均 XCmg/D 0.32 0.25 0.25 0.23 0.23 0.26 ら3.4 54.7 54.8 53.5 54.4 52.3 52.8 53.9 

範囲 RC mg/D 0.02 0.12 0.02 0.04 0.01 0.02 0.4 9.4 1.1 1.8 0.4 0.3 0.7 2.8 

標準偏差 sC mg/D 0.012 0.058 0.0089 0.023 0.0045 0.010 0.206 3.546 0.445 0.792 0.192 0.157 0.251 1.205 

変 動係数(%) 3.75 23.4 3.59 9.91 1. 97 3.85 0.38 6.48 0.81 1.48 0.35 1. 91 0.48 2.25 

室内繰返し精度 σW2 : 0.0150 mgll 室内繰返し精度 σW2 : 0.902 mgll 

窒間精度 Jσb22十 σw;/ n :0.160mg/1 室間精度 Jσb;+σW22/n :4.533mgll 

分散分析表

Fe Cl 

平方和 自 由 度 不 偏 分 散 不偏分散比 平方和 自由度 不偏分散 不偏分散比

窒間変動 0.0256 5 0.005131 28.78 7 4.114 

Fs = 2.829 Fs二 2.171

室内変動 0.3485 24 0.014519 60.64 32 1.895 

全 変 動 0.0412 29 88.82 39 

F表より F O • 05 C24. 5) =4.096 F表より F O • 05 C7. 32) =2.311 

Fs<F F s <F 

ヴ
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P ROSKY  

食物繊維分

野村真美

はじめに

地方衛生研究所全国協議会が「表示栄養成分の分析と

摂取量に関する研究」と題して，最近種々の生理活性が

注目されている食物繊維を，共同研究に取り上げ継続調

査を実施している O

今年度は， 61年度と同様に Prosky-AOAC法1)によ

る各種食品中の食物繊維含有量について分析をしたので，

その結果を報告する口

AOAC法による

析結果(第2報)

小林英一

方法

1.試料

秋田県衛生科学研究所において購入し凍結乾燥，粉

砕等の前処理をして調整した後，当所に配布されたもの

を用いた。試料の食品群別の分類では，穀類 l品目，い

も類 l品目，豆類 l品目，魚介類 l品目，野菜類 4品目，

果実類 1品目，きのこ類 1品目，計10品目で，内訳は表

lに示した。

表 l 本調査に用いた試料及ひ、その水分量

試 料 名

さ やえんどう
せ り

アスパラガス
ノ、。 セ

え だ ま め
ほんしめじ

板こんにゃく
グレーフフノレーツ

オートミール

さ

2. 試薬

Termamvl (Novo 

け

No.120L) 

Protease (Sigma No. P -5380) 

食品群の分類

野菜類
野菜類

野菜類
野菜類

旦 類
きのこ類

いも類
果実類

穀 類
魚介類

Amyloglucosidase (Boehringer No.208-469) 

を使用した口

乾燥方法 CC) 水分量(%)

常圧 70 3.4 
常圧 70 1.6 
常圧 70 1.4 
常圧 70 1.4 
常圧 70 0.8 
常圧 105 7.9 

常圧 105 3.6 
減圧 70 12.6 
常圧 135 10.0 
常圧 105 3.3 

水分・表 lに試料の乾燥条件及び水分量を示した。

蛋白質:ヶールダール窒素定量法

結果と考察

表 3に食物繊維分析結果3)を示した。

上記以外の試薬については，和光純薬特級を用いた。 Prosky-AOAC法は試料中の脂肪含量が多いと，酵

素反応終了後の重量測定時に残存する脂肪の影響を受け，

3. 分析方法 正の誤差になることが指摘4)されているO このため当所

食物繊維:さやえんどう，せり，アスパラガス，パセ では，ぐ四訂〉日本食品成分表5)により脂肪が 5%以上

九えだまめ，ほんしめじは昨年度2) と同様に Prosky 含有されている，えだまめ，オートミール，さけについ

AOAC標準法 0)により分析を行い，その他の試料 て二次脱脂を行った。この結果，脱脂操作をしなかった

については，地研協議会より示された変法により行った。 他の機関より低い値が得られた。また，これらの分析結

すなわち，板こんにゃく，グレープフルーツは，海草- 果の変動係数は10%以上とやや高い値であった。この原

果実用変法け1)，オートミールは穀類用変法(II[) さ 因として脂肪の影響が考えられ，分析精度を向上させる

けは魚肉類用変法 CI¥')を用いた。各変法の酵素使用量 ためには，脱脂操作の必要があると思われる O

及び反応条件については，表 2に示した。 さけについては魚肉類用変法により分析を行ない，蛋
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表 2 Prosky -AOAC標準法及び各変法の反応条件

1票 準 法 海草・果実用変法 穀類用変法 魚肉類用変法

CI) CII) CIII) (1¥') 

酸性で、ゲ、ル化する 繊維量の低い穀類 繊維質が低く蛋白

適 用 検 体 般 食 口口口 海草類，有機酸 等 質が多い魚肉類等

含有果実類

検 体 量 1 g 0.5g 3 g 3 g 

Termamyl 0.1 ml 0.1 ml 0.3 ml 0.3 ml 

(反応条件) 90
0

C 15 min 90
0

C 15 min 90
0

C 1 hr 90
0

C 1 hr 

Protease 5mg 5mg 15mg 15mg 

(反応条件) 60
0

C 1 hr 60
0

C 1 hr 60
0

C l.5 hr 90
0

C 16 hr 

Amyloglucosidase 25mg 25mg 25mg 25mg 

(反応条件 ) 60
0

C 0.5 hr 60
0

C 0.5 hr 60
0

C 1 hr 60
0

C 0.5 hr 

表 3 食物繊維分析結果

試料名 乾前処燥理重時量の 繊維性沈澱物

さやえんどう 10.6 
21.0 

21.0 (2.8) 

せ り 7.3 
35.2 

34.9 (5.0) 

アスパラガス 7.5 
25.3 

25.1 (2.9) 

35.7 ノ、υ セ リ 10.2 
36.1 (5.4) 

20.4 
えだまめ 33.2 

21. 900.4) 

ほんし め じ 8.8 
31.2 

31.9 (5.4) 

板こんにゃく 2.0 
84.7 

84.6 (3.0) 

クレーフ 9.2 
フノレーツ 10.1 

8.309.4) 

100.0 
9.6 

オートミール
11.308.9) 

さ け
12.7 

27.0 
14.4(43.9) 

上段:青森県衛生研究所(3個の平均値)

下段:北海道・東北ブロックの平均値

( )内は変動係数を示す。

非消化性蛋白 食物繊維試料 食物繊維生 分析法

l.9 19.1 2.00 

1. 7 (42.2) 19.3 (3.3) 2.04 (3.4) 

5.5 29.7 2.17 

5.1 (22.2) 29.8 (4. n 2.18 (4.1) 

2.9 22.4 1. 67 

2.6 03.2) 22.5 (3.6) 1. 68 (3.6) 

5.0 30.7 3.12 

5.2 03.0) 30.9 (3.4) 3.14 (3.5) 

6.0 14.4 4.76 

5.4 (26.8) 16.4 (13.3) 5.44 03.3) 

5.7 25.5 2.24 

5.8 07.7) 26.1 (5.6) 2.30 (5.6) 

1.4 83.3 1.68 

1. 9054.9) 82.7 (4.o) 1.67 (4.6) 
IJ 

1.9 7.3 0.74 

1. 2 (64.1) 7.2 (15.4) 0.73 05.2) 

4.0 5.6 5.6 
III 

3.9 03.4) 7.5 (27.1) 7.46 (27.1) 

12.1 0.6 0.17 
1¥" 

13.2 (52.7) 1.1(172.4) 0.30073.0) 
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自分解酵素である Proteaseの使用量の増加及び反応時 より一層明確になった。

聞の延長を行ったが，各測定項目の変動係数は43.9~173 Prosky-AOAC法は操作が簡便で再現性も良く，十

と極めて高い値であった。これは試料中の蛋白質含量が 分活用できる分析法と思われる O 今後引き続き共同研究

多く，食物繊維含量が少ないため，繊維性沈殿物と非消 に参加しデータの積み重ねを図りたし、。

化性蛋白の値が極めて接近しており，反応条件の変更に

もかかわらず，酵素反応終了後に残存していた蛋白の影

響を受けたものと思われる。このため Protease以外の

蛋白分解酵素を用いて，二次的な酵素分解を行い，重量

測定時における蛋白含量の低減化を図る必要があると考

えられる O

またグレープフルーツは，ろ過に長時間を要したこと

が，バラツキの一因と考えられる。

しかし他の試料については分析機関間でのバラツキ

も少なく，良好な結果が得られた。

今年度は， Prosky-AOAC法による食物繊維の分析
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青森県における昭和 62年度のインフ

ノレエンザウイノレス分離状況について

三上稔之 里子呂キョウ 佐藤允武

はじめに 全国の最初の集団かぜの病原ウイルスも同型であったこ

最近のインフルエンザは， A香港 (H3N 2) 型， Aソ とから A (H3N2) 型の流行を予想したが，集団発生か

連 (H1N1) 型， B型の順に流行が繰り返され，しかも， らの分離ウイルスはB型であった。 2月に入り，集団発

春季の分離型が同年度のインフルエンザシーズンの流行 生が続出し， 2月 9日に材料採取した北津軽郡板柳北小

の主流になっている。 学校のり患児童12名から 8株のB型を分離，血清学的に

昭和62年度も全国各地でB型ウイルスが分離され，次 はB型 (BI茨城12/85)に対して 6例の抗体上昇が認め

期流行ウイルスとして注目されるとともに，分離ウイル られた。一方， 2月10日の青森市沖館小学校のり患児童

スの抗原性がワクチン株とは異なったためワクチン株の 12名中 3名から定点で分離のA(H3N2)型を分離した。

一部変更も余儀なくされた口 また，青森市から遠い下北半島の中核都市である，むつ

また， 62年度はインフルエンザ予防接種が任意方式に 市大平小学校における集団発生から， 2月15日， 11検体

変わった年で、もあり，流行ウイルス型の動向に注目しな を採取し病原検索を行ったがウイルスは分離されなかっ

がら予測調査を実施した。 た。しかし血清学的にはA (H3N2) 型 (AI福岡1C29 

185)に対して 2例が有意抗体上昇を示し A (H3N2) 

ウイルス分離状況および結果

最初の分離は63年 1月 7日に青森市に設置した検査定

点より採取した咽頭ぬぐし、液から， MDCK細胞 2代継

代で分離したウイルスで， 1月27日同定した結果， A香

港 (H3N2) 型であった(表1)。

さらに，同日，県南の三戸郡五戸町上市川小学校およ

び川内中学校でかぜが発生しこれが本県における今冬

の集団としての初発となった口

川内中学校のり患者11名から， うがし、液と血液を採取

うがし、液からは 3株のB型ウイルスを分離した。血清学

的には， B 型 (BI長~時13/87) に対して， 8例中 4例の

抗体上昇が認められた(表 2)。

本県の最初の分離ウイルスはA (H3N2) 型で，また，

表 l 検査定点におけるウイルス分離(青森市)

S 62 S 63 

10月 11月 12月 l月 2月 3月

検 体 数 17 9 24 18 15 16 

A (H3N2) 型 O O O 2 2 10 

B 型 。O O O O 3 

表 2 集団かぜにおけるウイルス分離

川内中 板柳北小 沖館小 大平小

(五戸町) (北津軽郡) (青森市) (むつ rfj)

検体数 11 (1Jj) 12 (2月) 12 (2月) 11 (2月)

A(H3N2)型 。 。 3 *0 
B 型 3 8 。 。

*ベア血清で確認

表 3 サーベイランス定点におけるウイルス分離

八戸市病福島小児科

(八戸市) (弘前市)

検 体 数 16(2月) 5(3月)

A (H3N2) 型

B 型 O 4 
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型の流行と推測された。さらに， 2月22日には，八戸市

立病院採取の散発例から A (H3 N 2)型を 1株分離した

(表 3)0 

その後， 3月に入って青森市内の2定点から A(H3N2)

型10株， B型 3株を分離，また，青森市の定点の分離と

同時期に，弘前市の小児科医院の材料から 4株のB型と

l株のA (H3N2) 型を分離した。

県内に拡がったインフルエンザの集団発生は，施設数

81校， り患者数6，855名で前年度より多かったものの，

施設数， り患者数とも過去数年間と比較すると総体的に

は小規模な流行であった。

図 lには，材料採取月日と分離ウイルス型で，ウイル

スの浸襲状況を示した。

青森市のA香港 (H3N 2)型分離から始まった本県の

インフルエンザはA型 .B型が並行する形で流行し， 3 

月に入り終息した。
ノ*1 

本 2 ト十

* j 

図 l インフルエンザウイルス分離状況
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食品 中の 残留農薬調査結果

秋山由美子 野村真美 小林英一

食品中の残留農薬について，青森県では昭和43年から 牛乳，イカイ:FDAのPesticideAnalytical Manu-

継続して検査を行い，逐次検査対象および項目を追加し alに準拠した。

てきたO これまでのところ基準を超えるものはなかった。

今回は昭和62年度分の結果を報告する。 3. 結 果

結果は表 1~ 4に示した。検体の内訳は有機塩素系農

薬については， りんご 4検体， さくらんぼ，ぶどう各 21.試 料

調査試料は青森県内で生産された野菜，果実および牛 検体，きゅうり，にんじん，じゃがし、も，キャベツ，大

乳，イガイで製造者および市場から入手した。 根各々 2検体，貝類 4検体，牛乳 3検体であったらまた

有機リン系農薬は， りんご 4検体，さくらんぼ，ぶどう

各 2検体，きゅうり，にんじん，じゃがし、も，キャベツ，

大根各々 2検体であったO 残留基準および暫定規制値を

2. 測定方法

野菜，果実:厚生省告示農薬試験法に準拠した。

超えるものはなかった口

表 1 果実中の有機塩素系農薬および有機リン系農薬
単位 ppm 

口口口 名 採 取 地 及 び 種 類 キャブタン EPN ダイアジノン 採取年月

黒石市 レッドゴールド 不検出 不検出 不検出 62. 9 

黒 石 市 ス タ ー キ ン グ 不 検出 不検出 不検出 62. 9 
り んご

五所川原市王 林 不 検出 不検出 不検出 62.11 

五所川原市ふ じ 不 検出 不検出 不検出 62.11 

残留基準 5.0 0.1 0.1 

ジコホール
口口口 名 採 取 地 及 び 種 類 パラチオン マラチオン 採取年月

(ケルセン)

名川町ナポレオン 不検出 不検出 不検出 62. 6 
さくらんぼ

南郷村南 部 皇自 不検出 不検出 不検出 62. 6 

残留基準 300 0.3 

口u口 名 採取地及び種類 キャブ夕、/ ダイアジノン 採取年月

三戸町黒 系 不検出 不検出 62. 9 

キャンベルスアーリー
ぶど う

三戸町白 系 不検出 不検出 62. 9 

ボー ト フ ン ド

残留基準 0.1 
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表 2 野菜中の有機塩素系農薬および有機リン系農薬

単位 pp立1

口仁口1 名 採 取 地 キャブタン 夕、、イアジノン 採取年月

きゅうり
三月主 森 TfJ 不検出 不検出 62.8 

十和田市 不 検 出 不検出 62.8 

残留基準 5.0 0.1 

口仁口1 名 採 取 地 パラチオン 夕、、イアジノン 採取年月

にんじん
黒 石 市 不検出 不検出 62.9 

平 賀 町 不検出 不検出 62.9 

残留基準 0.3 

口仁1口 名 採 取 地 総 BH C 夕、、イアジノン 採取年月

沢 ni 0.000 不検出 62.9 
じゃがし、も

十和田市 0.000 不検出 62.9 

残留基準 0.2 0.1 

口仁1口 名 採 取 地 ジコホール E P N マラチオン 採取年月

不検出 不検出 不検出 62.10 
ャツ 天 間 林 村 不検出 不検出 不検出 62.10 

残留基準 0.1 2.0 

口口口 名 採 取 地 エンドリン パラチオン 夕、、イアジノン 採取年月

黒 石市 不 検 出 不検出 不検出 62.10 
大

根|天間林村 不 検 出 不検出 不検出 62.10 

残留基準 | 0.3 0.1 

表 3 貝類中のドリン系農薬

単位. ppm 

試料採取地
デ J ルドリン

採取年月口口口 名 エンドリン
(アルドリンを含む)

ホッキ貝 八戸 不 検 出 不 検 出 63.2 

イ ガイ 平内(陸奥湾) 不 検 出 不 検 出 63.2 

シシ 、、 七戸(小川原湖) 不 検 出 不 検 出 63.2 

シシ 、、 五所川原(十二三湖) 不 検 不 十食 出 63.2 

暫定規制値 0.1 

表 4 牛乳中の有機塩素系農薬
単位. ppm 

脂肪 BHC DDT  ディルドリン
商品名

PP~DDTlpp~DDElp;-DDD 
エンドリン 製造年月

% αBHCバBHClr-BHClo-BHC (アルト。リン含む)

生協牛乳 3.4 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 63.2 

グリコ幼児牛乳 3.5 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 63.2 

雪印牛乳 3.6 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 不検出 0.000 不検出 63.2 

暫定許容量 0.2Cβ-BHC) 0.05 0.005 

A
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食 口
口口 中 の P C B 調査結果

秋山由美子 野村真 美 小 林 英 一

厚生省は，昭和47年に食品中の残留 PCB規制値を設 2. 測定方法

定した。この設定に伴い.青森県では昭和47年から PCB 厚生省環境衛生局 PCB研究班「分析方法に関する研

汚染調査を実施している。今回は昭和62年度の調査結果 究」に準じて行った。

について報告する。

3.結果

1.試 料 表に示すとおり，昭和62年度は牛乳 3検体，魚介類 5

調査試料は青森県内で生産された食品で，生産者，市 検体について行ったが，すべて不検出であった。

場から入手した。

表食品中の PCB

単位 ppm 

口仁1口 名 試料採取地又は産地 P C B 採取年月 暫定規制値

生 協 牛 乳 青 森 市 不検出 63. 2 

牛 乳 グリコ幼児牛乳 主円主 森 市 不検出 63. 2 0.1 

雪 印 牛 乳 青 森 市 不検出 63. 2 

すずめがれい 鯵ケ沢町 不検出 62. 11 

ま カ1 れ し、 鯵ケ沢町 62. 1 1 近海内湾

魚介類 Tこ し、 鯵ケ沢町 不検出 62. 1 1 魚介類

さ け 東 通 キナ 不検出 62. 1 0 3.0 

ほ Tこ て 野 辺地町 不検出 63. 3 

「
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有害物質を含有する家庭用品試買検査結果

高橋政教 小林英一

「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律J 1. 調査方法

が昭和50年10月に施行された。以後安全性の点から順次 検体は青森市内の小売庖より購入した。試験方法は昭

有害物質が追加され，現在17の有害物質が規制されてい 和49年 9月26日付厚生省令第34号に準じた。

るO

本県においても昭和55年度より家庭用品の試買検査を 2. 調査期間

実施している O 今回，昭和62年度は 3項目.10検体につ 昭和63年 1月----2月

いて調査したのでその結果について報告する。

3. 調査結果は表に示したO すべての検体は基準に適合

していた。

表家庭用品試買検査結果

ホルムアルデヒド 有機水銀
検体名 製造(販売)者名 材 質表 示

化合物
デ、ィルドリン

乳幼児 その他

ベビータイツ グンゼ K.K 綿， ナイロ ン 不検出 不検出 不検出

ポリウレタン

長袖ノ4ジャマ グンゼ K.K 出自 1 00% 不検出 不検出

半袖 Tシャツ グンゼ K.K 京市 1 00% 不検出 不検出 不検出

シ ヨ ツ カネボウ化粧品 表 ナイロ ン 不検出 不検出 不検出

裏 綿 100% 

シ E司 ツ トリンフ0 ・インター ポ リ ジ ッ ク ，綿 不検出 不検出 不検出

ナショナル・ジャパン ポリウレタン

ノ、。 ン ツ 1.大コ、P 冠 K.K 市南 1 00% 不検出 不検出 不検出

ズ ボ ン下 片倉工業 K.K 京自 1 00% 不検出 不検出 不検出

ランニング グンゼ K.K 京市 1 00% 不検出 不検出 不検出

ランニング J e w e 1 京市 1 00% 不検出 不検出 不検出

7分袖スイート 片倉工業 K.K 表，裏綿 100% 不検出 不検出 不検出

中わたポリエステル

基準規制値:ホルムアルデヒトでは乳幼児 (24ヶ月以下)はA-Aoが0.05以下， その他は 75ttg/g以下。

有機水銀化合物は lμg/g以下，ディルドリンは 30μg/g以下。
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医薬品一斉取締りに基づく収去試験

小林英一 高橋政教

薬事行政の一環として，医薬品の一斉取締りに基づく 検体について，確認試験及び定量試験を行った。その結

収去検体の試験を行っているが，昭和62年度は，下剤 9 果は表のとおりであり，すべて基準に適合した。

表医薬品収去試験結果

医 薬 口口口 名 件 数 適 数 不適数 試 験 項 目

下 剤 確 口忍 試 験

9 9 。
(一般用医薬品) 定 量
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畜産物中の残留抗菌性物質調査結果

秋山由美子 野村真美 小林英一

当所においては，昭和53年より継続して抗菌性物質の 2. 測定方法

調査を行っているが，今回は昭和62年に行った結果につ 厚生省環境衛生局乳肉衛生課編「畜水産物中の残留物

いて報告する。 検査法J~こ準じた。

1.試 料 3. 結 果

調査試料は，青森県内で生産されたものを生産者およ 表 lにクロピドール，表 2にラサロシドおよび表 3に

び市場より入手した。 抗生物質の検査結果を示した。いづれも不検出，陰性で

あった。

表 l 鶏肉および鶏卵中の残留合成抗菌剤(クロピドール〉

口口口 名 採 取 地 グロピドーノレ 採取年月

若 鶏 肉 三目生三 森 市 不 検 出 62. 1 2 

鶏 肉 黒 石 市 不 検 出 62. 1 2 

鶏 肉 沢 市 不 検 出 62. 1 2 

鶏 卵 里 るー 市 不 検 出 63. 

鶏 。H ハ、 F2 市 不 検 出 63 

鶏 os 倉 石 キナ 不 検 出 63. 

表 2 鶏肉中の残留合成抗菌剤(ラサロシド)

口口口 名 採 取 地 ラサロシド 採取年月

若 鶏 肉 青 森 市 不 検 出 62. 1 2 

むね正肉 J~ 戸 市 不 検 出 62. 1 2 

鶏 肉 黒 石 市 不 4実 出 62. 1 2 

鶏 肉 五所川原市 不 検 出 62. 1 2 

鶏 肉 -- 沢 市 不 検 出 62. 1 2 

表 3 食肉，牛乳および鶏卵中の残留抗生物質

口口口 名 採 取 地 抗生物質 採取又は製造年月

牛 肉 沢 市 陰 性 63. 

牛 肉 十 和田 市 陰 性 63. 

牛 肉 黒 石 市ー 陰 性 63. 

鶏 肉 三月主三 森 市 陰 性 63. 1 2 

鶏 肉 黒 石 市 陰 性 63. 1 2 

鶏 肉 沢 市 陰 性 63. 12 

生協牛乳 青A 森 市 陰 性 63. 2 

グリコ牛乳 青 森 -rfJ 陰 性 63. 2 

雪印牛乳 青 森 市 陰 性 63. 2 

鶏 卵 黒 石 市 陰 性 63. 

鶏 卵 八 戸 市 陰 性 63. 

鶏 卵 倉 石 村 陰 性 63. 

O
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魚介類中のビストリブチノレスズオキシド

の調査結果

秋山由美子 野村真美 小 林英 一

養殖漁業において使用される漁網防汚剤中のビストリ 2. 測定方法

フ守チルスズオキシド(以下 TBTOと略す)の環境汚染お 厚生省「食品中の TBTO試験法jおよび都立衛研竹内

よび養殖魚への移行残留が問題となっている。当所にお らの方法1)に準じた。

いても昭和60年から魚介類中の汚染実態調査をしている口

今回は昭和62年度の結果を報告する O

1.試料

生産地および市場からホタテ，サケを入手した。

3. 結 果

結果は表に示した。昭和62年度は，ほたて 6検体，きけ

3検体について調査したが，ほたて l検体から0.17ppm

検出された。その他からは検出されなかった。

表 魚介類中のビストリブチルスズオキシド (TB T 0) 

品名
漁獲水域 採捕年月日 採捕方法

(採捕場所〉 収去年月日 (販売方法)

ほたて 陸 奥 湾 62. 7. 1 いけす

ほたて 陸 奥 湾 62. 7. 1 いけす

ほたて 陸 奥 湾 62. 7. 2 カミ ..:回ー、、

ほ たて 津軽海峡東部 62. 7. 2 

ほたて 北 海 道 62. 7. 2 

ほた 通村石持 62. 8. 18 

62. 10.20 小型定置網

さけ(お 通村石持 62. 10. 29 小型定置網

さけ(お 通村石持 62. 11. 26 小型定置網

文 献

1 )竹内正博，他-電子捕獲型検出器を用レるガスク

ロマトグラフィーによる魚介類中のトリブチルスズ化合

物の定量，分析化学， :36， 138-142， 1987 

単位. ppm 

殻幅 殻長 重量
形 状 TBTO 

(cm) (cm) (kg) 

9 9 正常 不検出

9 9 正常 不検出

6 6 正常 不検出

11 11 正常 0.17 

11 11 正常 不検出

11 11 正常 不検出

2.7 正常 不検出

3.4 正常 不検出

2.8 正常 不検出
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ほたてがいのクロノ レ デ ン 類 の 調 査 結 果

秋山由美子 野村 真美 小 林英 一

白アリ駆除剤として使用されたクロルデン類の環境汚 2. 測定方法

染が問題になっている口水産庁の調査により低レベルで、 日本薬学会「衛生試験法， グロルデン類」に準じた。

あるが，養殖魚への移行残留が明らかになった。今回，

ほたてがし、について調査したので結果を報告するO 3. 結 果

表に示すとおり，クロルデ、ン類は検出されなかった。

1.試料

検体は水産増殖センターにより入手した。

表 貝類中のクロノレデン類

単位.ppm 

検 査 土
口

。
市
小 果

へプタ
へプタ

品名 採捕場所 採捕年月 グローノレ
トランスー シスー トランスー 総クロル

クロール
エポキシド

グロルデン クロルデン ノナクロル デン類

ほ Tこて 野内沖 63. 3 不検出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出

ほた て 野内沖 63. 3 不検出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出

ほたて 野辺地沖 63. 3 不検出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出

ほた て 野辺地沖 63. 3 不検出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出
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先天性代謝異常症等のマス・スクリーニング

について(昭和62年度)

青森県衛生研究所報

であった。疑陽性の内訳は，表 3に示したとおりガラク

トース血症が 120件と最も多く，次いでホモシスチン尿

症， ヒスチジン血症と続いているD

疑陽性または陽性となり，医療機関で精密検査をした

結果については，表 4に示した。その結果， ヒスチジン

血症 2名，ガラクトース血症疑し、 l名で，それぞれ医療

機関において経過観察中である。

2. クレチン症

検査結果は表 5に示した。初回検査及び、再検査の結果，

陽性となり医療機関で，精密検査をした児については，

表 6に示した。その結果，一過性高 TSH血症 2名， TBG 

低下症 l名，クレチン症 5名で，現在クレチン症と診断

された乳児はそれぞれ治療中で、ある。

.illZ 
日小鹿工藤ハツヱ子量

はじめに

新生児ろ紙血を用いる先天性代謝異常症等マス・スク

リーニングは，フェニルケトン尿症，ホモシスチン尿症，

メーフ。ルシロップ尿症， ヒスチジン血症，ガラクトース

血症及びクレチン症の 6項目について実施しているo 62 

年度の検査状況については，以下のとおりである O

金田工藤久美子

検査実施状況及び検査結果

1. 先天性代謝異常症

62年度の検体受付状況は表 lのとおりである。受付総

数18.798件のうち里帰り分娩と推定される県外居住者が

1. 349名で，全体の7.2%を占める。 62年度の県内出生届

出数 (17.253)に対する受検率は. 99.6%である。

検査結果を表 2に示した。初回検査での再検率は1.1%

五十総

保健所管内別検体受付数表 l

森青

18.798 3，767 

クレチン症検査結果

初回検査

検査件数|正 常|疑陽性|陽 性

18， 529 I 18，472 I 51 6 

再検査

検査件数|正 常|疑陽性|陽 性

5o 43 6 

表 5

判断不能

23 

判断不能

O 

代謝異常症検査結果表 2

検査件数

18. 534 

検査件数

187 

初回疑陽性の疾患別内訳表 3

精検数

フェニルケトン尿症 (Phe)

メープルシロップ尿症 (Leu)

ホモシスチン尿症 (Met)

ヒスチジン血症 (His)

ガラクトース血症 (Gal)

ハ
U

ハ
リ
ハ
U

円

L

P

O

数

5 

34 

15 

120 

件疾患名等

噌

'
i

ρ
n
v
 



氏名 生年月日 項目

A 62. 6. 8 Ga 1 

B 6. 18 Gal 

C 7.23 His 

D 9. 29 Ga 1 

E 10. 14 Gal 

F 12.20 His 

G 12.31 Gal 

~ 63. 1.23 Gal 

表 4 代謝異常精密検査結果

初回検査 再 検 査

採血月日 検査値 採血月日 検査値

62. 6. 15 
10 

62. 6. 22 7.9 
B*1 正 常 B 正常

6. 23 8 6. 27 11.2 
B 正 常 B 正常

7. 27 6 8. 8 9.2 
UAキ2 不検出 UA 不検出

10. 5 8 10.13 12.0 
B 正 常 B 正常

10.19 8 10. 27 14.0 
B 正常 B 正常

12. 25 6 
63. 1. 9 11.9 

UA 不検出 UA 不検出

63. 1. 5 8 1. 12 10.1 
B 正常 B 正常

2. 1 8 2.12 Sl.8 
B 正 常 B 正常

」一一一一

表 6 クレチン症精密検査結果

単位 mg/dl

精密検査結果

正常

正常

ヒスチジン血症(治療不要)

正常

正常

高ヒスチジン来血症定
(外 期受診〉

正常

経過観察中

* 1二 Beutler法

* 2二 Urocanic Acid 

単位 TSH値 μU/ml
T 4{1直 μg/dl

初回検査 再 検 査

氏名 生年月日 精密検査結果

採血月日 T SH{I直 T4値 採血月日 TSH値 T4値

A 62. 8. 12 8.17 66.2 6.0 8. 27 19屯7 17.3 グレチン症

B I 8. 20 9. 7 15.2 20.2 9. 21 13.0 19.0 一過性高TSH血症

ドー一一

C 8. 26 8. 31 92.0 3.3 9. 9 96.0く 1.6 グレチン症

D 8. 27 9. 1 96.0く 4.1 9. 14 96.0 < 1.6 クレチン症

E i 11.30! 12. 5 6 > 2.1 12. 25 6 > 1.8 先天性TBG低下症

F ! 12.29 1. 3 15.6 9.2 1. 20 13.4 13.9 一過性高TSH血症

G 63. 1. 15 1. 21 39.8 9.0 6.0 正常

H I 2. 4 2. 8 96.0 < 4.2 クレチン症

3. 23 3. 28 85.9 2.9 4.19 1.7 グレチン症
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神経芽細胞腫マス・スクリーニングについて

(昭和62年度)

工藤久美子 金田量子 工藤ハツヱ 鹿 ill乙
日

はじめに 初回受検率は84.2%，再(々)検査受検率は87.6銘であ

6"'7ヶ月児を対象とした神経芽細胞腫マス・スグリ った。

ーニングについて，昭和62年度の実施状況及び検査結果

は以下のとおりである O 検査結果

検査結果を表 2に示した。初回検査での再検率は判定

不能検体も含めて 4.951づであった。再検査で判定不能と

なった 1件は，採尿量の不足によるものである。また，

疑陽性検体13件のうち11件についても再々検査の結果正

常であった。残りの 2件については，再々検査でも HVA

高値のため，医療機関での受診を勧め，その結果正常で

あることが判明した。

検査実施状況

初回検査はスポット法，再検査はスポット法と高速液

体クロマト法を併用して行っている。保健所別の検査対

象人員，検査用ろ紙セット交付数，初回及び再(々)検

査受付状況を表 1Vこ示した。

初回及び再(々)検査での総検査件数は， 15，433件で，

表 1 ろ紙交付及び検体受付状況

対象人員ω ろ紙父付数侶) 交付率似) 初件回数検査(C) 初回受診似率) 再件何数)検数依頼。再件何数)検査回 再率何E)検/D受検側
B/A C/A 

青森 3，749 3，550 94.7 3， 144 83.9 136 107 78.7 

弘前 2， 164 2， 164 100.0 1， 737 80.3 73 65 89.0 

八戸 3，618 3， 097 85.6 3， 182 88.0 159 138 86.8 

黒石 1，654 1，654 100.0 1， 280 77.4 90 75 83.3 

1L.PlTJI原| 1， 310 1， 145 87.4 1， 169 89.2 79 72 91.1 

十和田 1， 013 876 86.5 879 86.8 39 39 100.0 

沢 835 820 98.2 683 81.8 33 33 100.0 

むつ 1， 061 1，004 94.6 911 85.9 36 32 88.9 

鯵ケ沢 806 726 90.1 610 75.7 22 19 86.4 

七戸 932 898 96.4 824 88.4 33 31 93.9 

二戸 447 393 87.9 386 86.4 17 17 100.0 

17，589 16，327 92.8 14，805 84.2 717 628 87.6 

表 2 検査結果

検在
件数

定
能
一

一
ハ
リ

ポ
十
河
』
一

円
ペ

u
p
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u
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青森県内の 5医療機関における病原菌検出状況

一 - 1 9 8 7年

佐藤真理子 豊川安延

病原微生物検査情報は，地方衛生研究所，保健所，検 計5施設の協力を得て，当所で情報を収集している O こ

疫所，伝染病院，一般医療機関等から，全国レベルで、組 れらの情報は，国立予防衛生研究所で集計され，病原徴

織的に収集されているO 本県では，当所の他に弘前市医 生物検出情報の月報として，各関係機関に還元されてい

師会成人病検診センター，五所川原市立西北中央病院， るo 1987年の検出情報は，前年と同様に年単位で集計し

青森県立中央病院，むつ総合病院および八戸市民病院の た。
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S. 62 1 月 2 月 3 月
菌 種・群 型

弘 五 青 む 八 計 弘 五 三円主三 む八 百十 弘 五 青 む八 五十

001 Escherichia coli (Total) ** 28 28 

002 あ igellα(Total) 2 2 

003 Salmonella typhi 

004 Salmonellapαratyphi A 

006 品 lmonella04(B) 

007 品 lmonella07(C1.C4) 2 

008 Salmonella 08(C2，C3) 

009 Salmonella 09(Dl) 

010 Salmonella 09，46(D2) 

201 Salmonella 03，IO(E1.E2，E3) 

013 品 lmonella01，3，19(E4) 

014 i品 lmonella013(G 1，G2) 

015 品 lmonella018(K) 

016 Salmonellaその他

017 Salmonella群不明

018 Yersinia enterocoliticα 2 2 

019 Yersinia pesudotuberculosis 

202 Vibrio cholerαe， 0-1:Classiaal，Ogawa 

203 Vibrio cholerae， O-l:Classical，Inaba 

204 Vibrio cholerae， 0-I:Eltor，Ogawa 

205 Vibrio cholerae， O-l:EItor，Inaba 

021 Vibrio cholerae， 0-1以外

022 Vibrio parahaemolyticus 

104 Vibrio fluvialis 

115 Vibrio mιmtcus 

206 Aeromonas hyarophilα 

207 Aeromonas sobriα 

111 Aeromonas hyarophila/sobriα種別せず

101 Plesiomonαs shigelloides 

208 白 mpylobacterjejuni 2 

209 Campylobacter coli 

023 Campylobacter jejuni/coli種別せず 14 14 10 10 16 16 

024 Staphylococcus αureus ** 31 1 4 12 12 261 1 27 

025 αostrιdium perfringens料

026 Clostridium botulinum， E 

027 Clostridium botulinum， E以外

028 Bacillus cereus 

029 Neisseriαgonorrhoeae 7 8 16 16 8 8 

030 Neisseria meningitidis 

031 Streptococcus， A 本** 3 6 251 2 36 4 3 27 34 6 1 1 32 2 42 

032 Streptococcus， B **ホ 15 4 71 4 30 15 1111 28 14 4 41 7 5 34 

033 Streptococcus， C 牛車* l 2 2 

034 Streptococcus， C **本 2 3 4 4 2 3 

035 Streptococcus ，群不明*** 1 I 3 4 3 3 

038 Streptococcus pneumoniαe 14 41 6 25 11 41 2 17 10 10 1 4 25 

036 Corynebacterium diphtheriae 

037 Bordetella pertussis 

039 Legionella pneumophilα 

118 Haemophilus influenzαe 17 5 10 1 6 38 9 1 1 16 7 34 16 14 261 22 9 87 

119 Klebsiella pneumoniae 22 5 11 1 7 45 19 3 11 1 12 45 9 14 91 18 2 52 

040 Leptospira 

041 Entamoebαhistolytica 

042 Malarω 

043 Pdsteurella multocida 

061 Shigella flerneri 2 a (再掲) (2) (2) 

092 Escherichia coli組織侵入性( " ) 

093 " 毒素原性(" ) 

094 病原大腸菌血清型( " ) 

095 " その他 不 明 (ν) (28) (28) 

メE斗Z 計 96 23 15 1 59 181 211 86 10 25 76 12 I 209 84 34 105 89 19 1 331 

弘 ・弘前市医師会成人病検診センタ一 五・・…五所川原市立西北中央病院 青 2月まで・青森保健生活協同組合協和病院 むー・・むつ総合病院

3月から 青森県立中央病院
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4 月 ら 月 6 月
菌 種 群 主J

弘 五 三円主三 む 八 弘 五 三円主主 む八 五十 引、 五 青 む八 計

001 Escherichia coli (Total)紳 30 30 35 35 2 41 43 

002 Shigella (Total) 

003 Salmonellαtyphi 

004 Salmonellαp日間typhiA

006 品 lmonellα04(B) 3 3 

007 品 lmonella07(Cl，C4) 

008 品 lmonella08(C2，C3) 2 2 

009 Salmonella 09(Dl) 

010 Salmonellα09，46(D2) 

201 品 lmonellα03，1O(El，E2，E3)

013 品 lmonella01，3，19(E4) 

014 Salmonellα013(Gl，G2) 

015 品 lmonella018(K) 

016 Salmonellaその他

017 五:almonella群小明

018 Yersiniαenterocoliticα 3 4 2 2 。19 Yersiniαpesudotuberculosis 

202 Vibrio cholerαe， 0-1:ClassiaaI，Og-awa 

203 Vibrio cholerae， O-l:C1assical，lnaba 

204 Vibrio cholerae， O-l:Eltor，Og-awa 

205 Vibrio cholerαe，O-l:Eltor，lnaba 

021 Vibrio cholerae， 0-1以外
ト

022 Vibrio pロrah日emolyticus l 

104 Vibrio fluuialis 

115 Vibrio mimicus 

206 Aeromonas hyarophila 

207 Aeromon日ssobriα 

111 Aeromonas hyarophilα/sobr悶穐別せず 2 3 

101 Plesιomonas shigelloides 

208 Campylobacter jejuni 4 2 7 

209 Campylob日ctercoli 

023 Campylobacter jejuni/coli稀日Ijせず 19 2 22 13 14 10 3 13 

024 Staphylococcusαureus ** 18 I 2 20 22 22 23 I 4 27 

025 Clostridium perfringens ** 
026 Clostridιum botulinum， E 

027 Clostridium botulinum， E以外

028 Bacillus cereus 

029 Neisseriαgonorrhoeαe 9 9 5 6 14 15 

030 Neisseriαmeningitidis 

031 Streptococcus， A 糾* 14 3 2 I 24 I 1 44 7 4 1 I 23 35 7 4 18 I 1 30 

032 Streptococcus， B *** 20 1 I 10 31 22 1 I 7 31 33 6 I 15 8 63 

033 Streptococcus， C *帥 2 2 

034 Streptococcus， Cキ** 2 6 9 4 3 I 1 8 2 1 I 2 6 

035 Streptococcus，群不明材* 2 2 3 4 2 2 I 1 5 

038 Streptococcus pneumoniae 13 2 6 I 1 4 26 17 3 10 I 3 4 37 19 3 5 I 5 5 37 

036 Corynebacterium diphtheriαe 

037 Bordetellαpertussis 

039 Legionella pneumophιla 

118 Haemophilus influenzae 24 11 18 I 21 5 79 20 12 24 14 I 13 83 32 13 29 8 I 12 94 

119 Klebsiella pneumoniae 12 9 12 I 8 2 43 12 11 5 I 8 36 12 8 13 I 6 2 41 

040 Leptospira 

041 Entamoeba h日 tolytιcα

042 Malαna 

043 Pdsteurella multocida 

061 Shigella flerneri 2 a (再掲)

092 Escherichiαcoli組織侵入性( H ) 

093 H 毒 素原性( H ) (2) (2) 

094 H 病原大腸菌血清型( H ) (!) (]) 

095 " その他不明( H ) (29) (29) (35) (35) (41) (41) 

メ口'- 日十 116 26 88 74 14 318 106 33 106 61 19 I 325 136 36 Lー 125 62 日日- 388 

弘……弘前市医師会成人病検診センタ一 五…・ー五所川原市立西北中央病院 青 2月まで青森保健生活協同組合協和病院 む むつ総合病院
3月から 青森県立中央病院
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7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

弘 五青 ts I j¥ 計 弘 五青 む八 ロ十 弘 五青 む八 d十 弘 五青 む 八 弘 五青 む 八 五十

44 44 23 23 20 20 15 15 14 14 

5 6 2 2 2 

2 2 

2 2 3 3 4 

4 4 4 4 2 

2 2 

4 4 2 2 

8 8 5 8 13 3 3 6 5 7 12 

45 5 I 12 62 57 5 I 11 73 46 2 I 8 56 32 3 I 3 38 34 34 

12 I 1 13 18 I 2 20 17 I 2 19 21 21 16 16 

8 2 10 11 2 I 1 14 18 2 I 3 23 6 6 7 7 

14 I 5 1 I 5 5 30 4 I 3 3 I 7 2 19 4 I 8 2 I 11 25 29 5 I 15 50 41 I 1 10 I 8 4 64 

19 I 3 3 I 11 7 43 28 5 I 10 10 53 33 4 I 10 8 55 15 I 1 5 I 9 3 33 24 I 4 2 I 6 4 40 

2 3 1 I 3 7 3 I 2 5 2 3 I 3 8 3 4 

3 4 

19 8 I 6 5 38 6 I 3 4 I 1 3 17 11 I 2 4 I 2 2 21 11 I 3 10 2 26 16 I 1 2 I 1 2 22 

23 I 5 22 I 15 4 69 12 I 3 10 I 11 14 50 22 I 14 14 I 6 12 68 18 I 6 18 I 7 9 58 23 I 6 18 I 3 6 56 

21 I 3 14 I 8 2 48 20 I 5 15 I 11 52 16 I 9 4 I 9 2 40 10 I 8 14 I 10 2 44 11 I 10 8 I 5 34 

(23) 

(44) (44) (20) (20) (J5) (J5) (14) (4) I 

169 17 I 113 62 23 I 384 152 14188 60 39 353 156 38 72 55 32 353 128 21 94 48 20 311 163 22 77 23 23 308 

八ー 八戸市立市民病院
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12 月 1987年 (1月-12月) 1986年 (1月-12月〕
菌 種 群 型

弘 五 青 む八 計 弘 五 青 む八 五十 弘 五 青 む八 計

001 Escherichia coli (Total) ** 30 30 21 280 282 16 20 36 

002 Shigella (Total) 2 2 

003 Salmonellαtyphi l 

004 Salmonella paratyphi A 

006 品 lmonella04(B) 13 11 1 17 13 1 1 2 2 18 

007 Salmonella 07(CI，C4) 4 7 2 

008 Salmonella 08(C2，C3) 5 5 4 5 

009 Salmonella 09(DI) 11 1 3 

010 Salmonellα09，46(D2) 

201 品 lmonellα03，IO(El，E2，E3)

013 Salmonella 01，3，19(E4) 

014 Salmonella 013(G I，G2) 

015 Salmonellα018(K) 

016 Salmonellαその他 2 2 3 

017 Salmonella群不明 3 

018 Yersinia enterocolitica 15 41 1 20 8 11 1 11 

019 Yersinia pesudotuberculosis 

202 Vibrio cholerαe， O-l:Classiaal，Ogawa 

203 Vibrio cholerae， O-l:Classical，Inaba 

204 Vibrio cholerae， O-l:Eltor，Ogawa 

205 Vibrio cholerae， O-l:Eltor，Inaba 

021 Vibrio cholerαe，O-1以外

022 Vibriopαrah日emolyticus 9 1 1 2 12 9 51 11 25 

104 Vibrio fluuialis 2 2 

115 Vibrio mimicus 

206 Aeromonas hyarophilα 2 2 9 3 12 

207 Aeromonas sobriα 

111 Aeromonas hyarophilalsobriα種別せず 12 3 15 10 12 

101 Plesiomonas shigelloides 2 2 

208 Campylobαcter jejuni 4 4 14 8 32 54 12 12 

209 Campylobacter coli 

023 ζ:ampylobacter jejunilcoli種別せず 40 3 43 1 336 191 38 21 395 226 10 1 I 238 

024 説αphylococcusaureus帥 22 22 210 13 223 2 41 1 3 46 

025 Clostridium perfringens ** 
026 αostridium botulinum， E 

027 Clostridium botulinum， E以外

028 Bacillus cereus 

029 Neisseriαgonorrhoeae 5 61 114 61 6 1 1 128 120 2 3 51 130 

030 Neisseria meningitidis 

031 Streptococcus， A *** 61 1 1 131 12 8 951 194 39 38 1207 26 1 504 347 20 1 1166 81 542 

032 Streptococcus， B *** 191 1 6 1 17 3 46 1 257 19 381120 53 1 487 193 16 121177 191 417 

033 Streptococcus， C *** 2 3 1 1 7 11 5 1 1 3 9 

034 Streptococcus， C *** 2 1 1 4 21 2 11 1 28 l 63 25 25 50 

035 Streptococcus，群不明帥* 7 91 8 24 91 3 12 

038 Streptococcus pneumoniae 91 3 2 1 2 13 291 156 22 61 1 33 48 320 307 25 161 69 28 1 445 

036 Corynebacterium diphtheriae 

037 Bordetella pertussis 

039 Legionella pneumophilα 

118 Haemophilus influenzae 151 2 32 41 10 631 231 92 212 137 107 779 288 66 91150 73 1 586 

119 Klebsiella pneumonιae 121 5 14 1 11 421 176 90 130 113 131 522 229 54 113 103 191 518 

040 Leptospιrα 

041 Entαmoeba histolytica 

042 Malαna 

043 Pdsteurellαmultocidα I 

061 品 igellaflerneri 2 a (再掲) (2) (2) 

092 Escherich悶 coli組織侵入性( " ) 

093 " 毒素原性(" ) (2) (2) 

094 病原大腸菌血清型( " ) (7) (7) 

095 " その他・不明( " ) (30) (30) (J) (4) (5) 

(8) (5) (24) 

メ口込 2十 165 1 12 1 126 1 51 1 39 1 393 1 1557 I 286 1 1034 1720仰7I 3884 1790 226 234 竹31 157 3137 

口同
U

戸

h
v



青森県衛生研究所報 25， 69-78， 1988 

主
円

ァに
赤木 県 の 温 泉

石塚伸一 小林 繁樹* 木村淳子

高橋政教 小林英一

昭和62年 4月から昭和63年 3月までに当所に依頼され トリウム 塩化物泉12件)，酸性硫酸塩泉 5件，単純温

た26件の鉱泉分析の成績は別表のとおりであるO 泉 2件，炭酸水素塩泉 2件となっている口

26件の鉱泉を泉質別に分類すると，塩化物泉17件(ナ

表 1

Nn 源 泉 名 湧出地 泉 質

藤 ケ 森 温 泉 八 戸 市 ナトリウム一塩化物泉

2 四 ツ 石 温 泉 青森市 ナトリウム一塩化物泉

3 一 浦 温 泉 岩木町 ナトリウム・マグネシウム一塩化物・炭酸水素塩泉

4 平日 栄 温 泉 岩木町 ナトリウム・マグネシウムー炭酸水素塩・塩化物泉

5 み ち の く 温 泉 岩 木 町 ナトリウム・マグネシウム一塩化物・炭酸水素塩泉

6 佐藤温泉 2 号泉 岩木町 ナトリウム・マグネシウムー炭酸水素塩・塩化物泉

7 沢 田 温 泉 板柳町 ナトリウムー塩化物泉

8 新 屋 町 温 泉 尾上町 ナトリウム一塩化物泉

9 後 田 温 泉 六戸町 ナトリウム一塩化物泉

10 類家温泉 2 号泉 八戸市 ナトリウム一塩化物泉

11 里 見 温 泉 青森市 ナトリウム一塩化物・硫酸塩泉

12 折 戊 1昆 泉 六戸町 ナトリウム 塩化物泉

13 山 下 温 泉 平賀町 単純温泉

14 里 ノ 沢 温 泉 十和田市 ナトリウム一塩化物泉

15 :湯 段 沼 温 泉 岩 木 町 ナトリウム・カルシウム・マグネシウム一塩化物泉

16 青荷温泉 2 号泉 黒 石 市 単純温泉

17 藤 巻 温 泉 五所川原市 ナトリウム 塩化物泉

18 Jτじと、 野 田 温 泉 本自 キナ ナトリウム一塩化物泉

19 八木橋温泉 2号泉 平賀町 ナトリウム・カルシウム一塩化物・硫酸塩泉

20 メ口L 子 沢 温 泉 青森市 ナトリウム 塩化物泉

21 木 賊 温 泉 板 柳 町 ナトリウム 塩化物泉

22 酸ケ湯温泉(ふかし湯〉 青森市 酸性・含鉄ーアルミニウム 硫酸塩・塩化物泉

23 酸ケ湯温泉(鹿 の 湯〉 青 森 市 酸性・含鉄ーアルミニウムー硫酸塩・塩化物泉

24 酸ケ湯温泉(冷の湯(小)) 青森市 酸性・含鉄・硫黄ーアルミニウム 硫酸塩・塩化物泉(硫化水素型〉

25 酸ケ湯温泉(冷の湯(大)) 青森市 酸性・硫黄ーアノレミニウムー硫酸塩・塩化物泉(研し化水素型)

26 酸ケ湯温泉(四分六分の湯〉 青森市 酸性・含鉄・硫黄ーアルミニウムー硫酸塩・塩化物泉(硫化水素型)

* 現青森県公害調査事務所
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源 泉 名 No. 1 藤ケ森温泉 No. 2 四ツ石温泉 No. 3 三浦温泉

湧 出 I也 八戸市大字中居林宇藤ケ森 l 青森市大字四ツ石字下川原25 岩木町大字百沢宇高田81

9 

調査年月日 62. 4. 3 62. 4. 20 62. 4.27 

泉温(気温)OC 16.2 (11.5) 32.0 (16.0) 48.1 ( 9.0) 

湧出量 l/min 204 (動力) 47 (動力) 75 (動力)

H値 湧出地 7.8 7.6 6.6 

P 試験室 7.83 7.78 6.86 

密 度 (200/40

) 1.0012 0.9998 1.0001 

蒸発残留物(g/kg) 3.745 1.843 1.897 

陽イ オ ン mg mval mval % mg mval mval % mg mval mval % 

H+ 

Na+ 1. 164 50.63 81.48 643.2 27.98 89.91 375.4 16.33 48.79 

K+ 40.3 1.03 1. 66 43.2 1.10 3.53 49.2 1. 26 3.76 

NH 4+ 0.5 0.03 0.05 0.2 0.01 0.03 1.3 0.07 0.21 

Mg2+ 78.0 6.42 10.33 16.4 1. 35 4.34 116.0 9.54 28.50 

Ca 2+ 78.9 3.94 6.34 12.9 0.64 2.06 123.0 6.14 18.35 

AI3+ 0.2 0.03 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Mn2+ 0.2 0.01 0.01 0.1 0.00 0.00 0.2 0.01 0.03 

Fe2+， Fe3+ 1.7 0.06 0.10 1.0 0.04 0.13 2.3 0.08 0.24 

Li + 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.3 0.04 ! 0.12 
ーーーーーーーーーーー』ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー・------- ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーー・..-曙『甲ーーーーー ー・ーーーーーーー----ーー ーーーー・・・・・・・ーー. ーーーーーーー..ーーーーーー

五十 1. 364 62.14 100.0 717.0 31.12 100.0 667.7 33.47 100.0 

陰イオ ン mg mval mval % mg mval mval % mg mval mval % 

F- 0.3 0.02 0.03 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

CI← 1. 875 52.89 84.98 821.0 23.16 74.30 613.5 17.30 50.99 

Br- 5.8 0.07 0.11 1.9 0.02 0.06 1.2 0.02 0.06 

0.2 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 
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遊離 成分 m mol 

0.20 

0.15 

0.79 

0.13 

mg mmol 

160.7 2.06 

33.9 0.77 

275.7 6.26 

H 2 SiO 3 

HB02 

CO2 

H 2 S 

mg 

15.6 

6.6 

mg I m mol 

0.37 

一一一一一五一一一 --i一一云-.-2-r一一 0.351 470.3 I 9.09 

成分総計 gIkg 3.752 2.065 2.756 

ナトリウム・マグネシウム一塩

化物・炭酸水素塩泉泉 質 ナトリウムー塩化物泉 ナトリウム 塩化物泉
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No.4 和栄温泉 INo.5 みちのく温泉 Nu 6 佐藤温泉 2号泉

岩木町大字百沢字寺沢28-24 岩木町大字百沢宇田川11-1 岩木町大字百沢字小松野87-172

62. 4. 27 

49.0 ( 9.0) 

90 (動力)

6.8 

7.02 

0.9993 

1.080 

mval mval % I me-

62. 4. 27 

44.6 ( 9.0) 

100 (動力)

7.0 

7.13 

1.0006 

2.575 

、J
ロlval

62. 5. 7 

45.8 (20.0) 

600 (自噴)

7.0 

7.20 

0.9998 

1.377 

mval mval % 

200.8 

29.9 

0.7 

59.1 

65.3 

8.73 

0.76 

0.04 

4.86 

3.26 

49.27 

4.29 

0.22 

27.43 

18.40 

491.4 21. 37 

38.7 0.99 

1.0 0.06 

177.8 14.63 

130.3 6.50 

0.0 0.0 

0.2 O 

2.3 

48.89 

2.27 

0.14 

33.47 

14.87 

248.4 

20.5 

0.2 

115.0 

70.6 

10.80 

0.52 

0.01 

9.46 

3.52 

44.26 

2.13 

0.04 

38.77 

14.43 
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mg mval mval % mg mval mval % mg mval mval % 

0.4 0.02 0.11 0.4 0.02 0.04 0.6 0.03 0.12 

217.4 6.13 34.57 866.9 24.45 55.09 332.6 9.38 37.79 

0.5 0.01 0.06 2.2 0.03 0.07 0.8 0.01 0.04 

0.1 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

8.0 0.37 2.09 134.0 2.79 6.29 43.1 0.90 3.62 

0.2 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 

683.4 11.20 63.17 1. 043 17.09 38.51 884.8 14.50 58.42 

920.0 17.73 100.0 2， 047 44.38 100.0 L 262 24.82 I 100.0 

mg mmol mg mmol mg mmol 

158.1 2.02 162.5 2.08 154.7 1. 98 

29.5 0.67 27.3 0.62 27.3 0.62 

123.2 2.80 154.0 3.50 99.7 2.27 

------・・・ ---------ーーーー・---- ーーーー・・・ーーー-------ー・・・ーーーーーーーー・・... ーーーーーー・----ー-----ー-----ーーー・畠ー，ー..
310.8 5.49 343.8 6.20 281.7 4.87 

1.588 3.233 2.000 

ナトリウム・マグネシウムー炭酸水素|ナトリウム・マグネシウム 塩化物・|ナトリウム・マグネシウムー炭酸水素
塩・塩化物泉 |炭酸水素塩泉 |塩・塩化物泉
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源 泉名 INo. 7 沢田温泉

湧 出 地|板柳町大字高増字沢田108

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量lImin

湧出地
pH値

試験室

密度 (200/40
)

蒸発残留物(g/kg)

陽 イ オ ン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH 4+ 

M g2+ 

Ca2+ 

AI3+ 

62. 5. 15 

56.2 08.5) 

450 動力)

7.8 

7.77 

1.0083 

14.08 

No.8 新屋町温泉 No.9 後田温泉

尾上町大字新屋町字道ノ下35-I六戸町大字犬落瀬字後田16-1 

3 

62. 5. 15 

52.3 (20.2) 

616 動力)

8.4 

8.54 

0.9990 

1.083 

mg mval I mval % I mg mval I mval % I mg 

5， 035 

304.9 

1.9 

4.9 

116.9 

0.0 

219.0 

7.80 

0.11 

0.40 

5.83 

0.0。

93.92 

3.35 

0.05 

0.17 

2.50 

0.0。

342.0 

18.8 

0.2 

0.3 

8.4 

0.0 

14.88 

0.48 

0.01 

0.02 

0.42 

0.0。

94.12 

3.03 

0.06 

0.13 

2.66 

0.0。

1. 651 
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17.6 

80.4 
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62. 5.27 

45.8 (20.0) 

900 動力)

7.8 

7.94 

1. 0018 

4.753 

mval 1 mval % 

71.81 

0.88 

0.07 

1.45 

4.01 

0.0。

91. 78 

1.12 

0.09 

1.85 

5.13 

0.00 

0.00 1 0.00 

0.02 1 0.03 

0.00 1 0.00 

78.241 100.0 

陰イ オン

F-

CI 

Br-

OH-

HS-

mg 

2.1 

8， 029 

27.5 

1.9 

mval mval % 
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0.15 

0.00 

mg 

1.7 

459.8 
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0.01 

0.09 
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0.02 

0.00 

遊離成 分

H 2 SiO 3 

HB02 

CO2 

H2S 

L
I
 

----nH 

mg 

117.0 

123.6 

16.9 

m mol 

1.50 

2.82 

0.38 

257.5 4.70 

14.43 成分総計 g/kg 

mg 

108.3 

18.6 

m mol 

1. 39 

0.42 

1. 81 

mg 

37.3 

44.8 

82.1 

m mol 

0.48 

1.02 

1.50 

4.760 

泉 質 ナトリウム一塩化物泉

126.9 

1.106 

ナトリウム一塩化物泉 ナトリウム一塩化物泉
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No.lO 類家温泉 2号泉 No.ll 里見温泉 No.12 折茂温泉

八戸市類家一丁目316-2 青森市大字大矢沢字里見228-26 六戸町大字折茂字今熊248-684

62. 5. 27 62. 5.28 62. 6. 2 

42.2 (22.0) 36.5 (16.0) 45.0 (26.0) 

257 (動力) 43 (動力) 152 (動力)

7.8 7.8 8.4 

7.78 7.83 8.36 

0.9995 1.0020 1.0003 

1.627 4.461 2.745 

mg mval mval % mg mval mval % mg mval mval % 

483.6 21.04 79.31 1. 438 62.55 90.01 881.0 38.32 88.01 

17.4 0.45 1. 70 28.6 0.73 1.05 26.7 0.68 1.56 

0.4 0.02 0.07 7.3 0.40 0.58 0.5 0.03 0.07 

22.2 1.83 6.90 12.1 1. 00 1.44 8.1 0.67 1.54 

62.7 3.13 11.80 95.1 4.75 6.83 76.6 3.82 8.78 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 0.2 0.01 0.02 

1.8 0.06 0.22 1.6 0.06 0.09 0.3 0.01 0.02 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー .-ーーーーーーー-------- ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー..ーー・ーーーーーーー -ーー----ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー・... ーーー・ 4 ・・ーーーーーーーーー ..・ーーーーーーーーーーーーーーー ー『ーーーー『ー・・・・・ー・ー・ー

588.1 26.53 100.0 1. 583 69.49 100.0 993.4 43.54 100.0 

mg mval mval % mg mval mval % mg mval mval % 

0.3 0.02 0.07 1.0 0.05 0.07 0.8 0.04 0.09 

714.6 20.16 75.82 1. 345 37.94 54.33 1. 346 37.97 86.18 

2.3 0.03 0.11 2.7 0.03 0.04 0.0 0.00 0.00 

0.1 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 0.3 0.00 0.00 

181.5 3.78 14.22 1. 350 28.11 40.26 160.0 3.33 7.56 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.9 0.02 0.05 

158.7 2.60 9.78 225.8 3.70 5.30 109.8 1.80 4.08 

27.0 0.90 2.04 
，ーーーーー・----------- ー.--------------- 亭ー.-----ーーーーーーーーーー ー・・ー-ーーーーーーー・・ーーー -ー・..ーーーー，ーーーーー・ 4 -.----.ーーーーー...ー・・ ーーーーーーーー・・・・・・ーーー ー---------------ー ーーーー------ーーーー----

1. 058 26.59 100.0 2. 925 69.83 100.0 1. 645 44.06 100.0 

mg m mol mg m mol mg m mol 

19.1 0.24 33.8 0.43 110.9 1.42 

19.7 0.45 28.4 0.65 20.8 0.47 

8.8 0.20 7.3 0.17 

ー・ー・ーーーーーーーーー-ーーー・. ー・ーーーーーーー・-------- ・・・ーー，ーーー・ー..ー.. ーー・・・・・ーー-ーー，ーーーーー ーーーーーーーー・・ー・・ーーー， ーーーーーーーー------ー・ー

47.6 0.89 69.5 1. 25 131. 7 1.89 

1.693 4.577 2.770 

ナトリウム一塩化物泉 ナトリウム一塩化物・硫酸塩泉 ナトリウム一塩化物泉
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源 泉 名 No.13 山 下 温 泉 No.14 里ノ沢温泉 No.15 湯段活温泉

湧 出 地 平賀町大字小国字山下171-2 十和田市大字三本木字里ノ沢 1 岩木町大字常盤野字湯段桓58

-393 

調査年月日 62. 6. 25 62. 7. 16 62. 7. 17 

泉 温 ( 気 温 )OC 45.7 (23.0) 48.9 (26.0) 55.4 (24.0) 

湧出量 l/min 200 (動力) 450 (動力) 375 (動力)

湧出地 8.2 8.0 6.4 
pH値 試験室 8.46 8.10 6.36 

密 度 (200/40

) 0.9984 1.0015 0.9990 

蒸発残留物(glkg) 0.372 4.434 3.124 

陽 イ オ ン mg mval mval % mg mval mval % mg ロlVal mval % 

H+ 

Na+ 106.2 4.62 86.68 1. 470 63.94 89.02 493.3 21.46 42.30 

K+ 2.3 0.06 1.12 45.7 1.17 1.63 65.6 1.68 3.31 

NH 4+ 0.1 0.01 0.19 2.8 0.16 0.22 2.7 0.15 0.30 

Mg2+ 0.0 0.00 0.00 7.5 0.62 0.86 144.0 11.85 23.36 

Ca2+ 12.7 0.63 11.82 118.6 5.92 8.24 300.0 14.97 29.51 

AP十 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Mn 2+ 0.0 O ‘00 0.00 0.1 0.00 0.00 1.0 0.04 0.08 

Fe 2+， Fe 3+ 0.0 0.00 0.00 0.3 0.01 0.01 14.4 0.52 1.02 

Li十 0.1 0.01 0.19 0.1 0.01 0.02 0.4 0.06 0.12 
ーーー--------------------ーーーー ーーー----------- ー------ーーーーーーーー ー・・・・・・唱『血---- ーー・------・・--- ーー・・ー，ーーーーーーーー. 圃圃帽、キーー・・・・ーーー --・・ー，ーーーーーー・ーー ー------------. ー唱ーー・・-----.ーー.

三十 121.4 5.33 100.0 1. 645 71.83 100.0 1. 021 50.73 100.0 

陰 イ オ ン mg mval mval % mg mval mval % mg mval mval % 

F- 0.3 0.02 0.36 1.0 0.05 0.07 0.4 0.02 0.04 

cr- 120.2 3.39 61. 75 2， 363 66.65 92.11 1. 206 34.02 66.65 

Br- 1.5 0.02 0.36 7.6 0.10 0.14 3.0 0.04 0.08 

0.3 0.00 0.00 0.4 0.00 0.00 0.2 0.00 o. 00 

OH-

HS-

SO/- 64.4 1.34 24.41 178.3 3.71 5.12 368.0 7.66 15.01 

HPO 42 0.2 0.00 0.06 0.0 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 

HCO 3- 4.9 0.08 1.46 76.3 1.25 1. 73 567.5 9.30 18.22 

CO 32- 19.2 0.64 11.66 18.0 0.60 0.83 
ーーーーーーーーー・・・+ーーーーーーーーーーーーーー ー・・・・・・--ー------ ーーーーー・・・---_.._- -----.-.ーーーーーー --_.-----ー---- ーー・・・・・--ー・ーーーーー ー--ーー・・ーーーー--- ーーーーーーーーーーーーー， ---------ー---. ーーーーーーー----圃・ー--

計 211.0 5‘49 100.0 2， 645 72.36 100.0 2，145 51.04 100.0 

遊離 成分 mg m mol mg m mol mg m mol 

H 2 SiO 3 35.5 0.45 113.5 1.45 217.9 2.79 

HB02 4.4 0.10 51.2 1.17 46.4 1.06 

CO2 336.6 7.65 

H2S 
ーー---ーー-ーーーーーーーーーーーーー・---ーー ー---ーーーーーーー.祖国. --・・ーーーー-ーーーーー --・・・・ーーーーー'ーーー ー-ーーーーーー・ーーーーー ーーーーー・・ーーーーーーー・ ーーー--・・ーー・・ーーー

計 39.9 0.55 164.7 2.62 600.9 11.5 

成分総計 gIkg 0.372 4.454 3.768 

泉 質 単純温泉 ナトリウム一塩化物泉
ナトリウム・カルシウム・マグ
ネシウム 塩化物泉

A
斗ム

ワ
i



No.16 青荷温泉 2号泉 No.17 藤巻温泉 lも18 志野田温泉

黒石市大字沖浦字青荷沢滝ノ上 1-7 I五所川原市大字唐笠柳宇藤巻737-2 I柏村大字広須字志野田166-1 

62. 7. 31 62. 8. 7 62. 9. 17 

48.2 (22.0) 58.8 (25.5) 61.8 07.0) 

188 (動力) 400 (動力) 490 (動力)

7.6 8.2 7.8 

7.71 8.34 7.79 

0.9985 1.0032 1.0073 

0.325 6.459 12.56 

mg mval mval % mg mval mval % mg mval mval % 

75.7 3.29 80.44 2， 409 104.8 96.34 4， 524 196.8 94.62 

2.6 0.07 1. 71 52.5 1. 34 1.23 169.0 4.32 2.08 

0.6 0.03 0.74 1.9 0.11 0.10 3.3 0.18 0.09 

0.4 0.03 0.73 15.2 1. 25 1.15 47.3 3.89 1.87 

13.4 0.67 16.38 22.4 1.12 1.03 54.5 2.72 1.3 

0.0 0.00 0.00 0.4 0.04 0.04 0.0 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 2.1 0.08 0.07 0.7 0.03 0.01 

0.0 0.00 0.00 0.3 0.04 0.04 0.3 0.04 0.02 
".ーーーー ーーー----ーーーーー--ーーー ーーーーー_.ーーーーー------ ーー'‘ーーーー・ーーー‘ーーーー 圃圃園田--ーーーーーーーーー ，ーー・ー・ーー・・・・ーーーーー・晶 ーーーー----ーーーーー---- ー・.-ー------------- ーーーーー唱---・・・ー・h

92.7 4.09 100.0 2， 504 108.8 100.0 4， 799 208.0 100.0 

mg mval mval児 mg mval mval % mg mval mval児

0.5 0.03 0.71 2.9 0.15 0.14 1.1 0.06 0.03 

64.7 1.82 43.03 3，421 96.49 87.36 7，037 198.5 93.99 

0.2 0.00 0.00 10.9 0.14 0.13 24.2 0.30 0.14 

0.0 0.00 0.00 0.6 0.00 0.00 2.5 0.02 0.0 

66.4 1.38 32.62 135.3 2.82 2.55 136.5 2.84 1.35 

0.1 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

42.7 0.70 16.55 564.4 9.25 8.37 541. 9 8.88 4.20 

訓 ~~~~-1---"'-'iu6-:-r -~ -_. ---4: -i~1:-q-j. -------ぷ?-l----'--io~-:-~~'~ --"--7:7~-~-'-~-1---'---2i ~:-~?-~ 
mg 

42.0 

58.4 

0.54 

1.33 

mg 

85.4 

118.1 

m mol 

1.09 

2.70 

mg mmol 

45.1 0.58 

16.8 0.38 

mmol 

61.9 0.96 100.4 1.87 203.5 3.79 

0.341 6.787 12.76 

単純温泉 ナトリウム一塩化物泉 ナトリウム一塩化物泉
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源 泉 名 INu19 八木橋温泉 2号泉 Nu20 合 子 沢 温 泉 Nu21 木賊温泉

湧 出 地|平賀町大字唐竹字向川原田36一|青森市大字合子沢字松森 3

8 

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量lImin

湧出地
pH値

試験室

密度 (200/4
0

)

蒸発残留物(g/kg)

陽 イ オ ン

H+ 

Na+ 

K+ 

NH 4+ 

Mg2十

Ca2+ 

AI3+ 

mg 

318.5 

12.1 

0.3 

1.1 

127.4 

0.1 

板柳町大字三千石字木賊111-1 

62. 10. 30 

56.8 05.5) 

200 動力)

7.6 

7.59 

0.9995 

1.338 

63. 1. 5 

47.5 (-2.5) 

260 動力)

7.8 

7.65 

1. 0014 

4.203 

63. 1. 29 

60.0 (-1.0) 

360 動力)

7.6 

7.61 

1.0039 

7.803 

mval I mval % I mg mval I mval % I mg mval 1 mval % 
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1.59 

1.08 

0.53 

H 2 SiO 3 

HB02 

CO2 

H2S 

計 39.4 

mg 

36.0 

26.4 

17.6 

0.46 

0.60 

0.40 

0.62 1.46 3.20 80.0 194.7 

7.987 成分総計 g/kg 4.308 

泉 質

1.342 

ナトリウム・カルシウム 塩化
物・硫酸塩泉

ナトリウム 塩化物泉ナトリウム 塩化物泉
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源 泉 名 INu22 酸ヶ湯温泉 I Nu23 酸ケ湯温泉 I Nu24 酸ケ湯温泉

(ふかし湯鹿 の湯冷の湯(小)) 

湧 出 地 l青森市大字荒川字南荒川山国有!青森市大字荒川宇南荒川山固有|青森市大字荒川字南荒川山固有

林53林班(と)内 |林小字酸ケ湯沢50 林小字酸ケ湯沢50

調 査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 l/min

湧出地
pH値

試験室

密度 (200140

) 

蒸発残留物(g/kg)

63. 2. 5 

90.8 (-3.0) 

30 自然湧出)

1.4 

1. 29 

1.0085 

8.385 

63. 2. 5 63. 2. 5 

67.6 (-3.0) 69.7 (-3.0) 

169 (自然湧出) 25 (自然湧出)

1.7 1.8 

1.69 1.72 

1.0021 1.0021 

3.166 3.364 

mg mval mval % mg mval mval % 

20.1 19.94 31.67 16.0 15.87 24.63 

58.7 2.55 4.05 60.0 2.61 4.05 

15.7 0.40 0.63 11.8 0.30 0.47 

0.3 0.02 0.03 0.3 0.02 0.03 

66.8 5.50 8.70 69.2 5.69 8.83 

202.1 10.08 16.01 206.3 10.29 15.97 

210.0 23.35 37.09 258.3 28.72 44.57 

2.0 0.07 0.11 2.2 0.08 0.12 

29.1 1.04 1. 65 23.0 0.82 1. 27 

0.0 I 0.00 0.00 I 0.5 0.03 0.05 
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源 泉 名 INo.25 酸ケ湯温泉

(冷の湯(大) ) 

源 泉 名 INo.26 酸ケ湯温泉

(四分六分の湯)

湧 出 地|青森市大字荒川字南荒川山国有|湧 出 地|青森市大字荒川字南荒川山国有林小字

林小字酸ヶ湯沢50

63. 2. 5 

64.8 (-3.0) 

94 自然湧出)

1.8 

1. 74 

1. 0019 

3.129 

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量lImin
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4
k
l
一

/

出

験

v

d
一
二

湧

試

ゆ

恢

一

ォ

値

度

醐

一

ィ

日

発

一

陽

P

密

蒸

一

酸ケ湯沢50

63. 2. 5 

56.7 (-3.0) 

97 自然湧出)

2.0 

1.98 

1.0016 

3.140 

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 l/min

湧出地
pH値

試験室

密度 (200140

) 

蒸発残留物(g/kg)

H+ 

mg I mval I mval% I イオン

16.01 15.871 25.761 H+ 

mg mval I mval % 

10 . 0 1 9.92 1 18.39 

+

ト

ト

+

4

r

汁

+

?

+

+

什

+

国

Y
1

「

'

2

3

I

2

3

+

;

a
+
L
g
a
I
m
e
e
-
-
b
n
 

N

K

N

M

C

A

M

F

F

L

P

Z

 

58.1 

11.6 

0.3 

66.3 

200.0 

240.0 

18.4 

0.2 

0.0 

0.0 

0.3 

2.1 

2.53 

0.30 

0.02 

5.46 

9.98 

26.68 

0.08 

0.66 

0.01 

0.00 

0.00 

0.01 

+
 

K
 

t
I
Q
d
 

1

1

8

生

A
生

ハ

U

Na + 59.4 

13.0 

0.3 

68.3 

193.2 

221.7 

2.2 

29.4 

0.6 

0.3 

2.58 

0.33 

0.02 

5.62 

9.64 

24.65 

0.08 

1.05 

0.03 

0.01 

4.78 

0.61 

0.04 

10.42 

17.87 

45.71 

0.15 

1.95 

0.06 

0.02 

五十 613.3 61.60 100.0 五十 598.4 53.93 100.0 

陰 イ オ ン mg mval mval % 陰イ オ ン mg mval mval % 

F← 7.1 0.37 0.59 F 5.9 0.31 0.57 

CI - 507.4 14.31 22.89 Cl- 458.1 12.92 23.67 

Br 0.2 0.00 0.00 
Br- 0.2 0.00 0.00 

0.3 0.00 0.00 
0.2 0.00 0.00 82032

ー 0.5 0.01 0.02 
H82 03- 0.5 0.00 0.00 H 2 PO 4- 2.2 0.02 0.04 
H804- 970.7 10.00 15.99 H804- 572.9 5.90 10.81 

804
2 1， 818 37.85 60.53 804

2 1. 701 35.42 64.89 
ー・ 4・ーーーーーーーーーー---------- ー-----.・ーーーーーーー ーーーーーー・ a ・・---- ーーーー・・圃--_.--ーー 4 ・ー-ーーーーーー--._-----・・ーー.- --ーーーーーーーーーー------ー-ー-ー・ 4 ・・・ーーー----- ー・・・・・--ーー-----・ー

百十 3，304 62.53 100.0 計 2，741 54.58 100.0 

遊 離 成 分 mg m mol 遊離成分 mg m mol 

H 2 8iO 3 280.8 3.60 H 2 8iO 3 52.1 1.19 

HB02 59.8 1. 36 

H 3 PO 4 2.1 0.02 HB02 328.4 I 4.20 

H 2804 38.9 0.40 I I H 2804 14.5 I 0.15 
HAs02 0.0 0.00 

H 28 11.3 

|日五 | 訪日~----------~- ~ii ーー-ー---ー・・ーー-------・・ーーーーーー ー-----‘・ーーーーーー・・

五十 392.9 

成分総計 g/kg 

泉 質

0.03 

8.89 

16.20 

43.31 

0.13 

NH4+ 

Mg2+ 

Ca 2+ 

Al3+ 

1. 07 I "K  ?+ 
lVln -

0.02 

0.00 

0.00 

0.02 

Fe2+ 

Fe3+ 

Zn2+ 

4.310 

酸性・含硫黄ーアルミニウムー
硫酸塩・塩化物泉(硫化水素型)

成分総計 g/kg 

泉 質

3.740 

酸性・含鉄・硫黄ーアルミニウム 硫
酸塩・塩化物泉(硫化水素型)

。。
寸

i



V 学会等発表抄録



青森県衛生研究所報 25， 79-80， 1988 

1.学会発表抄録

青森県におけるA群溶連菌の菌型分布と抗生剤

感受性 (1985年 4 月 ~1986年 3 月)

0豊川安延 大友良光 秋山 有

青森県における溶連菌感染症サーベイランスに関連し 月が59.6~ぢ， 1月が34.0%であり，両月とも T3型株が

昭和58年度から 3ヶ年の継続事業として本調査を行って 多くを占めた。次に， 10種類の抗生剤に対する MICを

いるが今回は，最終年度にあたる 1985年 4月から1986年 測定した結果， βーラクタム系薬剤にはすべて高い感受

3月までに収集した患者由来 266株，健康保育園児由来 性を示し，他の薬剤に対しでも感受性を示す菌株が多く

47株，合計 313株のA群溶連菌についての成績を報告す みられた。特に，前回全株とも TC/CP耐性を示したT

る 3型が感受性化し， T 12型の多剤耐性株が36.8%から9.5

T血清型別検査の結果，患者由来株は型別不能を除い %に激減したことは大きな特徴であった。

て9種類の型に分けられた。このうちもっとも多いのが 第41回日本細菌学会東北支部総会(昭和62年 8月12日)

T3型で45.1%，次にT4型が22.9C払 T12型が15.8箔 秋田市

と多く検出された。また，健康保育園児の保菌率は， 12 

健康食 口
口口 の衛生学的調査

0秋山由美子

村上淳子

美

教

真

政

村

橋
野

高

木 村淳 子

小 林英 一

高齢化社会を迎え，心身ともに健やかに老いたいとい 下)で規格外であった。ビタミン C は8.0~57.4mg% ，

う健康志向に同調して，いわゆる健康食品といわれるも ビタミンEは4.7~ 19.3mg%， Znは0.8~3. 7mg%， 

のの消費が増大してきた。しかしそれに伴う問題点も Mn は1.2~ 13.2mg労， Caは 114~ 1， 120mg弘 Mgは

少なくなし、。これを受けて， 日本健康食品協会で「健康 275~633mg%で、あったo Cd は ND~0.06ppm，総水

食品」の規格基準を設けた。今回，我々は人気の高いク 銀は 2検体から0.02と0.03ppm検出された。保存料(ソ

ロレラを選び，青森市で市販されているもの 9検体につ ルビン酸，安息香酸)，銅クロロフィルは検出されなか

いて，安全性と栄養面の両面から，また，新しく設けら った。

れた自主規格をどのくらい満足しているかについて調査 第26回日本薬学会東北支部大会(昭和62年10月18日)

した。その結果 l検体が水分量が10.2%(規格は 7労以 仙台市
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他のそ2. 

(1)第23回環境保健部職員研究発表会

昭和63年 1月28日

者 (0印演者〉

市販食品におけるセレウス菌分布とその血清型別に

ついて

真理子藤光，佐良友

表

延，大

発

安JII 。豊

題演

武

子

允

淳

英

藤

村

林

之，佐

美，木

教，小

稔

真

政

上

村

橋

キョウ，三

由美子，野

淳子，高

呂

山

上

。野

。秋
村

当所で検査した 1987年春季の韮虫病について

健康食品の衛生学的調査

英林子，小早) 11 子，古淳上。村酸化防止剤 (BHTおよびBHA)の測定方法の検

討

教政橋子，高淳キナ樹，木繁

英
林

林

O/J 、百沢地域温泉の現状と経年変化

青森県衛生研究所談話会(2) 

者

昭.62. 

キョウ

繁樹

豆正
日

武

教

子

美

子

延

之

子

美

美

久

真

由

安

稔

章

英

允

政

表

目

林

鹿

林

藤

橋

藤

村

山

) 11 

上

川

発

野

小

小

小

佐

高

工

野

秋

豊

三

古

名

STDについて(へルベス・クラミディアを中心として)

青森県の温泉起源について

Take off '87青森とうるささ指数

喫煙と健康

バイオハザード (biohaza rd)について

「健康づくりのための食生活指針」について及び「日米の食文化交

流と健康を考える

ヒノキチオールについて

きのこ毒

健康食品の衛生学的調査

カピの食品汚染について

エンテロウイルスについて

蜂蜜とローヤルゼリーについて

題

昭.62. 4. 28 

昭.62. 12. 18 

6. 19 

8. 24 

昭.62. 10. 16 

日

。

11 

月

昭.62. 

年

2. 19 
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青森県衛生研究所報執筆要領

1. 所報は青森県衛生研究所において本所職員が行った

研究・調査の業績を掲載する。本所以外の共著者は，

印を付してその所属を欄外に記す。

2. 原稿の内容・形式は次のとおりとし所定の原稿用

紙に横書きで記載する。

(1) 総説……内容・形式は自由とする。

(2) 報 文……独創性に富む研究・調査結果をまとめ

たもので，形式はおおむね緒言・方法・結果

.考察・結語・文献の項目順とする。

(3) ノート……(2)にまとめ得ないが新しい事実や価値

あるデータを含むものとし形式は本文・文

献の順に記載し項目の明瞭な区別を必ずし

も必要としない。

(4) 資 料…一利用価値のあるデータの正確な記載で，

形式は項目の区別を必要としなし、。

(5) 他誌発表報文抄録及び学会発表抄録…-一過去 l年

聞のもので，他誌発表は例1.学会発表は例

2の形式で行う。

例 1 題名 例 2 題名

氏名

誌名，巻(号)，頁-頁，

年号

要旨 (400字)

氏名

要旨 (400字)

末尾に学会名(年，

月， 日)，場所

6. 表(Table )のタイトルは上部に，図 (Fig.)の

タイトルは下部に記載する O

7. 句読点は I，J，loJとする。

8. 単位は原則としてメートル法により，活字体の省略

形を用いる O

例 mL kg， μ1 

9. 生物などの学名は，和文で、はかた仮名，欧文ではイ

タリッグ体とする。

10. 文献は下記のとおり記載する O

〔雑誌〕番号)著者名(3名以上は， 1名を記し，和

文では他，欧文では etal.) :論題，雑誌名，巻，

頁頁，年号

イ列 1) Lee.J.V.et al. : Characterization.tax-

onomy，and emended description of Vibrio 

metshnikouii， Int.J.Syst.Bacteriol，28， 99-

111， 1978 

〔単行本〕番号)著者名:書名， (巻)，版，頁一頁，

発行所，発行地，年号

例 2) Wurtman，R，J.: Catecholamines，lst 

ed.，45， Little Brown and Co. ，Boston， 1966 

〔単行本の l章〕番号)著者名:論題，編者:書名，

(巻)，版，引用頁，発行所，発行地，年号(和

書は元号，洋書は西暦)

例 3)江橋節郎:筋収縮，赤堀四郎(編酵素

3. 編集委員会は，編集委員に提出された論文の審議を 研究法，第 3巻， 4版， 578-587，朝倉書庖，東

行い，掲載区分の変更，内容の訂正を求める場合があ 京，昭36

る c他の論文からの引用〕番号〕原著者名:雑誌名，

4. ゴシック体となる字の下には赤のへ(ーを，イタリ 巻，頁，年号(原著を引用した論文を前述に従

ク体となる字の下には赤の←ーをつける。 って記入)

5. 項目の細別は次の順序とする。11. 本文中の文献引用箇所は次のようにする。

1~ー(1) ~a __ 一 i 例 ビリルピンの分解1-3) 基質の分解4，5)などが

2、(2)¥:b ¥ト 11 考えられる O

3 '(3) 、C 111 

(青森県衛生研究所所報編集委員会)
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